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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　この世界には『アンティーク』と呼ばれるものがある。

　骨こつ董とう品ひんや古美術品といった表の意味に隠かくされた、力ある古人や魔ま術じゆつ師しが作ったと言われる魔術道具や、人間の怨おん念ねんが乗り移ったり自然の霊れい力りよくが宿ったりして力を持った呪じゆ物ぶつと呼ばれるものを指す一部の人間が呼ぶ総称。

　例えば幸運を呼ぶ石、夜な夜な髪かみが伸びる人形、未来の姿が映る鏡、手にすると災わざわいが降りかかる刀。

　そういったものがこの世の中に存在していることは誰もが知るところだろう。

　ただ人は、実物を見ていないから全すべてが偽にせ物ものであると考えていたり、あるいは目の前にあっても気づかなかったり、不思議なことが起きても単なる偶ぐう然ぜんと思い込んだりすることで、そういうものが自分には関係のないものと思い込んでいる。

　だが『アンティーク』は人が思っている以上に、身近に存在している。

　それがもたらすものが、幸運か不幸かは手にした人間次第だ。













　　　第一章　影







　影が薄うすいという言葉がある。

　目立たないとか、存在感がないとか、印象が薄いとかそういう意味のことだ。

　暗い人やあまり話さない人、輪の中に入らない人を指すことが多い。

　クラスに一人くらいはそういう人がいるものだ。

　例えば、傍そばにいても気づかれなかったり、修学旅行とか遠足で忘れられて先に行かれてしまったり。

　もっとも暗いからとかあまり話さないからと言って必ずしも影が薄いとは限らない。

　俺おれの近くには明るい印象とは程遠く、口数も多くなく、表情もあまり変わらないというのに、なぜか存在感だけはある奴やつがいる。

　たぶん、そいつがいなくなったら俺はすぐに気づくだろう。

　なぜならそいつは当たり前のようにいつも俺の傍にいるのだから。




　　　　　　　　　◆




　影が薄うすいよねと、よく陰かげ口ぐちを叩たたかれていた。

　私に聞こえている時点で陰口ではないのかもしれないけれど。

　そして陰口を叩いていた人たちは、私がいることに気づくと決まり悪そうにその場を去っていく。

　近くにいるなら言ってほしいよね、影が薄すぎるんだよね、とおまけのいくつか陰口を叩きながら。

　でもそれは悪意ある言葉ではない。ただの客観的事実なのだ。

　出欠席の点呼で名前を呼び忘れられたり、授業で順番に当てられていって飛ばされてしまったり、一番後ろの席のときにプリントが一枚足りなかったり。

　そんなことはよくあることなのだ。少なくとも私にとっては。

　でもよくあることだからって、何も思わないわけではない。

　そんなことがあった日には、私は決まってこの世界から消えてしまいたくなる。

　中ちゆう途と半はん端ぱだから、皆に迷めい惑わくを掛けてしまう。

　だったらいっそのこと私なんて消えてしまえばいいのに、と思う。

　影が薄く、どこまでも薄く、見えなくなるくらいまで薄くなれば、私は影と一緒に消えてしまうことができるのだろうか。

　もちろんそんなことができるはずはない。

　だからそんな日は、私は美術室に行って、電気も点つけずに教室の隅すみにうずくまる。

　暗い影は、私の薄い影を消してくれる。

　影の中であれば、私の影が紛まぎれ込んで、消えていく。

　落ち着く。とても落ち着く。

　とてもとても心地よい私だけの時間。

　私は明かりのあるところが苦手だった。

　明かりは私の薄い影ですら浮かび上がらせてしまう。

　私は暗くら闇やみに紛れていたいのだ。

　私は消えてしまいたいのだ。

　このまま影に溶とけていってしまいたいのだ。

　そうしてそのまま誰も私に気づかなければいいのに。




　日曜日は買い物に出かけるのが日課だった。

　家に両親が居るからだ。

　共働きの二人をたまの休日くらいゆっくりさせてあげたい、なんていうのは聞こえが良い言い訳で、逆に私がひとりになれないから家にいたくないのだ。

　早くご飯を食べないと片付かないと文句を言われたり、掃そう除じの音が聞こえたりと落ち着かない。音がうるさいとかいうわけじゃない。私以外の人が生活しているという、ただそれだけで息苦しさを感じるのだ。

　だから私は外に出る。もちろん一人で。

　人込みは嫌きらいだけれど、私と関係のない人たちだからさほど気にならない。けれど、誰に会うとも限らないから、なるべく人通りの少ない路地裏を歩く。日の光を遮さえぎるような建物の間なんて特にお気に入りだ。

　時々、柄がらの悪い人たちがいたりもするけれど、私には関わってこない。こういうとき影が薄いというのは役に立つ。

　そんなことを考えながら、暗い奥の道を歩いていたときのことだった。

　私の目の前に現われたのは小ぢんまりとした寂さびれた店だった。

　一目見て繁はん盛じようしていないのがわかる。

　誰からも注目を浴びないような奥まった場所でひっそりと営業しているその店が、まるで私のようで興味を引いた。

　私は誘さそわれるようにその店に入った。

　その店は珍しいものが並んでいる店だった。西洋の人形、陶とう磁じ器きの食器、年代物の壁掛け時計……。一目でわかる大量生産品ではない一いつ品ぴん物ものを並べている、おそらく骨こつ董とう店てん。こういった店は嫌いじゃない。

「いらっしゃい」

　店員の女性がカウンターに静かに座っていた。目を奪われるほどの綺麗きれいな女性で、彼女がいるだけでこのひっそりとした店が、幻げん想そう的てきな雰ふん囲い気きに包まれていた。正直、その強烈な存在感は、私にとって苦手なものだった。

「何かお探し？」

「……えと、あのアクセサリーとか」

「どういったものをお望み？」

「そう、ですね……あまり目立たないものがいいです」

　とりあえず答えただけだけれど、アクセサリーをつけるのは決して嫌いではなかった。けれど、目立ちたくはなかった。だからあまり煌きらびやかなものは好きじゃない。

　と、私は棚たなに並んでいるあるものに気づいた。

　それは二つのガラスの小こ瓶びんだった。卵形で両側に耳たぶのように取っ手がついていて、突起のような取っ手がついた蓋ふたが載のっていた。形はどちらも同じだけれど、一つは透とう明めい、もう一つは黒と色が違っていた。

　変に煌きらびやかでもなく、棚たなにひっそりと佇たたずむその小こ瓶びんに私は心惹ひかれ、手にとって何度も眺ながめてみた。透すけて見える中身には粉が入っていた。蓋ふたを取ってもっとよく中を見てみると、それは粉末状の塗と料りようのようだった。

「どちらか一つ譲ゆずってもいいわよ」

　私が気に入ったのを見て取って、店員の女性はそう言った。

「一つ、ですか？」

「ええ」

　できれば両方欲しかったけれど、数量限定なのかもしれない。

「あなたはどちらを取るの？」

　私の手が迷うように二つの瓶の間を行ったり来たりする。

　透とう明めいの瓶を手に取ろうとし、考え直して黒色の瓶を取ろうとする。やっぱり透明の瓶のほうをと思って、けれど黒色の瓶の前に戻ってくる。

「あなたはそちらを選ぶのね」

　結局、私が選んだのは透明のほうの瓶だった。

「『アンティーク』──『影』」

「『アンティーク』……」

「といっても、骨こつ董とう品ひんとか美術品のことじゃないわよ？　力ある古人や魔ま術じゆつ師しが作ったと言われる魔術道具や人間の怨おん念ねんが乗り移ったり自然の霊れい力りよくが宿ったりして力を持った呪じゆ物ぶつと呼ばれるものを指してそう呼ぶの。

　よくあるでしょう？　不幸を呼ぶ石、呪のろいの藁わら人形、死に様ざまが映る三面鏡、とかね？　これはその一つ」

「『影』……」

　色は透明なのに『影』という。色が黒いほうはどうなのだろうと少し後ろ髪がみを引かれながら、私は手持ちのお金と引き換えに『影』という名の透明の小瓶を譲ってもらった。

「この『影』はその存在感を薄うすめることができる」

「？」

「そういう力を持っているのよ」

　これはよくある占うらないやおまじないの道具の類たぐいなのだろうか。でももしもそれが本当なら、この世界が生き苦しくて、いっそ消えてしまいたいと願う私にはぴったりの代しろ物ものだ。

「人は矛む盾じゆんを抱かかえる者。でもあなたのそれは人より少し強いみたいね。それはあなたの望みを叶かなえるもの、けれどあなたの望みを叶えないものでもあるわ」

　彼女はそう言うと、私の買った透明の瓶の塗料をふっと自分の周囲に舞わせた。




　我に返ると、私は大通りを一人歩いていた。

　あの人のことも、あの店のことも、家に着いた頃にはすっかり思い出せなくなってしまった。

　あれほど強い印象を持った女性だったのに、あれほど好みの店だと思ったのに、なぜか今はその存在感が薄うすれてしまっていた。

　矛む盾じゆんしているかもしれないけれど、とても印象の強いという事実だけが残り、その「印象」の内容がまったく思い出せなかった。

　そしてあの女性とお店への印象が薄れていけばいくほどに、私の中の『影』への信しん憑ぴよう性せいは強くなっていった。




　この世界から存在を薄めてしまうモノ──




　顔も姿も思い出せないのに、その言葉だけは確かに残っていた。

　手の中の透とう明めいの小こ瓶びんを見て、最後に彼女の言ったことが蘇よみがえる。

　それは私をこの世界に留とどめる彼女の忠告。

「何度も存在を薄めてしまうと、本当に消えてしまうわよ。気をつけなさい」

　もしも彼女の言葉が本当なら、それは私にとってこの世界から離脱できる最大の誘ゆう惑わく──




　　　　　　　　　◆




「今夜は帰さない」

　バイトが終わる午後八時。

　オーナーの摂せつ津つ都と和わ子こさんは買い付けに行っていて留る守す中。

　店には俺おれ──来くる栖す刻也ときやとアルバイトの舞まい野の咲さきの二人きり。

　その咲が帰ろうとする俺の袖そでを摑つかんで引き止め、上うわ目め遣づかいに呟つぶやいたその一言は──




　──決して色気のある話ではなかった。




「変な音がする？」

　俺は思わず胡乱うろんげな顔をして問い返す。

　今夜は帰さないと意味深しんな言葉で、帰ろうとする俺を引き止めた咲から出てきたのは、そんな不ふ審しんな話だった。

　まあ、もちろん期待していたわけではないが。

　俺たちのバイト先である付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんは、確かに幽ゆう霊れいでも住み着きそうな奥まった路地裏にある古びた小ぢんまりとした店ではあるが、本当にそう言われて素直に肯定できるものでもない。

「風とかじゃないのか？」

「最初はそう思ったけど、昨日きのうは別に風も強くなかったわ」

「猫ねことかが入り込んだとか？」

「鳴き声ではなかったわ」

「泥どろ棒ぼうとか？」

「何も取られてなかったわ」

「物音がしたほうはちゃんと調べたのか？」

「一応は」

「他ほかには……」

　思いつくことなんてなかった。アパートやマンションなら隣となりや上の階の物音が聞こえるというのもあるが、あいにくこの店は一いつ軒けん家やだ。

「……幽ゆう霊れい……かもしれないわ」

　咲さきが相変わらずの無表情と声でそんなことを言った。

「はぁ？」

　思わず聞き返す俺おれに、

「だから……幽霊かもしれない」

　咲は微動だにしないそのままの表情で繰くり返した。

　えー、これは本気なのか冗じよう談だんなのだろうか。

　光を浴びると銀色にも見える色素の薄うすい髪かみを背中の途と中ちゆうまで伸ばし、透すき通るような白い肌はだ。対照的に黒いレース付きのシャツと黒いスカートと黒ブーツと、服装は見事に咲の愛する色の黒。

　そんな外見的な特徴以上に咲の大きな特徴として、感情が顔に表れないというものがある。とにかく常に無表情なのだ。だから笑いながら冗談を言うなんてことはなく、こういうときどう扱っていいか困ってしまう。

「えーと、念のために聞くが本気か？」

「こんなこと冗談で言うと思う？」

　冗談でしか言わないと思う、とは一応言わないでおく。

「わたし……幽霊への接客なんてどうしていいかわからない」

　いや、きっと客じゃないから。というか俺もわからないし。第一そんなこと悩む必要ないし。

　数々のツッコミが頭に浮かんだが、不毛なのでやめておく。

　しかしさすがに接客が天職と思っている咲も幽霊相手ではその力を発はつ揮きしようとは思わないようだ。まあ、人間相手でも大した接客能力は備わっていない。その接客能力に起因するかは知らないが、付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんは常に閑かん古こ鳥どりが鳴いている。

「この際、客は幽ゆう霊れいでもいいかもな」

「お客様は神様よ」

「いや、そのツッコミは的外れだ……」

　まあ、幽霊うんぬんはともかく物音がすることまで否定する気はないので、心配の種たねを取り除く手伝いくらいはしてやろうか。本当に不ふ審しん者しやだったらそれはそれで問題だ。

　──ガタッ。

　そのとき、唐とう突とつにした物音に、俺おれと咲さきはビクッと震ふるえた。

　幽霊とは思わないものの、唐突な物音にはさすがにびっくりしてしまった。別に疑っていたわけではないが、咲の言っていたことは本当だった。

「ちょっと見てくる」

　俺が立ち上がって音のしたほうに向かおうとすると、咲が俺の服を摑つかんだ。

「ん？」

「……一緒に行く」

　咲も気になるらしく、俺に任せる気はないようだった。咲は俺の服を摑んだまま、俺の後をついてきた。

　この付喪堂骨董店は店の奥と二階に居住スペースがある。物音がしたのは居住スペースのさらに奥の倉庫のほうだった。そこにはあるものが大切に保管されている。

　──『アンティーク』だ。

『アンティーク』といっても美術品や骨董品のことではない。力ある古人や魔ま術じゆつ師しが作ったと言われる魔術道具や、人間の怨おん念ねんが乗り移ったり自然の霊れい力りよくが宿ったりして力を持った呪じゆ物ぶつと呼ばれる物を総じてそう呼ぶのだ。

　昔話や逸いつ話わや伝説には「力のある道具」が登場する。

　例えば幸運を呼ぶ石、夜な夜な髪かみが伸びる人形、未来の姿が映る鏡、手にすると災わざわいが降りかかる刀。

　そういったものがこの世の中に存在していることは誰もが知るところだろう。

　ただ人は、実物を見ていないから全すべてが偽にせ物ものであると考えていたり、あるいは目の前にあっても気づかなかったり、不思議なことが起きても単なる偶ぐう然ぜんと思い込んだりすることで、そういうものが自分には関係のないものと思い込んでいる。

　だが『アンティーク』は人が思っている以上に、身近に存在している。

　俺も最近、中に入れたものをそのときのままの状態で保存する箱や人形を人間のように動かす螺ね子じや夢の中を思い通りにできる香こう炉ろといったものと関わる機会があった。

　この倉庫には、そういった『アンティーク』が保管されているため、常に鍵が掛けられていて、俺たちですら都と和わ子こさんから勝手に入ることは禁じられている。もちろん部外者が簡単に入れるようなところではない。

　俺おれと咲さきはゆっくりと周囲を見回しながら倉庫のほうへと近づいていく。倉庫に辿たどり着くまでに人や動物の気配はなかった。だがそこに立ったとき、何か気配のようなものが感じられた。

　それは奥の奥──扉の向こう側。

　扉の前まで行き、そっと耳を押し当てる。

　音はしない。

　だが何かがいるような気配がある。

　ドアノブに手を掛ける。

　ひんやりとしたドアノブの感かん触しよくに一いつ瞬しゆん背筋が寒くなる。

　意を決してドアを開けようとしたとき──




　カタン。




　ドアの内側から物音がした。

　中から誰かが飛び出してくる可能性を考こう慮りよし、身を引くべき状況だったが、さすがに驚いた俺はそれができず、ドアの前に立ちすくんでいた。

　だが内側から何かが出てくることはなかった。

　とはいえ、中に何かがいることは間違いない。

　俺は一度手放したドアノブに再び手を掛ける。

　ガチャリとドアノブを回した。鍵は開いていた。後は押し開けるだけだ。

　俺は咲に一歩下がるように目で命じるが、咲は言うことを聞かず、俺から離れようとしなかった。

　のんびりしている場合ではない。

　俺は大きく息を吐はき──

　そして勢いをつけてドアを一気に押し開けた。

　が、何も起きない。

　俺は咲に目配せし、部屋の中に入る。

　部屋は当然のことながら真っ暗で、何も見えなかった。

　手探りで壁にある電気のスイッチを探し当てようとするが、なかなか見つからない。

　そのときだった。

　開けたドアの死角となっていた場所から、ふっと何か影のようなものが視界に入ってきた。

　──幽ゆう霊れいかもしれない。

　咲の言葉が蘇よみがえり、思わず息を吞のみそうになったそれよりわずかに早く──

「きゃあああああああ！」

　俺おれの背後から悲鳴が木霊こだました。




「いやー、はっはっは。『アンティーク』探してたら、積んでんのが崩くずれてきちゃってさ。あー、死ぬかと思った」

　何のことはない。幽霊の正体は、いつの間にか買い付けから帰ってきていた都と和わ子こさんだった。

　艶つややかで一直線に腰こしまで伸びた黒くろ髪かみや身につけたジャケットとパンツスーツは、崩れた荷物の下敷きになった関係で見事に埃ほこりをかぶっていたが、そんなものはおかまいなしの様子だった。

「で、何してたんですか？」

「いやー、ちょっと今回買ってきた『アンティーク』の相あい方かたを探しててね」

　と、都和子さんはテーブルの上に黒い小こ瓶びんを置いた。

「これは『光』と言ってね、中に入ってる塗と料りようを塗ぬると存在感を強めることができるんだ」

「ニス？」

「艶出しじゃない！」

　都和子さんが俺の独り言に速攻でツッコミを入れてくれた。

「それで相方って何ですか？」

「ああ、同じ形の透とう明めいの瓶があってね、そっちのほうは存在感を薄うすめることができるんだ。それがこの『影』」

[image: ]

　と、都と和わ子こさんは黒い小こ瓶びん──『光』の隣となりに、透とう明めいな小瓶──『影』を置いた。瓶の中には粉末状の塗と料りようが入っているのが見えた。

　色だけが違う同じ形の瓶。だがその能力は正反対の『アンティーク』。その名前からも陰いんと陽の関係性だった。

「で、今回のこれは本物なんですか？」

　あの倉庫にあったということは、少なくとも『影』のほうは本物なのだろう。問題なのは都和子さんが今回買い付けてきた『光』のほうだ。

　一見すれば二つの瓶は色を除けばまったく同じに見える。

　と、咲さきが何か気づいたかのように、唐とう突とつに二つの小瓶に手を伸ばした。咲は制止する間もなく両方の小瓶の蓋ふたを開け、その手に粉末状の塗料を載のせる。

　透明な小瓶『影』に入った白い粉末と黒の小瓶『光』に入った黒い粉末。

　咲はその粉末を顔に近づけ、何を考えているのかそっと舐なめ取った。

　咲は無表情に一言。

「これお塩と胡こ椒しようです」




　こうして、我が付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんは調味料までも店頭に並べることとなった。

　本日開店『付喪堂食材店』。って、おい。

　当然のことながら『アンティーク』──『塩』『胡椒』なんてものがあるわけもなく、やっぱりというか、何というか、あの小瓶はただの偽にせ物ものだった。

　倉庫にあった本物と思っていた『影』までもが偽物と知り、都和子さんのショックは二倍増しだった。

「あー、何でこう運が悪いのかなー」

　都和子さんはぐたーっとテーブルに突っ伏してぐずっていた。

「『アンティーク』の下敷きにならないで済んだんだから運がいいんですよ」

　俺おれの励はげましにそのときのことを思い出したのか、顔を上げた。

「そういえばあの悲鳴は誰だったんだ？」

　都和子さんの何気ない一言に俺は横を向き、横にいる咲も横を向いた。

　もちろんごまかせてない。

　そう。あのとき背後でした悲鳴は咲のものだった。

　咲の怖がり方は予想以上というか、完全に予想外だった。

　幽ゆう霊れいかもしれないと言っていたのは冗じよう談だんではなく怖かったからで、表情が変わらなかったのは何とも思ってなかったのではなくそれが顔に出ていなかっただけで、俺と一緒に倉庫に来るとか今夜は帰さないと言ったのは意味がないわけじゃなくて本当に怖くて一人になりたくなかったからだった。

　そもそも何で咲さきがいきなり幽ゆう霊れいとか言い出したのかと言えば、その原因は俺おれのした怪談話のせいだった。

　今、俺の学校で噂うわさされている幽霊のことだ。

　ここ数日、放課後遅くまで残っている生徒が見たそうだ。幽霊を見たという生徒は一人だけでなく、もう十数人に上っている。

　この学校の生徒の姿をした少女の幽霊がじっとこちらを見ていて、自分たちが視線に気づいてそちらを向くと、すっと消えるようにいなくなるのだという。最初は普通の生徒を幽霊と見間違えただけだと言われていたが、ここまで証言者が増えると勘かん違ちがい説のほうが信しん憑ぴよう性せいが低くなった。

　その幽霊がこの学校の制服を着ていたことから、昔この学校で自殺をした生徒が成じよう仏ぶつできずに彷徨さまよっているだとか、昔入学式に向かう途と中ちゆうで事故に遭あって死んでしまった生徒が自分が死んだことに気づかず学校に来るもクラスがわからず彷徨っているとか、皆勝手な妄もう想そうを広げている。

　残念ながらこの学校で自殺があった事実も、入学式前に生徒が事故死した事実も存在していない。

　逆に教師がそうやって生徒を諭さとせば、知られていないからこそ恨うらみが募つのっているだとか、学校が体面のために事実を隠かくしているだとか、新たな憶おく測そくを呼んでいる。

　ほとぼりが冷めるまでは、まあこんな感じなのだろうと思っていたが、付つく喪も堂どうでのバイトの時間があまりにも暇ひまだったため、咲にその話をしてやったというわけだ。随ずい分ぶん真剣に話を聞いているなーと思っていたのだが、どうやら真剣だったのではなく、怖がっていたようだった。

　咲が幽霊をここまで怖いと思っているなんて知らなかった。怖がりなイメージはまったくなく、幽霊が目の前に現われても「だから？」と平然としているのかと思っていた。

「これは、明日あしたも話をしてやらねば」

　俺は内心ほくそ笑みつつ、帰路についていた。

　が、家の前で愕がく然ぜんとする。

「鍵がない……」

　ポケットをぱたぱたと叩たたくが、キーケースはない。財さい布ふの中を見てみたが、やはりない。

　そして俺はキーケースのありかを思い出す。

「……学校だ」




「やれやれ」

　俺は夜の学校を前にして、嘆たん息そくする。

　今日は体育があった。全員が教室を空ける体育では、貴重品を体育教官室に預けることになっている。俺おれも財さい布ふや携けい帯たい電話と一緒にキーケースを預けていたのだが、どうやら取り忘れていたようだ。

「誰か気づけよなぁ」

　何が悲しくて一日に二度も学校に来なくてはいけないのだろう。これで忘れていたのが財布とかなら明日あしたでもいいのだが、鍵がなくては家に入れない。管理人さんは別のところに住んでいるので合鍵もない。選択の余地はなかった。

「それにしても……」

　怪談話で盛り上がっているときに、一人夜の学校に忍び込むというのは、まったくできすぎというかお約束というか。もう何というかそういう星の下に生まれたとしか言えない。

　校門をくぐり、校庭を横切る。

　夜の十時半。さすがにもう校庭に生徒の姿はない。だが体育館のほうからは明かりが漏もれているのでまだ部活をしている人はいるようだ。遅くまでご苦労なことだ。おかげで正面玄げん関かんのドアも鍵は開いていたので助かる。

　扉を押し開け、上うわ履ばきに履はき替えて俺は校舎に入る。さすがに教室や廊ろう下かには人がおらず、明かりも消えている。非常口の明かりだけがうすらぼんやりと光を放っていた。俺の影が壁に大きく映っている。

　夜の学校が初めてというわけではないが、どこか異世界にでも紛まぎれ込んだかのような不思議な感覚がする。

　これは幽ゆう霊れいの一人や二人出てきてもおかしくはない。そう思えた。

　一般棟とうの廊下を渡り、そのまま渡り廊ろう下かを通って特別教室棟に向かう。体育教官室はその渡り廊下を通ってすぐのところだ。体育館に明かりがついているのだから、誰かいるだろうと思ったが、体育教官室の電気は消えていた。残っている教師は体育館のほうにいるのだろうか。

　一声掛けるべきか迷うが、面倒なので体育館に行く気にはなれなかった。

「失礼しまーす」

　わざと大きめの声を出し、俺は体育教官室に入る。電気をつけ、うちのクラス用の貴重品ロッカーを開けると、奥にキーケースが転がっていた。間違いなく俺のものだった。

　俺はキーケースを取り出し、体育教官室を後にした。そのまますぐに帰宅しようと渡り廊下を通って一般棟に入ろうとして、俺は舌した打うちする。

　鍵が掛かっていた。

　キーケースを取ってくるわずかな間に、用務員さんが鍵を締めてしまったのだろう。

　何てこった。靴が取れないじゃないか。

　上履きで帰ることもできるが、さすがにそんな気にはなれなかった。用務員室まで行って鍵を開けてもらうなんて面倒なこともしたくなかった。

　俺は足早に特別教室棟に戻り、階段を上る。二階の渡り廊下のドアならまだ鍵が開いているかもしれないと思ったのだ。

　だが残念なことにドアの鍵は締められていた。

「まいったな」

　この調子では上の階も同じかもしれない。

「となれば逆側かな」

　一般棟とうと特別教室棟は並行しており、北側と南側に渡り廊ろう下かがある。南側のドアは締められていたが、まだ北側は開いているかもしれない。

　俺おれは特別教室棟の二階の廊下をダッシュした。

　ぱたぱたと廊下を走る俺の足音が響ひびき渡る。

　誰もいない夜の学校はしんとしていて、俺の立てる足音が異様に大きく響き渡る。

　確かに少々薄うす気味悪いと感じないこともない。

　誰かがいればまた何とも思わなかったのだろうが、やはり自分ひとりとなると少しばかり意識してしまう。

　技術図工室、家庭科室、書道室と前を通り過ぎる。これが理科実験室だったら人体標本が襲おそいかかってくるなんて想像もしてしまったかもしれない。

　次に音楽室に差しかかる。壁に貼はられた著名な音楽家の方々が夜な夜なピアノを弾ひいたりすることもないようで、音は何も聞こえなかった。

　最後に美術室の前を通りかかる。絵画の中からモデルのお姉ねえさんが飛び出してくることもなく、その前を通り過ぎようとした。

　と、一枚の絵に目を奪われ、足を止めた。

　それは有名な画家の絵画でもなく、名画のコピーでもなく、ただの高校生が描かいた絵にすぎなかったが、壁に掛けられた他ほかの生徒の絵の中で一際強い存在感を放っているように俺には思えた。

　と、数秒後に気づく。

　いつの間にか絵のすぐ近くに一人の少女が立っていた。今の今までそんなところに人はいなかったはずなのに、俺の気づかぬ間に音もなくそこに現われていた。

　こんな時間に、こんな場所で、たった一人で何をしているのだろう？

　俺は頭に浮かびそうなあの単語を精一杯考えないようにした。

　すると俺の視線に気づいたのか、少女が振り返り、目が合う。

　声を掛けようとしたが、喉のどが張りついたように声が出なかった。

　しばらくじっと俺を見つめていた少女はすっと視線をはずすと。

　ふっと影に紛まぎれるように消えてしまった──




　その日眠ねむりについたのは明け方だった。

　何時だったかは覚えていないが、外が明るくなり始めていたのだけは覚えている。それでも起きられたのは、眠ねむりが浅かったからだろう。

　寝付けなかった理由はただ一つ。昨日きのう俺おれが見たものだった。

　あれは何だったのだろう。

　昨日から考えても答えの出なかった問いがまた浮かぶ。

　俺以外に生徒がいた。これが一番現実的だ。だがそれにしてはいつ現われたのかわからないほど、あまりに存在感がなかった。まるでそこにいないはずなのにいるような、あるいはそこにいるはずなのにいないような、そんな現実感のなさ。むしろ絵のほうが存在感があったくらいだ。

　次に単なる錯さつ覚かく。例えば自分の姿が鏡に写っていたとか、絵の中の人が立っているように見えたとか。それは考えられる。ただそれにしては今度は逆にもう少し存在感があったように思う。

　あるいは……やはり……幽ゆう霊れい。

　慌あわててかぶりを振る。

　何を馬鹿なことを考えているのだろうか。

　噂うわさに左右されるなんて俺らしくない。

　そう考えながらも、俺の足はなぜか特別教室棟とうの美術室に向かっていた。

　気になることをそのままにしておけない。いや、自分で納得しないと気にし続けなければならない。それが嫌いやだった。

　うちの学校の文化部は滅めつ多たに朝あさ練れんをしないため、始業前の特別教室棟に人はいなかった。

　状況としては昨日と似ている。だが明るいというただそれだけで、気分的にはだいぶ違う。

　そして美術室前の絵の前に立つ。

　絵は昨日と変わらずそこにある。絵は風景画で人物は描えがかれていないし、鏡もなかった。錯覚ではなかったようだ。

　ということは、やはり他ほかに生徒がいたのだろう。

　昨日は夜の校舎にひとりということと、戸締まりをされてしまった焦あせりなどで少しナーバスになっていただけだ。

「うん。あれは気のせいだ」

「私のこと？」

「うわぁ！」

　突とつ如じよ耳元で囁ささやかれて、俺は思わず悲鳴を上げてしまった。咲さきのことを言えない。

　慌ててその場から離れると、昨日と同じようにいつの間にか少女が一人立っていた。まったく気配がなかったので気づけなかった。だが目の前にいる彼女は決して錯覚ではない。まさしく昨日見た少女だった。
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「やっぱり噂うわさは本当だったのか……」

「噂って？」

「昔この学校で自殺をした生徒が成じよう仏ぶつできずに彷徨さまよっているだとか、昔この学校の入学式のときに事故に遭あって死んでしまった生徒が彷徨っているとか……」

「何ですか、その噂？」

「学校を騒さわがしている幽ゆう霊れいの……君の噂だよ」

「誰が幽霊ですか。違います。失礼じゃないですか、幽霊だなんて」

「あ、やっぱり？　……あ、いや、そうだよな。冗じよう談だん冗談」

　昨日きのうと違い、こうして明るい場所で目の前にいる彼女は確かに強い存在感を放っているわけではないが、いたって普通の少女だった。

「大体、去年一緒のクラスだったじゃないですか」

「は？」

「覚えていないですか、来栖くるす君？」

　少女は残念そうな顔をする。

「……ええと」

　残念ながら俺おれに幽霊の元クラスメイトはいない。いや、元クラスメイトの幽霊か。いやいや幽霊はもうおいておいて、とにかく俺は彼女のことを覚えてなかった。だが彼女は俺を知っている様子だ。名前を知っていたのだからきっと噓うそではないのだろう。

「ごめん、誰だっけ？」

「西にし山やま佐さ奈なです」

　彼女はそう名乗った。だが名乗られても「ああ、そういえば」という感情は芽生えなかった。そういえばそんな人もいたような気がする、程度であやふやだ。

「あまりお話ししなかったですものね」

「そ、そうだな」

　彼女のフォローに乗っかることにした。確かにそのとおりで、一クラス四十名近くもいればまともに話さない人も出てくる。特に俺おれは部活も委員会もやっていなかったので、接点がなかったクラスメイトは一人や二人ではない。学校生活なんてそんなものだ。

「ま、まあとにかく久しぶりということで」

「初めましてじゃなくてですか？」

「それは言いっこなしで」

　覚えていなかったくせに、元クラスメイトというだけで何だか一気に打ち解けた感じになった。

　と、朝のＨＲを告げるチャイムが鳴り響ひびいた。

「やばい、戻らないと」

　俺は一般棟とうに戻ろうとして、急ごうとしない彼女を振り返る。

「あれ？　戻らないのか？」

「私はいいんです」

「いいってどういう……」

「私はクラスに居場所がないですから」




　朝のＨＲが終わった後、隣となり──だったとさっき聞いて初めて知った──西山のクラスを覗のぞきにいってみた。まだ予よ鈴れいと本鈴前の休み時間のため、ちゃんと席に座っている人間ばかりではない。空席も目立ってどこが西山の席かわからなかった。

　と、「あれ、来栖くるす？」と声を掛けてきた人間がいた。一年生のときのクラスメイトの笹ささ倉くらという奴やつだった。西山とは違い、その後の交流はないものの顔も名前も覚えていた。

「何か用か？」

「ああ、ちょうどいいや。ここって西山のクラスだよな？」

「西山？」

「一年のとき同じクラスだっただろ？　彼女いるかな？」

「……ああ、西山ね。はいはい」

　俺に言われて笹倉は彼女のことを思い出したようだった。

「ちょっと待ってな、呼んでくる」

　笹ささ倉くらは教室に入って西にし山やまを呼びにいってしまった。呼んでほしいわけではなく、いるかどうか確かめたかっただけなのだが、仕方なく待つことにする。

　笹倉は近くにいた女子に声を掛けて二ふた言こと三み言こと話をして戻ってくる。

「何か休みみたいだぜ」

　ということは彼女はやっぱり教室には来ていないようだった。あの様子だと今日だけではないような気がした。

「彼女さ、昨日きのうはどうしてた？」

「どうしてたって？」

「学校来てたか？」

「来てたんじゃないか？　あ、いや、どうだったかな、休みだったっけ？」

　笹倉は昨日のことを思い出すかのようにあさってのほうを見ながら考えた。だがすぐに諦あきらめたようにかぶりを振った。

「覚えてねーや。あんまり関わりないからな。ほら、あいつ影薄うすいじゃん？」

　否定はできなかった。俺おれだって忘れていたのだから。

「で、何か用だったのか？　机の中にメモ置いとくか？」

「いや、大した用事じゃないから来たときに言うよ」

　俺はそう言って、下手へたな追及をされる前に教室を後にしようとし、ついでに聞いてみた。

「なあ、彼女の席ってどこだ？」

　ある程度予想していたが、笹倉はその質問に答えられなかった。




「どうかしたか？」

　物思いに耽ふけっていた俺に、クラスメイトの新しん庄じようが声を掛けてきた。

「ああ、ちょっとな」

　昼休み。いつの間にか午前の授業は終わっていた。授業中から引き続いての物思いは、もちろん西山のことだ。

　実は一時限目の休み時間に、隣となりのクラスの担たん任にんに西山のことを聞きにいった。

　出席簿ぼには三日間連続の休みとなっていた。しかも欠席理由の欄らんには記き載さいがなく、無断欠席の扱いになっていた。だが担任はその事実に俺が指し摘てきして初めて気づいた様子だった。ページをめくって日を遡さかのぼれば、他ほかの日も飛び石ではあるがかなり多いと言える欠席数だった。

　先生もそうだが、生徒の間でも隣のクラスで彼女の欠席が話題になっている様子はなかった。笹倉が聞いた女子も、最初は彼女が休んでいることに気づいていなかった。

　誰一人として、西山の不在をおかしいとは思っていない。

　その日誰が学校を休んでいたか、なんてのは俺だって覚えてはいない。だが三日も欠席していてクラスの人間がまったく気づいていないというのはおかしくないだろうか。

　いくら影が薄うすいとは言っても、度が過ぎている気がする。

　さすがにもっと休めば、周りもおかしいと思い始めるのだろうか。

　何にせよ、西にし山やまがクラスに居場所がないと言っていたのもわかる気がした。

「ああ、そういえばお前に聞いたらわかるか？」

「何がだ？」

「西山って覚えてるか？　一年のとき同じクラスだった」

　俺おれと新しん庄じようは一年のときからのクラスメイトだ。俺は覚えていなかったが、俺よりも社交的な新庄なら覚えているかもしれない。

「いたっけ、そんな奴やつ？」

　だが新庄も俺と同じで彼女のことを覚えていなかった。

「お前ですら覚えてないとはな」

「んー、覚えがないな」

「どんな奴？」

「おかっぱの少し暗い感じの子だよ」

「ってことは、女？」

「女だよ、決まってるだろ」

　って、おい。ちょっと待て。そこまで覚えていないのか。

「覚えてねーな。本当にそんな子いたか？」

「いた……だろ？　いなかったか……？」

　そんなふうに面と向かって疑われてしまうと、俺までが不安になってしまう。俺だって彼女のことを覚えていなかったのだから。

　俺のほうが自信を失い始めたが、同じクラスだと言ったのは彼女自身だと思い出す。それを疑ってどうするのか。彼女を覚えていなかった俺の記き憶おくはともかく、俺を覚えていた彼女の記憶は信じるべきだ。

「今はどこのクラスなんだ？」

「ああ、隣となりだよ」

「隣のクラスかぁ……、隣はサッカー部の奴いないから、オレも行かないしなー」

　確かに他ほかのクラスというのは、疎そ遠えんになろうと思えばいくらでも疎遠になれる。一年のときのクラスメイトが、二年になってどこのクラスになったかを全員知っているなんてのはありえない。つまり知らなくても何ら不思議はないのだ。

「まあ、覚えてないならしょうがないな」

「いや、何か気になって落ち着かない。見に行こうぜ」

　と、新庄の提案で俺たちは図書室に向かうことにした。図書室にある全校生徒の名めい簿ぼを見にきたのだ。

「西にし山やま……西山……」

　俺おれたちは去年の生徒名めい簿ぼを開く。四十名弱の名前が並んでおり、名前を目で追っては一人一人の懐なつかしい顔が浮かんでくる。俺は自分が思っている以上に元クラスメイトのことを覚えていた。

　俺と新しん庄じようは名前を黙もく読どくしながら、西山を探す。

「いた」

　俺の指が西山のところで止まった。間違いない。これで彼女の言葉が噓うそではなかったことが証明された。

「あー、そういえばいたような気がするわ。顔は思い出せないけどな」

　名簿の名前を見て、新庄も思い出したかのように何度も頷うなずいていた。

「よく覚えてたな、お前」

「いや、昨日きのうたまたま会ってさ。向こうから声掛けてきてくれたんだけど、俺も覚えてなくてまったく気づけなかった。というか一年のときに喋しやべった記き憶おくもない」

「オレもないな、たぶん」

　どうやら彼女は、俺たち男子とはあまり喋ってはいなかったようだ。

「あれ、久しぶり。何してんの？」

　と、図書室にいた女子が俺たちに声を掛けてきた。彼女は桜さくら井いと言って、今はクラスが違うが、一年生のときのクラスメイトだった。彼女のことはさすがに覚えていた。クラス委員長だった人を忘れるほど、俺も新庄もぼけてはいない。

　ちょうどいい。ついでに聞いてみよう。

「あのさ、西山って覚えてるか？　一年のとき同じクラスだったんだけど」

「西山？」

　桜井は少し思案顔になって、眉み間けんに皺しわを寄せた。

「誰だっけ？　そんな人いた？」

　その答えは意外だった。女子同士なら覚えていると当たり前に思っていたからだ。男の俺から見れば、女は昼食のときに大きな輪になって全員仲良くみたいな雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。まあ、最後のほうはグループ分けができていたけれども。

「ほらここにいるだろ？」

　俺は名簿の西山の名前を指差す。

「あー、本当だ。んー、言われてみれば、何かいたような気がする。喋ったこと全然ないけど」

　どうやら男子だけでなく、女子ともあまり喋っていなかったようだ。まあ、そういう奴やつは決して珍しくはないが。

「なあ、こいつってどんな奴だった？」

「えー、あんまり覚えてないなぁ。正直顔もイマイチ思い出せない。確かにいたような気はするけど、影が薄うすかったのかなあ」

「委員長だったから接点あったんじゃないのか？」

「あったとは思うけど、クラス委員だからって皆と仲がいいってわけじゃないのよ」

「まあ、そうなんだろうけどさ」

　それでも桜さくら井いが覚えていないというのは意外だった。よほど影が薄かったのだろうか。

「気になるんなら聞いてみれば？　香こう月づき先生ー」

　と、桜井が図書室にいた教師に声を掛けた。図書室だということを忘れるくらいの大声だった。

「ここが図書室だってわかってるの？　桜井さん」

　と、名前を呼ばれた香月先生が俺おれたちの元へやってきた。桜井が舌したを出して失敗したといった顔をした。

「あら、久しぶりね、二人とも」

　と、香月先生が俺たちを見て言った。彼女は俺たちが一年生のときの副担たん任にんだった。

　西にし山やまではないが、彼女が今なにをしているかは知らなかった。どこかのクラスを受け持っているのだろうか。

「ねーねー先生。西山さんって覚えてますか？」

「西山さん？　一年生のときの同じクラスだった？」

「そうです。さっすが」

　桜井が拍手をしてみせた。教師が受け持ったクラスの生徒を覚えているのは大して褒ほめられることではないと思うが。

「西山ってどんな人でした？」

「そうね。とてもおとなしい子だったわね。図書室で大声上げることなんてないでしょうね」

「すみませーん」

「彼女がどうかしたの？」

「いや、来栖くるすが昨日きのう会ったらしいんですけど、そんな子いたかなって話になって」

「え？　彼女に会ったの？」

　香月先生が驚いたような顔をした。

「あ、まあ、一応」

　あれを会ったと言っていいのかはわからないが。

「おかしいわね、昨日は学校を休んでなかった？」

「え？」

　正直、これはこれで意外だった。担任も知らなかったのによく知っているものだ。

「それとも授業には出てたのかしら？」

　香こう月づき先生の独り言が俺おれには理解できなかった。それに気づいた香月先生はわざわざフォローしてくれた。

「私は美術部顧こ問もんで、彼女は部員なのよ」

　なるほど、と理解した。

　そして同時に状況が少しばかり整理される。

　生徒や担たん任にんなど、大勢を相手にしている人たちからは忘れられている。その他大勢の中に埋まい没ぼつしてしまうからだろう。

　だが数少ない美術部員などであれば忘れようがない。

　クラスに居場所はないと言っていた彼女が美術室にいた理由もわかった。

　そこが彼女の居場所なのだ。

　自分の事を棚たなに上げて言うが、彼女のことをちゃんと覚えている人がいてよかったと思えた。




　　　　　　　　　◆




　私は美術部に所属している。この学校は部活が必ひつ須すなので仕方なくだったけれど、絵を描かくことは嫌きらいではなかった。美術部は所属部員も少なく、また題材にもよるが、基本的に誰かと一緒に何かをするわけでもない。各々絵を描いている間は多少の会話はあれど一人なので、私にもぴったりだった。

　けれど昨さく年ねん、部長の提案で美術部全員でコンクールに応おう募ぼするという話になってしまった。美術部全員というのは私も含まれていた。

　仕方なく私も一枚の風景画を描えがき、応募した。

　けれど、目立ちたくなかった私は『影』の中の塗と料りようを使った。

　手に入れてから一度も使っていなかった『影』を私は絵に使ったのだ。

　私自身その『影』をどれほど信じていたかは定かではない。

　すでに完全に信じていて、疑いすらなかったのか。

　半信半疑で、藁わらにもすがる思いだったのか。

　単に白い絵の具が切れて、それを借りられる人がいなかったからか。

　ただそのときはもうあの女性のことも、店のことも、ほとんど思い出せなくなっていたことは事実だった。

　そしてコンクールに応募した絵は、誰に褒ほめられることもなく日の目を見ることもなかった。

　よかった、と思った。

　応募なんて望んでいなかった。無理やり応募させられただけのことだ。むしろ誰の目にも触ふれられなくてよかった。

　ただ賞どころか一時選考も通過しなかったことについては、他ほかの生徒に少しばかり揶や揄ゆされたり、同情されたりした。私の影の薄うすさが絵にも出ている、技術はあるのに印象が薄い、とか思われたのだろうことは想像に難くなかった。

　そんな日は、やっぱり美術室の隅すみにうずくまって、じっとしていた。

　人の噂うわさに上るなんてのは、私には不似合いで、嫌いやなことだった。けれど、どうせなら褒ほめられて話題に上ったほうがまだよかった。

　望んでしたことなのに、望んだ結果を得られたと思ったのに、結局望まない形の結末を迎えた。

　存在感を希き薄はくにさせるなんて、絵に使うものではなかった。

　もしもこの『影』を使わなかったなら、賞はダメにしても、一時選考くらいは通っていたのだろうか。

　それとも『影』なんて関係なくて、どのみち結果は変わらなかったのだろうか。

　西日が窓から差し込む。

　もう少し待てば暗くなる。そうしたら影ができる。そうしたら私は影に隠かくれることができる。

　そうすれば、きっといつものように私の存在は陰かげに隠れて消えてしまう。

　けれど、その少しの時間が耐え切れそうになかった。

　私は『影』の小こ瓶びんに入った塗と料りようを手に取ってみた。

　私自身その『影』に対してどれほど信じていたかは定かではない。

　ただそのときは信じる信じないとかではなく、願いのようなものが生まれていた。

　この世界から消えてしまいたい、と。

　そして私は自分に『影』の塗料を降りかけた。




　　　　　　　　　◆




　家に帰った俺おれはタンスの奥から写真を引っ張り出す。

　アルバムなんて大層なものはなく、封筒の中に収められているのは去年の写真だった。一年生のときの集合写真だ。

　四十名弱の生徒と担たん任にん、副担任が並んで写真に収まっている。

　俺と新しん庄じようが並んで写っているのが目に入る。わずか一年前とはいえどことなく幼い。だが懐なつかしさに浸ひたっている場合ではなく、俺は西にし山やまの姿を探す。

「いた」

　今のおかっぱより少し短い髪かみだったが、間違いなく西山だった。一番上の一番端はし。背が高いわけでもないのに控えめな場所に位置していた。

　顔が思い出せないと言った新庄たちに見せるつもりだった。

　本人に会わせてもいいが、すっかり忘れていた相手と会わせるのは気が引ける。新庄たちも罰ばつが悪いだろうし、西にし山やまも気分がいいものではないだろう。

　写真を見せてどうなるものでもないが、少しでも彼女の存在を周りに気づかせたいと思う。

　関わってしまった以上、無視もできない。

　彼女が教室に戻る何かのきっかけになればいいと思う。




「おい、来栖くるす。早く行くぞ」

「ああ。ちょっと待ってくれ」

　五時限目は音楽だった。別に音楽が好きなわけではなかったが、午後最初の授業が数学や歴史よりはよっぽどよかった。

　すでに行ってしまったクラスメイトからやや遅れ、俺おれと新しん庄じようは渡り廊ろう下かを通って特別教室棟とうに向かった。

「そういや例の怪かい談だん話どうなったんだろうな？」

　新庄が数日前まで盛り上がっていた我が校の怪談話を持ち出した。その話題はすでに薄うすれていて、今ではもう話題にすら上がらなくなっていた。

「もう下した火びだろ。よく持ったほうじゃないか？」

「確かに最近は目もく撃げき情報もないみたいだしな」

「そういう新庄は見たことあるのか？」

「ないよ。でもどんな女の子だったのかなー。一度見てみたかった」

　新庄が不ふ謹きん慎しんかつ浮わついたことを言うので、

「後こう輩はいのあの子に言うぞ」

「それはなしだ」

　それはなんでもない会話、のはずだった。

「どうした？」

　黙だまってしまった俺に、新庄が怪訝けげんな顔をして問う。

　何だろう？　俺は今、何に引っ掛かったのだろうか。

「おい、どうした？　ここはまだ美術室だぞ。音楽室は隣となり」

「美術室……？」

　俺は美術室の壁を見た。そこに掛けられているのは生徒の描えがいた何枚もの絵画だ。その中の一つに西山佐さ奈なという生徒の名前。

「ん？　この絵が気になったのか？　へー、西山って人が描かいたのか。何年生かな？」

「！」

　俺は弾はじかれたように新庄を見た。

「な、何だよ？」

「西山、だぞ？」

「は？」

「お前、西にし山やまのこと覚えてないのか？」

「え？　そんなに有名だったっけ？」

「何言ってるんだよ。一年生のとき同じクラスだっただろ？」

「そうだっけ？　そんな奴やついたっけ？」

　何だ？　何を言ってるんだ？

　覚えていないのは仕方がない。彼女はとても影が薄うすかったのだから。

　だがおかしい。おかしいじゃないか。

　だって昨日きのう同じ話をしたばかりじゃないか。

　いや、そうじゃない。驚くべきところはそこだけじゃない。

　もっと驚かなければならないところがある。

　それは──

　今の今まで、俺おれですら彼女のことが頭の中から抜け落ちていたことだ。

　俺は制服の内ポケットに手を入れた。

　そこには一枚の集合写真。

　そう。俺は昨日、西山のことを新しん庄じように見せるためにわざわざ写真を持ってきたのだ。それなのに、俺は写真のことを──いや、西山のことをすっかり忘れていた。

　怪かい談だん話をしているときですら西山のことを思い出さなかった。

　絵を見て、名前を見て、やっと俺は西山のことを思い出したのだ。

　どういうことだ。

　なぜ俺は西山のことを忘れてしまったのだろう。

　俺は……いや、俺たちはいったいどうしてしまったのだろうか。

「ちょっと先に行っててくれ」

　俺は怪訝けげんな顔をしたままの新庄を置いて、美術室に入った。

「──いた」

　西山が教室に入ってきた俺を見て、笑う。安あん堵どした笑みだった。おそらく俺も他ほかの人と同じように彼女を相手にしなくなったのだと思っていたのだろう。

「いや、ごめん。何か忙しくてついうっかり」

「なにを謝ってるんですか？　別に約束してたわけじゃないでしょう？」

　確かにそのとおりではあった。それでも少しばかり罪悪感が芽生える。

「少しでも気にしてくれてありがとうございました」

　と、五時限目開始のチャイムが鳴った。

「授業、始まりますよ」

「いや、でも……」

　西にし山やまを放っておいてはいけない気がした。

　だがそのときドアが開けられ、美術部顧こ問もんの香こう月づき先生が姿を見せた。

「何をしているの？　授業始まっているわよ」

「あ、はい」

「ほら、急いで」

　俺おれは急せき立てられ、教室から追い出される。西山だけが教室に残っている。

　俺は探るように香月先生を見る。香月先生は西山のことは追い出そうとしない。

「あの、先生」

「何？」

「西山は？」

「彼女のことはいいから、早く行きなさい」

　安あん堵どした。香月先生は西山のことに気づいていないわけではなかった。無視したわけではなかった。もしかすると、西山が教室に居場所がないという状況を知っているのかもしれない。

　俺は西山のことを香月先生に任せて、美術室を出ていく。

「……あの」

　と、西山が俺の後を追って出てきた。

「西山も教室に戻るのか？」

　西山はかぶりを振った。残ざん酷こくなことを聞いてしまったのかもしれない。

「いや、いいんだ。悪い」

「いいんです。それより放課後にまた来てくれませんか？　ちょっとお願いしたいことがあるんです」

「ああ。わかった」

　罪悪感と、彼女には俺くらいしか頼る人間がいないのだろうという思いで、それを受けることにする。

「早く教室に戻りなさい。怒らせたいの？」

　と、いつの間にか背後に立っていた香月先生からお叱しかりを受けてしまった。

　俺は「じゃあ」と西山に手を上げて、音楽室へと向かう。

「来栖くるす君、肩かた汚よごれてますよ」

　と、西山は俺の背後に立ち、ハンカチで肩をはたいてくれた。そのときそっと耳打ちする。

「約束ですよ」

　俺はその約束を忘れないようにしようと心の中で誓ちかった。




「すいません、遅れました」

　俺は頭を切り替え、音楽室に入る。

　ちょうど合唱の時間だったようで先生がピアノを弾ひき、生徒が列になって歌っている。

「あら、来栖くるす君？　いなかったの？　気づかなかったわ。早くしなさい」

「はい」

　俺おれは頷うなずいて列に混ざって新しん庄じようの隣となりに行く。

「こんなことならこっそり入ってくればばれなかったな」

　立ったままの合唱練習だったため、誰がいるいないなんてはっきりしない。隙すきを見て列に混ざってしまえばよかった。

「来栖、どこ行ってんだよ」

「だから美術室だよ」

「隣と間違ったのかよ、だっせー」

　新庄に笑われた。別に間違えたわけではない。俺は意図して美術室に入ったのだ。新庄にはそうは見えなかったのだろうか。

　五時限目を終えて教室に戻る途と中ちゆう、美術室が気になったが俺はそのまま素通りした。今度はちゃんと覚えていた。放課後の約束も覚えている。

　六時限目は英語の授業だった。この先生は授業中に必ず一人ずつ当てていくことで有名だ。誰から当てていくかも気分次第なので、自分の番が来るまで寝ることはできない。

　まあ、今日最後の授業なのでもうひとがんばりだ。

　質問の回答であったり、教科書の音読であったりと教師に指名された生徒が答え、授業は進んでいく。いつ指名されるかわからない中、それでも気持ちは美術室に向いていた。

　西にし山やまは今、何をしているだろう。

　何日も欠席扱いで、授業にも出ずに誰もいない美術室に一人。正直、何で学校に来ているんだろうとも思う。

　誰かが声を掛けてくれるのを待っているのか。

　だとすれば、俺が教室に戻るように言ってやらなければならないのか。

　今度、隣となりのクラスの笹ささ倉くらや担たん任にんに話をつけてみようか。

　そんなことを考えているうちに、チャイムが鳴って六時限目が終わった。

「あれ？」

　俺はこの日指名されずに授業を終えることができた。ラッキーな日もあったもんだ。

　掃そう除じの時間になり、箒ほうきにもたれかかりながら新庄と話をして時間が終わるのを待つ。

「今日はツイてたな、俺」

「何が？」

「六時限目の授業のこと。先生に当てられなかっただろ？」

「そうなのか？　ずりーな、オレは二回も当てられたぞ」

「日頃の行いがいいんだよ」

　軽口を叩たたいていると担たん任にんが教室に入ってきて、俺おれたちは掃そう除じをしているふりをする。この辺はいつものことでお互いに絶ぜつ妙みようなタイミングだ。

　が、ばれていたのか担任はまっすぐ俺たちのところに来る。

　だが、担任が指し摘てきしたのは掃除のことではなかった。

「おい、来栖くるす。お前六時限目はどこに行ってたんだ？」

「は？」

　担任の言っている意味がよくわからなかった。

「英語の小こ林ばやし先生がお前がいなかったと言っていたぞ。さぼってたんだろう？」

　俺は新しん庄じようと顔を見合わせる。

　小林先生が俺を指名しなかった理由がわかった。俺をいないものと勘かん違ちがいしていたらしい。

「俺はちゃんと授業受けてましたよ。なあ？」

「え？　あ、ああ」

「何ならノート見ますか？」

　まじめにノートを取る習慣はなかったが、多少なら今日の授業の分も取っている。

「そうなのか？　小林先生の勘違いか。すまなかったな」

　別に担任もそれ以上疑わず、教きよう卓たくに向かってＨＲの準備を始めた。

　そんな俺に対して、新庄が気になる言葉を呟つぶやいた。

「お前、六時限目いたっけ？」




　　　　　　　　　◆




　こんなことを考えたことはないだろうか。

　もしも自分が死んだら何人の人が泣いてくれるのだろう──

　私は考えたことがある。

　友達もあまりいない影の薄うすい私が死んでも泣いてくれる人などほんのわずかだろう。

　いや、ほんのわずかなんて虫のいい話だ。

　誰も泣いてくれないかもしれない。

　いや、死んだことにすら気づいてくれないのかもしれない。

　以前はそれでもいいと思っていた。そういうものだと思っていた。

　けれど。今は少なくとも。

　一人にだけは気づいてほしいと思う。

　一人にだけは泣いてほしいと思う。

　一人にだけは一緒に消えてほしいと思う。

　そう。

　一人を焦こがれていた私は、今は一人が嫌いやだと思っている。




　　　　　　　　　◆




　どうなっているのか。

　俺おれの周囲がおかしくなっている。

　皆が俺のことを忘れ始めている。

　まるで西にし山やまのように影が薄うすくなっている。

　どういうことなのだろうか。いつの間にこんなことになってしまったのだろうか。

　いつだ？　いつからだ？　いつから始まっていたんだ？　西山に関わってしまったときからか？

　俺は逸はやる気持ちを抑おさえ、その答えを求めて美術室の前までやってきた。

　西山は一人、自分の描かいた絵の前に立ち、その風景画を眺ながめていた。

　その姿を目に留めた瞬しゆん間かん、俺の中を巡めぐっていた疑問や動揺が吹っ飛んだ。

　西山の前まで来て、俺は声すら掛けられなかった。

　思わず目を擦こすって確かめてみる。

　だがその光景は変わらない。

　西山は絵の前に立っていた。

　俺と絵の前に。

　そう。俺と絵の間に立っているのに、その絵が風景画だと俺にわかるように、彼女は立っていた。

　彼女はとても器用なことに。

　俺と絵の間に、透すけるように立っていた。

「来栖くるす君」

　西山が振り返って俺の名前を呼ぶ。消え入りそうなか細い声はまだ俺に届いた。それが意外なことだと思ってしまった。

「……お前、どうしたんだ？」

　俺の言葉で何かを認めたような顔を、西山が見せた。

「やっぱり私の体は透けていますか？」

　と、西山は自分の両手を見てみる。おそらく彼女の目には手が透けて床ゆかが見えていることだろう。

　俺も思わず自分の手を見てみる。俺の体はまだ透けてはいなかった。だが時間の問題なのかもしれない。

　と、そこに階段を上ってきた一年生らしき二人組みの女子と目が合った。二人は少し驚いた様子でこちらを見ている。二人も西にし山やまが透すけているのに驚いているのだろう。

　二人は我に返ると、俺おれたちを見て見ぬふりをして足早に通り過ぎていった。

　少し離れた場所にまで行ってからの二人の会話が聞こえてきた。

「あの人、絵に向かって話してるよ」

「しーっ。聞こえるよ。ただの独り言でしょ」

　一いつ瞬しゆん、その会話の意味がわからなかった。聞き間違いかとも思った。

　絵に向かって？　独り言？

　俺は弾はじかれたように西山を見た。

「そうみたいなんです。もう私の姿は誰にも見えないみたいなんです。来栖くるす君以外には」

「何があったんだ？」

「私もよくわからないんです」

「見えないことだけじゃなくて、何かおかしくはないか？　お前は何とも思わないのか？」

　今の姿のことだけではない。クラスの皆や元クラスメイトが西山のことを忘れているという事実が、今となってはおかしなものと思えてきた。

　むしろ今までおかしいと思わなかったことのほうがおかしい。西山の状況に対する疑問すらも薄うすれている気がした。

「数日前から少しずつ変だなとは思ってました。最初は普通に忘れられてるなって思ったんです。ほら、時々あるでしょう？　出欠席の点てん呼こで名前を呼び忘れられたり、授業で順番に当てられていって飛ばされちゃったり、一番後ろの席のときにプリントが一枚足りなかったり」

　確かにそういうことはありえない話ではなかった。

「ただ少しおかしいなって思い始めたのは、朝に点呼されなかったから気になって出席簿ぼを見たら欠席扱いになっていて、先生にそのことを伝えたら、『ああ、来てたのか、気づかなかったよ、すまん』って。でも、次の日も同じことがあって、次第にそれが続くようになったんです」

　明らかにおかしい。意図していたのであれば、嫌いやがらせかいじめの類たぐいかと思う。

「何か先生に嫌きらわれることをしたのかなって思ったんですけど思い当たらないし、先生も点呼を忘れる以外は普通で、話しかけても笑顔で対応してくれました。

　──でもある日、面と向かってこう言われたんです。『君は誰だ』って。昨日きのうまでは普通に話をしていたのに、私のことを忘れてしまったんです。名前を言ったら、私とわかってくれました。でも次の日も同じことがあって……」

「それはわざと……じゃないのか？」

　西山が自分の体を抱だきしめてかぶりを振った。

「噓うそをついているわけでも、わざと嫌がらせをしているわけでもありませんでした。そのほうがどんなにいいか。でも先生もクラスメイトも、普通に私のことを忘れてるんです。本当に誰かわからないという顔で、私を見るんです」

　だから彼女はクラスにいられなくなったのだ。

　居場所がないとは、そういう意味だったのだ。

　自分を知っているはずの人たちに、自分をまったく知らないように見られるというのはどういう気持ちなのか。

　彼女の震ふるえがそれを物語っていた。

「約束、聞いてもらっていいですか？」

　震えを断ち切るように、唐とう突とつに西にし山やまがそんなことを言った。

　約束？　何のことだろう。俺おれは何か西山と約束をしていただろうか。思い出せない。俺まで西山のことを忘れ始めているということか。

　だがそれを口にすることはできなかった。俺は平静を装い、頷うなずく。

「私の代わりに家に電話を掛けてください。変なことをお願いしてすみません。でも、もう三日も帰ってないんです」

　勘かん違ちがいをしていた。彼女は学校に毎日来ているのだと思っていた。だが違った。彼女は毎日学校にいたのだった。

　どうしてと聞く前に、彼女は自分の携けい帯たい電話の液晶に自宅の電話番号を表示させた。俺は質問をやめ、そのお願いを聞き届ける。

　俺は自分の携帯電話で西山の自宅に電話を掛けた。数コール後、母親らしき人物が電話に出た。

「もしもし西山さんのお宅ですか？　西山佐さ奈なさんと同じ学校の来栖くるすといいます」

「あら、どうもこんにちは。佐奈の母です」

　西山の母親が丁てい寧ねいに応答してくれる。

　普通に、日常的に、何事もなかったように。

「西山さん、いますか？」

　西山の望むことは聞かずとも何となくわかった。俺は淀よどみなく電話を続ける。

「佐奈ですか？　ちょっと待ってくださいね」

　と、西山の母親は電話を保ほ留りゆうにした。西山を呼びにいったようだ。

　電話から流れる保留音は西山の下まで届き、その顔を悲痛に歪ゆがませる。

「ごめんなさい。まだ学校から帰ってきていないわ。帰ってきたら折り返し電話をさせましょうか？」

「いえ、ひとつ聞いていいですか？」

「何ですか？」

「西山は昨日きのう、帰ってましたか？」

「え？」

　そこで西にし山やまの母親は時を止める。

「……帰っていたと思いますけど」

「一昨日おとといは？」

「え……」

「その前は……」

「…………」

　ブチッと電話が切れる。西山が俺おれの携けい帯たい電話を切っていた。

「もういいです」

　西山が笑っていた。儚はかなく消えてしまいそうな笑みだった。

　この結果を直接聞くことが怖くて、彼女は俺に頼んだのだろう。だが彼女の願いも空むなしく、結果は彼女が考えていた悪いほうのものだった。

「自分でも影が薄うすいのはわかってました。クラスでも、家でも、誰も私のことなんて気にしない」

　彼女が誰もいない美術室にいた理由は、教室にも家にも居場所がなかったからだ。

　彼女がいて当たり前の場所がなかったのだ。

　彼女がいなくても当たり前の場所しかなかったのだ。

「私はこのまま消えてしまうんですね」

　忘れられていく存在を、消えつつある体を、彼女は受け入れていた。

「でもきっと誰にも気づかれない……」

　そして諦あきらめていた。

「なあ、こうなるきっかけになりそうなことに覚えはないか？」

　俺はある可能性を胸に、西山に聞いてみた。

「きっかけ……」

「例えば変な物を使ったとか、拾ったとかはないか？」

「え？」

「『アンティーク』と呼ばれるものだ」

　俺の指し摘てきに西山は顔色を変えた。

　彼女は知っていた。『アンティーク』と呼ばれる、関わった人間しか知らないはずのものを。

　そうして彼女は見せてくれた。

　ある店で買ったという小こ瓶びんを。

　その小瓶は卵形で両側に耳たぶのような取っ手がついていて、突起のような取っ手がついた蓋ふたが載のっていた。その中には粉末状の塗と料りようが入っていた。

　彼女はその塗料を使って、絵を描かいたという。

　美術部の行事でコンクールに送る絵を。

　俺おれはその小こ瓶びんを手に取る。一見何の変哲もないただの小瓶。

　その瓶の色は──

　黒い色をしていた。




　あまりにも日常的なことは当たり前すぎて思い出せないこともある。特別意識していないことは忘れてしまうこともある、どうでもいいことは覚えていないことがある。

　昨日きのうの食事が何だったか、昨日誰が学校を休んでいたか、元クラスメイトは新しくどこのクラスになったのか。

　だが親が三日間も子供が帰ってきたかどうかがわからないというのはどうかしている。

　親だけではない。

　クラスメイトも、元クラスメイトも、担たん任にんも、そして俺も、彼女のことを忘れすぎている。

　影が薄うすいというレベルの話ではない。

　これは異常だ。

　皆が異常だ。

　異常にも程がある。

　この状況は異常すぎる。

　やっと異常と認めることができた。

　異常と呼ぶには平常寄りの、平常と呼ぶには異常寄りの状況はもう終わった。

　これは異常なのだ。

　西にし山やまは黒い色の小瓶を持っていた。

　透とう明めいのほうの小瓶ではなかった。黒い色の小瓶のほうだった。

　黒い小瓶──『光』の塗と料りようはその存在感を際立たせる。彼女は『光』の塗料を自分の描かいた絵に使ったのだそうだ。

　結果、技術はないが印象強い絵という評価を得て、コンクールで奨しよう励れい賞しようを授与した。

　紛まぎれもない、『光』の力によるものだった。

　では『光』は対象物の存在感を際立たせたら、所有者の存在感を希き薄はくにするという副作用を持っているのか。

　それはなかった。都と和わ子こさんにも電話で確認をしたから確かだ。

　ではどうして西山はその存在感が薄くなってしまっているのか。

　元々なのか？　いや、それはない。こんなことが当たり前にあるはずがない。

　これは『アンティーク』によるものだった。

　彼女は今、身を滅ぼそうとしている。

　彼女の持つ『光』ではなく、何者かが持っている『影』によって──

　彼女は『影』によって、その存在感を薄められていた。彼女だけではない、おそらく俺もその犠ぎ牲せい者しやの一人になっている。いずれ俺おれも彼女のように忘れられていってしまうだろう。

　西にし山やまにも俺にも関係があり、特にこの数日、俺が西山と関わってから俺の周囲にいた人物。

　その人間が『影』を所持している。

　目的はわからない。動機も見えない。

　けれど、その人間にはもう心当たりがついている。

　俺はその人物に会うべく、ドアの前に立つ。

　この一枚のドアを隔へだてた向こうに『影』の所持者がいる。

　その人間はこの異常の中でもっとも大きな異常を体現していた。

　多くの人間が西山の存在を忘れていった。

　その顔も、名前も、一年前の彼女との思い出も、一日前の彼女についての記き憶おくも、彼女の存在自体を、皆が全すべて忘れていった。

　だが『アンティーク』が関わった異常の中で、それはある意味平常だった。

　西山は忘れられてしかるべき状況に巻き込まれていた。

　そんな、『影』を使われた西山が忘れられていくという異常な平常の中で。

　何より異常だったのは──




「あなたが西山のことをちゃんと覚えていることですよ」




　俺は彼女にその異常を突きつけた。

　彼女──香こう月づき先生に。




　　　　　　　　　◆




　私は影の薄うすい子だった。

　クラスの輪に溶とけ込めず、友達もいなかった。

　クラスはとてもいいクラスで、決していじめられていたわけではない。無視されていたわけでもない。

　ただ時々、忘れられていただけだった。

　それは悪意がないだけに、残ざん酷こくな忘ぼう却きやく。

　小学校、中学校、高校、大学と合わせて十六年、似たようなものだった。集団生活や団体行動が苦手だったことは事実で、クラスにも馴な染じんでいなかった。卒業後の同窓会に呼ばれたこともない。

　それは当時の学生生活を思えば当たり前のこと。

　けれど、そんな状況を好んでいたわけではなかった。

　クラスの輪に溶とけ込みたかったし、皆に見てもらいたかった。目立ちたかったわけではないけれど、普通に私という存在を意識して欲しかった。

　だから、なのかもしれない。

　私が選んだ職業は教師だった。

　クラスというカテゴリーの中で、その他大勢に紛まぎれる生徒ではなく、たった一人の教師であれば私は皆に見てもらえる。

　私を忘れることなどなくなる。

　けれど、そうはならなかった。

　学級崩ほう壊かいなんて一昔前の事件が起きたわけではない。

　ただ教師と生徒という大きな一線を、やはり私は越えることができなかった。

　先生と生徒という立場は、逆に私を皆から遠ざけた。他ほかの先生のように仲良く生徒たちとおしゃべりすることもなく、部活で一緒に汗あせを流すこともなかった。

　皆は「先生」を見ているのであって「私」を見ているのではなかった。

　ＨＲと授業以外で生徒たちと接点はなく、限られた時間の中だけの関係で終わり、それ以上のものにはならなかった。

　クラスが変わってしまえば、もう廊ろう下かですれ違っても挨あい拶さつすらされなかった。

　卒業した生徒に道ですれ違っても、声を掛けてもらうことはなかった。

　教師を選んだのは、失敗だった。

　もうやめてしまおうか、そう思ったときに出会ったのが西にし山やまさんだった。

『アンティーク』の『影』を手に入れて約一年後のこと。

　出会ったのは美術室の前。

　彼女が壁に掛けられていた私の絵を見ていたのだ。

　それは一年前、生徒と違って教師は部活の顧こ問もんをしなければならないこの学校で仕方なく選んだ美術部顧問として、周囲の生徒に乗せられて仕方なくコンクールに送った絵画。

『影』が塗りこめられ、誰からも注目を浴びることのなかった風景画。

　生徒に勧められ、仕方なく私は私の絵を美術室の前に飾っていた。

　本当は『影』によって誰の目にも留まらないはずの絵を、彼女は見てくれた。

「とても素す敵てきな絵ですね。目立たなくても、一度見ればとても心落ち着く素敵な絵です」

　彼女は初めて私を見つけてくれた人だった。

　それから少しずつ話すようになり、私は彼女のことを知るようになった。

　彼女はとても私に似ていた。

　クラスの輪に溶け込めず、時折先生や生徒たちに忘れられてしまうほどの影の薄うすい存在。

　まるで私の生き写しのようだった。

　私は彼女を美術部に誘さそった。三年生が卒業して、彼女は一人きりの生徒だったが、それはむしろ望むところだった。

　素人しろうとだった彼女に絵のことを教え、彼女は私だけに教えを請こう。

　私は彼女を無視しない。彼女も私を無視しない。

　それは私が望んでいた一対一の関係だった。

　けれど、ある日それは変わってしまう。

　二年生の初め。彼女の描かいた絵が、コンクールで賞を取ったのだ。

　彼女らしからぬ存在感の強い絵だったけれど、注目を浴びてしまう受賞であったけれど、私はそれを我が事のように喜んだ。

　お祝いと称して夕ご飯でもごちそうしてあげようとして、彼女を誘さそった。

　けれど、彼女はこう言った。

「クラスメイトがお祝いしてくれるって言うんです。だから先生、ごめんなさい」

　今でも忘れない。

　彼女がクラスメイトの子たちと校門を出ていく様さまを──

　影が薄うすく、クラスに溶とけ込めず、誰からも相手にされていなかった彼女は、その日を境に変わってしまった。

　私にはいつものように話しかけてくれた。

　けれど、休み時間は美術室に来なくなった。帰りのＨＲが終わったらすぐ来ていた部活にも遅れてくるようになった。

　友達と喋しやべっていたから、と彼女は楽しそうに言った。

　薄かった影は、次第に色濃こく彼女という存在を浮き上がらせた。

　だから私は彼女に使ったのだ。

『アンティーク』──『影』を。




　　　　　　　　　◆




「何を言っているの？　私が彼女を覚えていることのどこがおかしいの？」

「確かにおかしくはない。これが普通の状態なら、ですけどね」

　異常な状態──それは皆が西にし山やまを忘れていることじゃない。

　俺おれも忘れていた。

　元クラスメイトの新しん庄じよう、笹ささ倉くら、桜さくら井いも忘れていた。

　担たん任にんの先生も忘れていた。

　皆が忘れていた。

　それなのにただ一人だけ彼女を覚えている人がいた。

　最初は美術部の教師と部員という関係性によるものだと思えた。

　だが違う。親も忘れていたのだ。

　母親と娘むすめという関係性ですらも彼女のことを忘れていた。

　それなのに香こう月づき先生だけが西にし山やまを覚えていた。

　それこそが、この状況における一番の異常だったのだ。

「あなたは『アンティーク』に関わっていますね」

「！」

　香月先生の表情が目に見えて変化した。

「……あなたはどこまで知っているの？」

「大体のことはわかっているつもりです」

「この『アンティーク』の能力もわかっているの？」

「その人間の影を薄うすくさせ、存在をも薄めてしまうもの」

「正解よ」

「いつ、俺おれの影を薄くしたんですか？」

「今日よ。美術室の前」

「やっぱりあのときですか」

　五時限目。美術室の前でのこと。いつの間にか香月先生が俺の背後に立っていたのを思い出した。あのとき俺は影を薄められたのだった。

　西山が意図せず肩かたについた塗と料りようをはたいてくれていなければ、俺に対する忘ぼう却きやくもこんなものでは済まなかったかもしれない。

「こんなことをしてどうするつもりですか？」

「別に、あなたに用はなかったの。ただ彼女に随分と近づいてきたから、その存在を薄めてあげようとしただけ。これ以上色濃こくならないようにね。これ以上関わるようなら、本当に消してしまうわよ。できればそんなことはしたくないの。だからもう邪じや魔ましないで」

　香月先生は静かな口調で脅おどしを入れた。

　だが俺が聞きたいのは、俺に対してのことじゃなかった。そんなものは、香月先生が『アンティーク』の所持者と気づいたときに、すでに想像できていたからだ。

「聞きたいのは、俺のことじゃない。彼女のことだ」

「彼女……？　彼女って誰のことを言っているの？」

「誰って……」

　咄嗟とつさにその名前が出てこなかった。

「それで来栖くるす君は……」

　香月先生は俺の元にやってきてそっと俺の頰ほおに手を添えた。

「私が誰の影を薄れさせたと言うの？」

「それは……」

　……………………思い出せなかった。




　　　　　　　　　◆




　それでいい。

　君は彼女を忘れなさい。

　彼女も君を忘れるから。

　彼女は誰にも渡さない。

　やっと見つけた私の同類。

　彼女は私のためだけにいればいい。私は彼女のためだけにいるのだから。

　誰が彼女を忘れても私だけは忘れない。

　誰が私を忘れても彼女だけは私を忘れない。




　　　　　　　　　◆




　そのとき、俺おれの脳裏にノイズのような痛みが走った──




　一人の少女が屋上のフェンスを乗り越えていた。

　まるで陽炎かげろうのように希き薄はくな存在感。

　もしかしたらそのまま風に乗って飛べるのではないか。

　そうとすら思えてしまう非現実感。

　だけど。

　現実は残ざん酷こくな濃密さと重みをもって俺にその結果を示す。

　フェンスを飛び越えた少女は、物理法則に従い、その重みに加速度を加え、地面に激突した。

　まるでここにいたのだという証あかしを示すかのような。

　大きな赤い血花を地面に咲かせて──




　──だがそれは現実ではない。




　俺の持つ『アンティーク』が見せる未来の映像だった。

　俺の右眼めは義眼だ。本物の眼球の代わりに埋うまっているのは『ヴィジョン』と呼ばれる『アンティーク』だった。

『ヴィジョン』はこれから起こる少し先の未来を俺に見せてくれる。

　未来の全すべてを予期できるわけではない。宝くじの番号やスポーツの勝敗や明日あしたの天気などはわからない。意図した未来を見ることもできない。

　だが唯一つ必ず見せてくれる未来がある。

　それは俺おれか、あるいは俺に関わる誰かの命が危険にさらされたとき、その死に様ざまを見せてくれるのだ。

　未来が視みえる瞬しゆん間かんは、まるでテレビにノイズが走るかのように頭にノイズが走り、現実に見ている視界に割り込んで未来の映像が流れる。

　そして俺は『ヴィジョン』の見せるその未来と異なる行動を取って、死という未来を回かい避ひするのだ。

　俺が見たのはある少女の未来の映像。

　もう名前も思い出せない、けれど確かにこの世界にいた少女の残ざん酷こくな未来。

『ヴィジョン』がわずかの間だけ取り戻してくれたあの少女の記き憶おく。

　彼女は絶望と共に、自ら命を絶つ。

「止とめろ……」

「何を止めろというの？　もう……」

「俺が忘れてしまう前に早く彼女を止めるんだ！」

「え？」

　香こう月づき先生は意味を理解できないように小首を傾かしげた。

「彼女が死んでしまう！　屋上だ！」

「何を馬鹿な……」

　俺は右目の義眼──『ヴィジョン』を抉えぐり出す。

「ひっ！」

「『アンティーク』を持っているのはあんただけじゃない。俺も持っている。この『アンティーク』は『ヴィジョン』。未来を──死の未来を視せるものだ。俺には彼女の死が視えた。このままだと彼女は死ぬぞ！」

「そんな……」

「早く！」

　俺はもう彼女の顔も思い出せない。

　屋上に行っても捕まえられないかもしれない。

　止めるのはあんたしかいないんだ。

　だが香月先生は腰こしを抜かしたようにその場にへたり込んだ。

「くそっ！」

　俺は香月先生を置いて屋上へと向かった。廊ろう下かを全速力で駆かけ、階段を三段飛ばしで駆け上がる。そしてぶつからんばかりの勢いで、屋上のドアを押し開けた。

　俺は屋上を見回した。

「誰もいない……」

　屋上には誰の姿も見当たらなかった。




　あの人、絵に向かって話してるよ──

　しーっ。聞こえるよ。ただの独り言でしょ──




　下級生の少女たちの会話が蘇よみがえる。

　もう俺おれには彼女の姿が見えない。

　彼女の存在を認識することができない。

　だが叫ぶ。

「おい。いるんだろ！」

　もう名前も思い出すこともできなかった。

「……来栖くるす君」

　俺の声に、少女の声が届いた。まだ聞こえる。まだ間に合う。

　だが風に流されて、声の出で所どころがわからない。

「どこだ？　どこにいるんだ！」

「来栖君にも、もう私は見えないんだね？」

　彼女の絶望が増したのを感じた。

　ガシャッとフェンスのどこかが音を立てた。

　どうする。どうやって止める。

　──思い出せ。

『ヴィジョン』の見せた映像を。

　あの『ヴィジョン』で、彼女はどこにいた。屋上のどの辺りにいた？

「私のこと覚えててくれてありがとう」

　俺は履はき違えていた。

　彼女がどこにいるのかを考えるのではなく、彼女を止める言葉を探せばよかった。

　だがそれに気づいたときにはもう──




「西にし山やまさん！」




　香こう月づき先生が俺の脇わきを駆かけ抜けていた。

　彼女には見えていた。

　この場において、いや、この世界においてたった一人。彼女を見ることができていた。

　香月先生は屋上を走り抜け、フェンスを飛び越え、何もない空間に手を伸ばした。

　その手が何かを摑つかんだ。

　俺おれには見えない、何かを摑み、そして引き戻した──ように見えた。




　　　　　　　　　◆




　こんな結末を望んでいたわけじゃなかった。

　私はただあなたを失いたくなかった。

　でもそんな私のエゴが、あなたを永遠に失うことになるとは思わなかった。

　今はもう顔も思い出せない、あの店の女性の言葉が蘇よみがえる。




　何度も存在を薄うすめてしまうと、本当に消えてしまうわよ。気をつけなさい──




　私は何度あなたに『影』を使ってしまったのだろう。

　でも何度使ったとしても、あなたが私の中から消えてしまうことはない。そう思っていた。

　私さえいれば、私さえあなたを覚えていれば、それでいいと思っていた。

　本当に何というエゴでしょう。

　ごめんなさい。

　謝ってすむ問題ではないけれど、ごめんなさい。

　あなたにとっては嫌いやな思い出の一つになるかもしれません。

　けれど──

　あなたと過ごした日々は、私にとってたった一つの宝物でした。




　　　　　　　　　◆




　葬そう儀ぎは粛しゆく々しゆくと行われていた。

　学校からは教師と生徒が参列し、彼女との永遠の別れを惜おしんだ。

　彼女と関係のあった二年生は全員参加で、一年生と三年生は任意の参列だった。ただ任意と言ってもそれなりの数が集まった。

　参列者の数などで計れるものではないけれど、生前の彼女がいかに親しまれていたかを物語っていた。

　目立たない人だったけれどとても優しい人だった、と。

　俺たちは一年生のときの縁えんもあり、一ひと塊かたまりとなって彼女に別れを告げた。

　俺たちは並んで彼女の棺ひつぎの前に立つ。

　焼しよう香こうをし、手を合わせる。

　そして心の中で彼女に呼びかける。




　見ろよ。大勢の人が泣いてくれてるぞ──




　特に隣となりの西にし山やまは声も涙なみだも堪こらえ切れなかった。

　香こう月づき先生の写真を見て、彼女の穏おだやかな笑顔を思い出す。

　彼女にあんな暗い部分が、そして執しゆう着ちやくがあるとは考えも及ばなかった。

　ただ方向は間違っていたけれど、彼女が西山を大事に思っていたことはまぎれもない真実だ。

　自分の命を顧かえりみず、屋上から身を投げた西山を引き戻したのだから。

　死ぬとわかっていながらも、西山の身を案じていたのだから。

　すれ違い様ざまに「後はお願い」と香月先生は俺に後を託たくして逝いった。

　香月先生が西山の命を助ける役目を担にない、俺は西山の存在を助ける役目を担った。

　どうすれば西山を救えるのか。

　思い至ったのは一枚の絵だった。

　影の薄うすかった西山を人の注目を浴びる存在に浮かび上がらせた要因。あの日俺の目と足を止めた一枚の絵画。

　俺は美術室の壁から西山の絵を剝はがし、乾いた絵の具を指で引っ搔かいて塗と料りようを落とし、西山がいるだろう場所に振りかけた。

　その結果、俺には屋上の縁ふちに倒れる西山の姿が見えるようになり、昔の彼女のことも思い出せるようになった。

　これまで忘れていた皆も、当たり前のように彼女のことを思い出した。

　なぜ忘れていたのかなんて、誰も理由を知りえない。

　西山のクラスメイトも、西山自身も。俺と香月先生以外には。

　だが俺は真実を告げない。

　意図していなかったとしても、香月先生が西山を死に追いやる真似まねをしたのは事実だ。

　だがその理由を知ってしまえば、香月先生を差し置いて周囲の友達と仲良くなってしまった自分を、西山は責めてしまうだろう。

　その存在感を際立たせる『アンティーク』──『光』を使用したばかりに、と。

　香月先生もきっとそれを望んでいない。

　だから俺は真実を告げない。

　ただいつか彼女が香月先生の死から立ち直ったときに教えてやろうかと思う。

　香月先生が、どんなにお前のことを大事に思っていたのかということを。

　好意と執着が彼女の身を滅ぼした。

　そんな人を何人も見てきている。

　そんな人を何人も見てきて、俺おれは思う。

　決して羨うらやましいとは思わないけれど。

　身を滅ぼすほどの好意や執しゆう着ちやくを、俺は持ちえることはできるのだろうか──













　　　第二章　ギャンブル







　俺は競馬はやらない。

　競輪も競きよう艇ていもパチンコもやったことがない。

　ギャンブルと名のつくものは一いつ切さい合がつ財さい経験がない。

　まだ高校生だから当たり前だ。

　けれど。

　金を賭かけないギャンブルならいくらでもしたことがある。

　一歩間違えば命を落とす、そんな命懸がけの危険なギャンブルを。

　そのギャンブルに俺は今まで勝ってきた。

　高校生では到底経験しえない修しゆ羅ら場ばを何度もくぐってきた。

　だけどもっと大事なものを賭けなくてはならないとき。

　俺は勝つことができるのだろうか。




　　　　　　　　　◆




　私は昔から答えを知りたがった。

　私は昔から最初に結論を求めた。

　例えば勉強は、解法を見てから問題を解いた。

　例えば食事は、何が出るかを聞いてから食しよく卓たくについた。

　例えば旅行は、行き方や地理や名産を調べてから旅立った。

　例えばゲームは、攻こう略りやく本ぼんを見ながら進めた。

　例えば交友関係は、私に好意を持っていることを知ってから友人となった。

　答えがわかっているということはとても楽だった。

　だから嫌きらいなものは、考えなし、浅せん慮りよ、無計画、準備不足といったもの。

　そんな私がこの力を手に入れたのは必然だったのかもしれない。

　つい最近のことだ。

　ふらりと立ち寄った店でのことなので、どこの店だったのかははっきり思い出せないが、そこが不思議な店だったという漠ばく然ぜんとした印象は覚えている。

　まあ、こんな力を身につける道具──確かその人は『アンティーク』といったか──などというものを売っている店だったのだから、不思議を通り越して、不ぶ気き味みでもある。

　とにかく私はその不気味な店で、『アンティーク』という不思議な道具とそれが持ちえる不思議な力を手に入れた。

　もっともその不思議な力の使い道には、今なお迷い続けている。

　おそらく私以外の誰かであれば、簡単にこの道具の使い道を見つけられたのかもしれない。

　もし私のこの力を知る者がいれば無む駄だ遣づかいと笑うかもしれない。

　だが私はこの力の使い道に頭を悩ませ続けている。

　だからギャンブルなんぞにこの力を使っている。

　……そうそう一つ言い忘れていた。

　嫌いなものの最たるものが一つ。

　それは人間。

　なぜなら人間というものは答えがない、あるいは持っていても答えが変わってしまうものだからだ。




　　　　　　　　　◆




「ちょっと出かけてくる」

　そう言って都と和わ子こさんは店をいそいそと出ていった。

「まただな」

「そうね」

　俺おれと咲さきはそんな都和子さんを見送りつつ、確認しあった。

　最近の都和子さんはこうしてふらっと店を空けることが多い。

　この付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんのオーナーである摂せつ津つ都和子さんは、店の商品の買い付けで何日か店を空けることが少なくない。だが最近のそれは買い付けではなく、ただ夕方に出ていって夜遅くに戻ってくる外出である。もちろん何かを買ってきている素振りもない。

「行くぞ」

「ええ」

　俺と咲は手早く戸締まりを終え、都和子さんの後を追った。

　都和子さんの姿はすぐに見つかった。尾行開始だ。

　昨日きのう、この繰くり返しの外出について都和子さんに聞いてみたが、お茶を濁にごされて明確な答えは返ってこなかった。それどころか見事に動揺し、思い切りへたくそにごまかしていた。

　その様子を怪しんだ俺は都和子さんがどこに行っているか、調べることにしたのだ。

「でも、こんな真似まねしていいのかしら？」

　俺と一緒に店を出た咲だったが、この尾行には完全に賛成ではなかった。

　確かに内ない緒しよで後をつけて調べるなんて真似は褒ほめられたもんじゃない。それは俺もわかっている。

　それでもあんな都和子さんを見るのは初めてだったこと、それに俺たちに何か隠かくしていることから、只ただ事ごとではないと思う。

「何かの事件に巻き込まれているかもしれないだろ？」

「そうかもしれないけど……」

「オーナーの都和子さんに何かあったら店の一大事だ。下手へたをしたら閉店になっちまうかもしれないぞ」

「！」

　それは付喪堂骨董店を溺でき愛あいしている咲には効果覿てき面めんだった。

「そんなことになってはいけないわね」

「だろ？」

「付喪堂骨董店のためなら仕方ないわ」

　咲の中に並々ならぬ決意が芽生えたのが俺には伝わった。顔は無表情そのものだったが。

　都和子さんは大通りから細い路地に入り込む。そこからさらにしばらく歩くと、ビルの前で立ち止まり、鉄製のドアをノックした。やや寂さびれている感があるビルだ。一体何のビルだろう。

　ノックしてしばらくすると、ドアが内側から開き、スーツ姿の男の人が顔を覗のぞかせた。遠くから見ていたため声は聞こえなかったが、二ふた言こと三み言こと言葉をかわし、男の人は都と和わ子こさんを中に招き入れるような仕し草ぐさを見せた。

　都和子さんは笑顔を見せてビルの中に入っていった。

「今のは……」

「密会？」

　思わず口をつく言葉に、咲さきが意外な言葉でもって答えた。だが意外にもその言葉がしっくり来るような気がした。

　こいつは……こいつは……おもしろいじゃないか！

　事件に巻き込まれてるなんて本当は欠片かけらも思ってなかったが、こんな展開になっているとももちろん思っていなかった。せいぜいどこかにあるという姉妹店とやらにでも行っているのかと思ったのだが。

「行くぞ」

「待って」

　俺おれは後をさらに追おうとするが、咲に止められる。

「これ以上はプライベートよ。邪じや魔ましちゃいけないわ」

「店の営業時間に私用で出かけて、理由も言わないんだ。調べる権利くらいあるはずだ」

「それもそうね」

　おい。随分あっさり納得したな、お前。

　まあ、真面目まじめな店員である咲としては、オーナーの都和子さんがプライベートを優先していることは由ゆ々ゆしき問題でもあるのだろう。なんて咲の言い訳まで考えてしまったが、咲も都和子さんのプライベートには多分に興味があるようだ。

　とりあえずここがどこなのか、ビルの表側に回ってみる。

　そしてここが寂さびれたゲームセンターなのだとわかる。一応店に入ると、古いアーケードゲーム機があり、若いアルバイトと数人の客がいるだけだった。

　もちろん都和子さんの姿はないし、スーツ姿の男もいない。

　一度外に出て、再度裏手に回る。

「どうするの？」

「見つかるのもなんだけど、このままいてもしょうがないからな」

　俺は都和子さんが入っていった裏手のドアノブを回してみたが、すでに鍵が掛かっていた。ノックをしてみるが、当然ドアは開かない。

　ドアには覗のぞき穴がない。さっき都和子さんが来たときドアが内側から開けられたところを見る限り──

「やっぱり」

　隠かくされてはいるが、小型の監かん視しカメラが見えた。

　とりあえず再度ノックをしてみる。ドアが開く気配も、中から人が出てくる様子もない。

「すいませーん。メダル換金してくださーい」

　わざと大声を上げ、しつこくノックし続けると、しばらくしてドアが開かれた。

「何か？」

　さっき都と和わ子こさんを招き入れたスーツ姿の男だった。

「表のゲームセンターのメダルを換金してほしいんですけど」

「ここではそんなことをしてない」

「え？　そうなんですか？　ここだって聞いたんですけどね？　それじゃあ、どこにあるんですか？」

「知らないな。店のバイトに聞け」

「だからその人に聞いて、ここに来たんじゃないですか」

「だからここではないと言ってるだろう」

「おかしいですよ。だって、さっき換金しに女の人が入っていったでしょ？」

　俺おれが言うと、スーツ姿の男の顔が一いつ瞬しゆんこわばり、次の瞬しゆん間かんには野太い腕うでが俺の胸むな倉ぐらを摑つかみ、中に引きずり込まれていた。

「なっ？」

　乱暴に床ゆかに投げ捨てられ、咲さきも引きずり込まれた時点でドアが閉められた。

「何だ、お前たちは？」

　男の声のトーンと纏まとう空気の熱がすっと下がる。どうやら調子に乗りすぎたらしい。やばいところに来てしまったと直感が騒さわぐ。何が密会現場だ。密輸現場にでも来ちまったんじゃないだろうな？

「ここに何の用だ？」

「だから換金に……」

「噓うそをつくな」

　有無を言わせぬ口調に、俺は歯嚙がみする。ここで正直に都和子さんのことを話して、問題はないか。都和子さんに不利になるような展開になりはしないか。

「話せ」

「俺たちは……」

「お前ら何やってんだ？」

　そのとき奥から姿を見せたのは、驚きと困こん惑わくを足して二で割ったような顔をした都和子さんだった。だがその姿は店を出て行ったときとは大違いで、気合の入った化け粧しようをしていた。格好もノースリーブの赤いタイトなドレス姿。元々凜りんとした美人の部類に入る彼女だが、今はそれに加えて普段にはない二十代後半の大人おとなの魅み力りよく全開だった。

「お知り合いですか？」
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　都と和わ子こさんに尋たずねて彼女が頷うなずくのを見ると、スーツ姿の男は態度を軟化させた。

「何かあったの？」

　と、次いでやってきたのは都和子さんと同い年くらいの綺麗きれいな女の人だった。言葉は流りゆう暢ちような日本語だったが、見た目でいえば腰こしまである波打つ髪かみは金色、やや大きめの目は宝石のような緑色で、ハーフなのかと連想させた。同じくノースリーブのドレスに身を包んだ線の細い体は、背中と肩かた、それに胸の上のところまで素す肌はだが盛大に露出されていて何とも艶なまめかしい。

「あら、可愛かわいいお客様ね」

　その女性は俺おれを見て、口元に大人おとなびた笑みを浮かべ、

「…………」

　なぜか咲さきに足を踏まれた。




「で、後をつけてきたってわけか？」

　ビルは外観とは裏腹に立派な事務所のようだった。応接室みたいなところに連れて行かれて事情を説明した俺たちに、都和子さんは不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめた。

　まあ、尾行されていたのだから不機嫌になるのもしかたない。

「刻也ときやはともかく咲ちゃんまで」

「すみません」

　咲さきも申し訳なさそうな空気だけを出して、小さくなっている。

「そのくらいで許してあげなさい。それもこれもアナタが心配掛けたからでしょう？」

「そりゃまあ」

「そうですよ。乗っかるわけじゃないですけど、最近様子がおかしかったから心配はしてたんですよ、一応」

「思い切り乗っかってるじゃないか」

　ばれたか。とはいえ、心配していたのも事実。

「事情くらいは説明してくれてもいいんじゃないですか？」

　都と和わ子こさんは一つ嘆たん息そくして、ソファにもたれかかる。

「ちょっとエリカにお願い事をされてね」

　エリカ、というのはさっきの美人だった。

「ここはカジノだ。エリカはそのオーナー。飲み屋で意気投合してね、それでここに誘さそわれて客として来てたんだが、ちょっと色々あって頼まれ事をされたのさ」

　と、エリカさんがそのタイミングで奥のカーテンのようなものを開けた。

　そこには窓があって、地下の様子が見て取れた。

　地下は大きなホールになっていて、以前テレビで見たラスベガスだったかのカジノのように、ルーレットやカードゲームをする台やスロットマシーンのようなものが見えた。もちろんラスベガスとは比べるべくもない縮小版だったが、防音で音は聞こえないものの大人おとなな雰ふん囲い気きで賑にぎわってる様子が見て取れる。

　しかしまさかこの町にこんな地下カジノがあるとは思わなかった。でも、あれ？

「カジノって日本じゃ非合法……」

　途と中ちゆうでエリカさんに唇くちびるに手を当てられて黙だまらされる。

「それ以上は言っちゃダメよ」

「は、はい」

　何というか目に見えない圧迫感があり、俺おれは余計なことを考えるのをやめた。うん、今は都和子さんのことだ。

「でも都和子さんに話がくるということは……？」

　咲さきが慎しん重ちように言葉を選びつつ尋たずねると、都和子さんはその気き遣づかいを一笑に付すかのように、

「ああ、『アンティーク』絡がらみだ」

　と答えた後、エリカさんが可能性の一つだけれど、と続けた。

　どうやらエリカさんも『アンティーク』の存在は知っているようだった。

「で、仕事ってどういう感じのものなんです？」

　都和子さんはエリカさんに目で言ってもいいかと確認した。エリカさんは任せると言った感じで笑みを浮かべる。

「客にイカサマをして荒あら稼かせぎする奴やつがいてな。ただそのイカサマがどうしても見破れない」

「イカサマの証しよう拠こがあるわけではないわ。でもその男は絶対に負けないの」

「負けない？」

「ええ。もちろん何ゲームかは負けるわ。ただトータルで見れば必ず勝っているの。必ずね。でもギャンブルでそれはありえない」

「それで『アンティーク』が絡からんでるんじゃないかと思ったわけさ」

　絶対に負けないギャンブル。見抜けないイカサマ。確かに怪しい要素はあると思う。

「あくまでその可能性があるってだけで、今はまだ何とも言えないけどね。ただもしそいつが『アンティーク』を使ったイカサマをしていると見破れたら、その『アンティーク』をあたしが貰もらい受けることになっている」

　都と和わ子こさんは『アンティーク』が人の手に渡るのを嫌きらっている。自分が『アンティーク』の収集家であるという私的な理由以上に、『アンティーク』で身を滅ぼす人を大勢知っているからだ。まして今回は自分の知人が被害を受けているのだから、話は早い。

「というわけで、お前らは帰りな」

「え？」

「どう見ても、今回はお前の出番はないだろうが」

　確かに、俺おれの『ヴィジョン』は死の未来を予見するものであって、今回のように死と直結しないような話ではその能力は役に立たない。

「事情は説明したからもういいだろ？　大人おとなしく店番しとけ」

「はい」

　咲さきが素直に立ち上がる。が、俺はソファに腰こしを落ち着けたままにしておく。

「俺にも何かできることありませんか？」

「だからないって言ってるだろ」

「どうせ店もあと少しで閉店ですし、何か手伝いますよ」

「何を手伝うって言うんだよ」

「でも、何か少しくらいは……」

　食い下がる俺に、都和子さんは胡乱うろんげな視線を投げかける。

「お前、カジノで遊びたいんだろ？」

　……そのとおりです。




　大人な雰ふん囲い気きに憧あこがれを抱いだくのは、普通の高校生なら普通の感性であっておかしくはないはずだ。

　これがただのゲームセンターだったら素直に帰っていたのだけど、カジノの雰囲気をちょっとだけ味わいたかった。

　客層のほとんどが大人おとなの人だったけれど、中には大学生くらいの若い人もいるので、俺おれがその中にいても少し若い程度にしか見られない。どちらかといえば慣れないスーツ姿のほうが違和感があるかもしれない。

　バイト時のカジュアルな服装ではさすがに場違いということで、衣い装しようを貸してもらうことになった。慣れないダークグレーのスーツと白シャツ、黒ネクタイが少し気恥ずかしい。

　それから。

「これは軍資金ね」

　と、エリカさんから手渡されたのは百枚のコインだった。俺と咲さきとで半分ずつ。一枚のコインは千円ということなので、十万円ももらったことになる。

　当初は自じ腹ばらで千円か二千円くらいと思っていたが、それではとても遊べないということで、エリカさんが好意でくれたのだ。

「こ、こんなにいいんですか？」

「いいのよ。口止め料込みだし。もし明日あしたこの店のことが広まっていたら、十倍にして返してもらうから」

「…………」

　前言撤てつ回かい。好意ではなかった。

　笑顔で釘くぎを刺さされ、絶対口外しないと今ここで誓ちかう。

「それから遊ぶならスロットかルーレットにしておきなさい。カードだと相手次第で賭かけ金が変わるから、損失が持ち金を上回ることもあるわよ」

　なるほど、と頭に叩たたき込んでおく。

「わたしは都と和わ子こと作戦を立てておくから、適当に遊んでいなさいな。連れの子も来たみたいだしね」

　そう言って、エリカさんと入れ替わるように俺の前にやってきたのは、咲だった。俺がそうであるように、咲ももちろん衣装替えが必要だった。

　俺がスーツなら、咲はチャイナドレス。

　袖そでのない形のもので、華きや奢しやな体を再認識させるかのように体にぴったりとフィットしている。もちろん色は黒だったが、銀の刺し繡しゆうが入っていて、何だか豪ごう華かな感じだ。店の雰ふん囲い気きに合わせるためか、髪かみもストレートではなくアップにしていて、さらに化け粧しようまでしていつもより少し大人びた印象だ。

　咲は服装に気を遣つかっていないわけではないが、いつも黒で地味めのものなので、こんな少し派は手でな格好が似合うのは少々意外だった。

　……素で似合ってるなんて思っちまったな、俺。

「どうかしたの？　刻也ときや？」

「いや、やっぱり黒なんだなーと思って」
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　俺おれは内心の台詞せりふを言葉にできずに、そんな感想を送る。

「当たり前でしょう」

　今さら何を言っているの、と言わんばかりの平然とした表情。そして続ける。

「刻也ときやこそ、スーツなのね。意外だけど、似合ってるんじゃない？」

「そりゃ、どうも」

　先を越されてしまい、俺はそれきり感想を口にするチャンスを失った。まあ、別に褒ほめてやりたかったわけじゃないが。

「それで、何からやるの？」

「スロットでもやろうか」

　俺はエリカさんの提案を素直に受け入れることにした。




「……終わった」

　俺のコインはものの十数分でスロットマシーンに飲み込まれていった。

　ビギナーズラックなんて噓うそっぱちもいいところで、回転する絵え柄がらはただの一度も揃そろうことはなかった。

「まあ、こんなもんだよな」

　スロットで大当たりするほどの運があるくらいなら、その日の晩飯を気にするような貧乏生活をしているわけがない。

　こんなものだ。うん、これが普通だ。

　……でもさ、ちょっとくらいはさ、一いつ瞬しゆん夢見るくらいのことはあってもいいじゃないか。

　何も大当たりなんてしなくても、手元にちょっとコインが残ってさ、今日の晩飯くらいは奮ふん発ぱつできるくらいの当たりが来たってさ、罰ばちは当たらないだろう？

　こんなことならもらったコインを、そのまま現金に交換すればよかった。

　ああ、何だかもう本当に、そうすればよかったなと激しく後こう悔かいした。

　さっきまで手元にあった五十枚のコインを、何も考えずに使い切った自分が恨うらめしい。

「さて、咲さきはどうしたかな？」

　スロットが何をするものかわからなかった咲は俺おれの隣となりで数分見ていたが、肌はだ寒さむさを感じて何か羽は織おるものを取りに行っていた。

　こんなにあっさりと終わるとは思っていなかったのだろう。もちろん俺もしばらくここにいるから行ってこいよと言っていた。

　入れ違いになりかねないが、コインもないのにいつまでもスロットマシーンの前に座っているわけにもいかず、俺は席を離れて咲を迎えにいった。

　スロット以外にもルーレットをしているテーブルや、カードゲームをしているテーブルがある。

　そんな中、人だかりができている場所があった。

　何だろうと思って近づいて人込みから頭を出して覗のぞいてみると、そこもカードゲームをやっていた。さっきのはブラックジャックだったが、ここはまた別のカードゲームをしているようだ。

　客同士のゲームのようで、渋しぶい表情を浮かべているのは三十代前半くらいの男性で、その対戦相手は対照的なまでに無表情な一人の少女だった。

　っていうか、咲だった。

「咲？」

「刻也ときや」

　咲が俺に気づいて、振り向く。

　俺が知り合いだとわかって、人込みが割れる。俺はその間を通らせてもらって咲の元に行く。

「何してるんだよ、お前」

　俺はスロットではなく、カードゲームをしている咲を注意した。

「着る物を取りに行く途と中ちゆうで声を掛けられて、なぜかこういうことに」

　どうやら知らない間に、咲はゲームに参加させられてしまったらしい。対戦相手は若い咲を相手に金を巻き上げようと思ったのだろうか。

　まずい。エリカさんが言っていたけれど、スロットと違い、カードは賭かけ金を釣つり上げられると言っていた。

「咲さき、勝負はどうなっ……」

　問いかけたとき、カードを配るディーラーが咲の目の前にコインの山を持ってきた。それはさっきまであった額──コイン五十枚──の三倍は積まれているように見える。

　程なくして対戦相手はがくりとうなだれた。

「全然表情が読めない。どうしてあんな弱い手で平静でいられるんだよ」

　対戦相手が弱々しく敗者の弁を述べ、観客は見事な勝利を収めた咲に拍手を送った。

「勝ったのか？」

「そうみたい」

「どうやって？」

「普通にカードゲームをやっていただけよ。ただ強しいて言うなら、普段の接客のたまものね」

　また咲がわけわからんことを言い出す。

「常にお客様の考えていることを先読みして、最適なサービスを提供する。これこそわたしの目指す真の接客。きっと知らない間にその力がついていたのね。だからこうして心理戦の駆かけ引きが重要なカードゲームに勝つことができたんだわ」

「へー。で、何のゲームだったんだ？」

　咲は相変わらずの無表情でこう言った。

「ポーカーよ」




　ポーカーフェイス。

　本人がどう思っているかはさておき、それが咲の得意技だ。接客は不ふ得え手てな部類に入るはずだ。もちろん本人にその認識はないが。

　咲が勝利した理由がわかった気がした。

　咲を相手にポーカーで勝とうだなんて思った対戦相手に、俺おれは同情した。

　顔なじみの俺ですらなかなか読めない咲の表情を、初対面の奴やつが読めるはずがない。淡々とカードを交換する咲を前に、手が読めず無む謀ぼうな勝負に出たり、自信があるのかと疑ぎ心しん暗あん鬼きになってゲームを降りたりしたのだろう。

　つまりは自滅。

　うらやましい。こういうのもビギナーズラックというのだろうか。俺には訪れなかったそれがやってきた咲に軽い嫉しつ妬とすら覚える。同時に、目の前に積まれたコインの山にも。

「じゃあ行きましょう、刻也ときや」

　咲は欲を見せず、一勝負を終えて席を立った。

「はいこれ」

　咲が俺にコインを半分分けてくれる。

「いいのか？」

「スロットがしてみたいわ。やり方を教えて」

「授業料はこんだけでいいさ」

　俺おれは五十枚だけもらって、後を咲さきに返す。全部返そうかと思ったけど、ちょっと格好つけすぎかと思い、素直に好意に甘えることにした。

　俺たちはスロットに向かおうとして──

　そこに割って入ってきた人物がいた。

「私と一勝負お願いできませんか？」

　長ちよう髪はつを後ろで一つに結び、指輪やピアスやペンダントなどをいくつもつけた派手な男だった。二十代後半くらいの年ねん齢れいもあいまって、俺と違い黒スーツを着こなしていた。

「いえ、もうこれで終わりにします」

「勝ち逃げはないでしょう？」

　去ろうとする咲を、その男がしつこく呼び止める。

「皆さんも、これだけでは物足りないでしょう？」

　男は観客にも呼び掛ける。周りからは勝ち逃げしようとする咲に対して、もう一勝負するべきだとわざと聞こえるように言い、煽あおり始める。

　咲が俺を見る。困ったような表情こそしていないが、俺に判断を仰あおいでいる。
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　一つはその男の態度が気に入らなかったこと。

　一つは咲さきのポーカーフェイスに自信があったこと。

　一つはさっき目の前に積まれたコインの山の魅み力りよく。

　たぶんそのときの俺おれの頭の中にあったのは、その程度のことだった。

「もう一勝負してやればいい」

　その一言を俺はすぐに後悔することになる。




「……負けた」

　コイン百枚賭がけの一発勝負。

　その勝負に咲は負け、相手が勝った。

　場に出ていたコインは全すべてその男──霧きり島しまと名乗った男のものとなった。

　まあ、しょうがない。ビギナーズラックは続かないということか。落らく胆たんはあったが、元々もらったコインである。損をしたわけじゃない。咲の敵かたき討うちでもしたいところだったが、俺の手元にある咲からもらった五十枚は二人のスロット用に残しておく。

　おそらく最後のベットのとき、霧島の提案による百枚賭けの一発勝負に咲が応じたのは、勝ち負けに関わらず勝負を終わらせたかったからに違いない。むしろ負けたことで、周囲の反感を買うことなくこの場を後にできる。

「行こうか、咲」

　俺は咲を促うながしてその場を去ろうとした。

　だが、予想外の指し摘てきがそこであった。

「まだ払いを終えていないぞ」

　霧島がテーブルを指でこつこつと叩たたいた。

「コインは払っただろう？」

「私の分がまだだ」

　何を言っているのか。咲が賭けた百枚のコインは、相手の手元に渡ったはずだ。確認するようにディーラーの人を見ると、

「確かにまだ支払いは終えておりません」

　といった答えが返ってきた。

　俺は咲を見るが、咲もわけがわからないように小首を傾かしげる。

「ルールも知らないのか？」

　呆あきれたように嘆たん息そくして、霧島が説明をしてくれた。

　そして俺は大きな勘かん違ちがいに気づく。

　お互いに賭け金として何枚かのコインを出し、カード交換の際に上乗せしていく。カードに自信があれば賭け金を上げていき、自信がなければ賭け金を抑おさえていく。勝てる見込みがなければ降りればいい。

　そのルールは間違っていなかった。

　だが俺おれと咲さきは賭かけ金の考え方を正しく把は握あくしていなかった。

　勝てば相手の賭け金を総取り。負ければ自分の賭け金を失う、というのは自ら勝負を降りたときの話だった。

　勝負をした場合、勝てば相手の賭け金の総取りに加えて自分の賭け金分を相手から奪え、負ければ自分の賭け金を失うだけでなく相手の賭け金分も支払わなければならなかった。

　霧きり島しまはコインを百枚賭けた。咲も百枚賭けた。そして負けた。つまり咲は合計二百枚のコインを霧島に払わなければならなかった。

　確かによくよく考えてみれば相手の賭け金を総取りするだけのルールであれば、自分の賭け金を上げる必要はない。相手の賭け金と同じ額を賭けなければならないというルールがない以上、それに気づくべきだった。

「理解したか？　では残りの百枚を支払ってもらおう」

　あと百枚──十万円なんて大金は持っていない。俺の手元にあるのは咲からもらった五十枚だけだ。それでは半分しかないし、新たにメダルを購入しようにも手持ちは五万円もない。

　咲を見るが、もちろん咲もそんな額を持っていないかのように首を横に振った。

　携けい帯たい電話で都と和わ子こさんを呼ぼうとするが、地下であるここは圏けん外がいだった。

　仕方がない。都和子さんに事情を話して借りてこよう。

「今、手持ちがない。ちょっと借りてくるから待っててくれ」

　だが、霧島はそれを許さなかった。

「逃げるのか？」

「だから今手持ちがないから借りてくるって言ってるだろう。ないものは払えない」

「そんなことが通じるわけがないだろう？　大体お前が金を持ってくる保証はない」

「この五十枚を預けておく。それでいいだろう？」

「馬鹿か？　それでお前が逃げたら私が五十枚の損をするだろう」

「元々お前が無理やり勝負を受けさせたんだろう。それくらい応じろ」

「そんなことは関係ない。支払える額がないのなら、勝負を降りるべきだった」

「だから……」

「ルールを知らなかったなどという言い訳は通じないぞ」

　言いかけた言葉を先んじて取られ、俺は歯嚙がみする。

「ゲームをするのにルールも知らないお前が馬鹿なんだ。ましてや人の金で、人にゲームをさせるなど救いようがない。ここはお前のような自分の尻しりも拭ふけないお子様が来るようなところではないんだよ」

　……悔くやしいが、むかつくことこの上ないが、言い返せない。こんなことなら周囲のことなんか気にせずに勝負をしないでスロットをすればよかった。

　だが後悔しても後の祭りだ。

「じゃあ、どうすればいいんだ？」

　半ば投げやりな気持ちで問いかける。

「そうだな……」

　霧きり島しまはそれまで俺おれに向けていた目を、席に座ったままの咲さきに向けた。

「彼女で払ってもらおうか？」

「な……」

　唐とう突とつな申し出に、一いつ瞬しゆん言葉を失う。

「ふざけたことを言うな！」

「ふざけてなどいないさ。払うものが払えないならどうなるか、言うまでもないだろう？」

「払わないとは言っていないだろう！」

「今、払えないのなら同じことだ」

「……最初からそれが目的だったのか？」

　咲に強引に勝負を続けさせたことも、俺たちの手持ちが少ないことを見越して大金を賭かけたのも、全すべてこのためだったってのか？　最初からそれが目当てだったということか？

　俺の指し摘てきに霧島が、肯定するかのように静かに口の端はを吊つり上げた。

「お前のような馬鹿に彼女は似合わない」

　霧島は咲に笑いかける。

「君もそう思うだろう？　こんな馬鹿な男に愛想あいそが尽きたのではないか？」

「勝手なことを言うな。とにかくそんなことには応じられない。金は払うから待ってろ」

　俺が問答無用で話を終わらせ、咲を連れていこうとしたとき、

「いいわ」

　咲は俺の手を取らずに、霧島の申し出に応じた。

「おい、咲！」

　咲は席を立って、霧島の元に行く。

「素直で結構。そんな金も頭もない奴やつより私のほうがいい」

「…………」

「というわけでもないらしいな？」

「条件が一つあるわ」

　咲が霧島の申し出に応じる代わりの条件を提示した。

「刻也ときやと勝負をすること」

　霧島は驚いた様子もなく、その発言を受け止める。

「刻也がわたしの負け分を取り返したら、つまり百枚のコインを賭かけたとき、あなたにもわたしを賭かけてもらうわ」

「いいだろう。その程度のことなら受けよう。ただしこれで負けたら素直に私の言うことを聞いてもらうぞ」

「いいわ」

「おい、咲さき！」

　俺おれがもう一度名を呼ぶと、今度は無視をせずに振り向いた。

「いいのよ」

「何がいいんだ」

　元々自分がカードゲームに応じてしまったのが原因だとか、そういうことを言うつもりじゃないだろうな。そんな問題じゃないんだぞ。わかってるのか？

　俺は勝手に霧きり島しまの申し出に応じた咲に怒りを覚え、咄嗟とつさに声が出なかった。

　だが、咲が考えているのはそんなことではなかった。

　そんな後ろ向きなことを考えているのではなかった。

「刻也ときやがわたしを取り返してくれるんでしょう？」

　咲は表情を変えず、迷いも、怯おびえも見せず、淡々とそんなことを言った。

　その表情からは何も推おし量れない俺にとっては憶おく測そくでしかない。

　だが。きっと。おそらく──

「怒った君もなかなか素す敵てきだね？」

　霧島が苦笑交じりに揶や揄ゆしてくる。

　だが俺はそれを無視して咲を見つめた。

　咲も俺を見つめ返し、やはり無表情のままでこう言った。

「刻也、絶対勝ってね」




　　　　　　　　　◆




　はっきり言って、こんな少女に興味はなかった。

　狙ねらいだなどとはとんだ誤解だ。冗じよう談だんではない。確かに見み目めはいいが、そんな趣味はない。

　むしろ経済力もない子供が、考えなしにこんな場所で賭かけ事をしていることは、私が嫌きらいなものの中でも最たるものにあたる、考えなしの人間に分類された。

　少し痛い目に遭あわせて現実を見させてやろうと、その程度の気持ちで近づいた。

　それを狙いというのならそう言えなくもないが、連れの少年が現われ、少し考えが変わった。

　試しに軽く挑ちよう発はつしてみると、少年はこちらの予想どおり愚おろかにも勝負に乗ってきた。

　一度の勝負で少女が切り上げようとしたことからも、少女はおそらくこの少年の浅せん慮りよに付き合わされた身で、つまりは彼こそが、考えなし、浅慮、無計画、準備不足といった、私の嫌う人間の全すべてを取り揃そろえているように思えた。

　反省して、泣いて謝るのであれば、金を工面する時間くらいくれてやろうかと思ったが、自分の浅せん慮りよを棚たなに上げて、一いつ丁ちよう前まえに怒るのであればしかたがない。

　またもしも少女が少年に愛想あいそを尽かせたのなら、少女のほうを見逃してやってもよかったが、私がここまでしても目を覚まさないのであればもういい。

　ここは可能な限り痛い目に遭あわせ、二人とも心しん底そこ後悔させてやろう。

　もしも私に勝てると思っているのなら、その考えは甘あますぎる。

　ここは一つ大人おとなの私が、世間の厳しさというものを教えてやろう。

　せいぜい後悔するといい。

　そしてもう少し頭を使った生き方を学ぶことだ。
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　勝負は当然ポーカー。

　改めて確認したルールを頭の中で反はん芻すうする。

　ポーカーのルールは一般的なものと変わりない。数字とマークを決められた役で揃そろえればいい。なおジョーカーありのルールで、オールマイティのワイルドカードの扱いとなる。

　まず五枚のカードが配られ、カードを開く前に賭かけ金を互いに提示する。カードを開いた後、ゲームを続けるか、降りるかを決定する。ゲームを続ける場合は賭け金の増加が可能である。

　賭け金を増加させてゲームを続ける場合は「レイズ」、賭け金をそのままでゲームを続ける場合は「コール」、ゲームを降りる場合は「フォールド」、賭け金もカードも変えない場合は「ステイ」とディーラーに告げる。

　ゲームを続ける場合は交換するカードがあれば提示して、ディーラーにカードを配ってもらう。カード交換は二回までだ。

　ただし二度のカード交換後に「フォールド」するかどうかを選ぶことができる。

　ゲームに負けた場合は自分の賭け金と相手の賭け金の合計枚数のコインを支払い、ゲームを降りた場合は自分の賭け金のみを相手に支払う。

　本物のカジノではもう少しルールが複雑だったり、呼称が違うようだが、わかりやすく簡略化したようだった。

「ルールは覚えたか？」

「大きなお世話だ」

　霧きり島しまの揶や揄ゆにできる限り冷たく返し、俺おれはゲームに集中する。

　まずは配られた五枚のカードを開く前に、最初の賭け金を提示する。

「ベット」

　まずは手て堅がたく五枚。霧きり島しまは余よ裕ゆうの十枚。咲さきのときは百枚と賭かけ金を多く積んでいたが、様子見かそれとも俺おれを弄もてあそぶ気か、そこまで多くは賭けてこない。

　そしてカードを開く。俺の手て札ふだは、４のカードがハートとスペードでワンペア揃そろっている。他ほかの三枚はクラブのＡ、ハートの５、ダイヤの９でばらばらだ。

　霧島はカードを見ながら、先ほどと変わらない笑みを浮かべている。

「レイズ」

　霧島は賭け金を五枚上乗せし、カードを三枚交換する。

「コール」

　俺は賭け金をそのままに、４のワンペアとクラブのＡを残しカードを二枚交換する。

　よし、と俺は交換したカードを見て心の中でガッツポーズを作る。手に入れたカードはスペードのＡとスペードの２。これでツーペアだ。

「コール」

　霧島は今度は賭け金をそのままに、先ほどと同様にカードを三枚交換する。

「コール」

　俺はスペードの２を捨てて一枚交換する。手に入れたカードはダイヤのＡ。これでＡのスリーカードと４のワンペア。つまりはフルハウスだ。

「ショーダウン」

　ディーラーの宣言にあわせて、俺と霧島は互いにカードを見せ合う。

　フルハウスの俺に対して霧島はＫのワンペア。

「来栖くるす様の勝利です」

　手元に俺が賭けた五枚のコインが戻り、同時に霧島から俺の賭け金分の五枚と霧島の賭け金分の十五枚、合わせて二十枚のコインが差し出される。

　これで俺のコインは元手の五十枚と合わせて七十枚。

「幸さい先さきのいいスタートだな」

　霧島は余よ裕ゆうの表情で俺を賞賛した。

　余裕を見せていられるのも今のうちだ。




　次のゲーム。

　俺が五枚、霧島が十枚のコインをベットする。

　配られたカードは最初の時点で５が三枚揃そろっていた。これで最低でもスリーカードが決定する。あと何でもいいからワンぺアでフルハウス。もう一枚５がくればフォーカード。

　流れが来ている。これなら賭け金を釣つり上げてもいいかもしれない。

「フォールド」

　そう思った矢先、霧島がゲームを降りる。

「いい手のようだったからね」

　くそっ。顔に出ちまったか。

　この勝負は俺おれの勝ちとなるが、霧きり島しまがゲームを降りたため、霧島の賭かけ金分のみが俺に払われる。これで俺のコインは八十枚。

　次のゲーム。

　再びカードが配られる。賭け金は先ほどと同じで俺が五枚、霧島が十枚。

　カードを開くと、ハートの２、スペードの４、クラブのＡ、ハートの７、ハートのＫ。数字もマークもばらばらだ。

　それでも顔には出ないようにポーカーフェイスを作る。

　どうするか？　勝負を続けるか、続けるならどのカードを交換するか。

「レイズ」

　霧島がさらに賭け金として十枚のコインを追加する。向こうはそれなりに自信のあるカードが来たようだ。俺のほうはこのカードでは勝てる気がしない。

「フォールド」

　今度は俺がゲームを降りる。

　霧島は口の端はを軽く釣つり上げ、わざわざ自分の手札を見せてくれた。

　奴やつも俺と同じく数字もマークもばらばらのカードだった。やられた。賭け金を釣り上げることで、俺をゲームから降ろさせるのが狙ねらいだったのだ。見事にはめられた。

　勝者は霧島。俺がゲームを降りたので、俺の賭け金分五枚のみが霧島に支払われる。これで俺の手持ちのコインは七十五枚となる。

　次のゲーム。

　賭け金は同じで俺が五枚、霧島が十枚。

　配られたカードはハートの２とクラブの２、ダイヤの３とスペードの３。そしてダイヤのＫ。つまりツーペア。いい手だ。

「レイズ」

　俺は賭け金を五枚上乗せし、一枚交換をする。

「コール」

　霧島が賭け金をそのままに三枚を交換する。

　俺は配られたカードを開く。クラブの３。これでフルハウス。いける。

「フォールド」

　そう思った矢先、霧島がゲームを降りる。

　これで俺のコインは八十五枚。少しずつではあるが順調に増えていっている。

「降りてばかりでなかなか勝負にならないな」

「まだ四ゲームしただけだろう」

　だが霧きり島しまの言うとおり、互いに降りてばかりではコインはあまり増えない。この流れのうちに勝負を仕掛けてもいいはずだ。

　次のゲーム。

　賭かけ金は俺おれが十枚、霧島が十枚。

「おや、勝負かな？」

「おかげさまで少し溜たまってきたからな」

　配られたカードはハートとダイヤのＱ。そしてジョーカー。ジョーカーはどのカードにもなりうる。つまりは現時点でＱのスリーカードにもなりうる。残りの二枚はばらばらだが、十分いい手だ。

「レイズ」

　霧島が賭け金五枚を加えて二枚を交換する。向こうも悪くない手のようだ。ワンペアかスリーカードといったところか。だがＱのスリーカードの俺のほうが勝っている可能性は高い。

「レイズ」

　俺は賭け金をさらに十枚追加して釣つり上げ、二枚交換する。

　観客が互いにいい手だと認識してざわつき始める。

　──来た。

　スペードのＱ。これでフォーカードの出来上がりだ。

「レイズ」

　霧島がまた賭け金を五枚追加し、二枚のカードを交換する。向こうもいい手のようだ。

「レイズ」

　俺は五枚のコインを追加し、一枚カードを交換する。元々の手持ちは八十五枚。俺が賭けたコインは二十五枚。霧島の賭けた二十枚。このまま勝てば百枚以上のコインが溜たまり、咲さきを賭けた勝負ができる。

　やってきたカードはスペードのＫで意味はなかったが、この勝負に勝てればいい。霧島が降りないことを願いつつ、彼を見やる。

　俺がこの時点で降りないこと、また最後に一枚しか交換しなかったことから、スリーカード以上ということは推測しているはず。それでも降りないということは、霧島もそれなりにいい手だということか。

　だがＱのフォーカードとはさすがに思っていないはずだ。

「ショーダウン」

　勝負が決する。

　俺がＱのフォーカードを見せ付けるように場に投げる。が、俺のＱとＫは投げつけたことに機き嫌げんを悪くしたのか、二枚裏返ってしまった。何とも格好がつかない。

「それでは勝てないよ」

　だが霧きり島しまは俺おれのカードを見ずに、自分の勝利を宣言した。

　その言葉どおり、霧島の役はＡのフォーカードだった。

「な……」

　観客が予想以上の大きな役にざわめく。

　俺は歯嚙がみする。まさかＱのフォーカードで負けるとは思わなかった。

「来栖くるす様？」

　ディーラーが俺を窺うかがう。

「くそっ」

　俺は舌した打うちしてＱとＫを裏返し、すでに負けが確定しているＱのフォーカードを晒さらした。

　観客が俺の役の大きさにも驚いたような声を上げた。同時に拍手を送られる。

　だが負けは負けだ。

「霧島様の勝利です」

　ディーラーがわかっていることを今さらに告げた。

　俺は自分が賭かけた二十五枚と霧島が賭けた二十枚のコインの、合計四十五枚を支払う。

　八十五枚あったコインは一気に四十枚まで減った。この負けは痛かった。

「いや、惜おしかった。実に惜しかった。この勝負に勝てば私に彼女を賭けさせることができたのにな」

　わざわざわかりきったことを言ってくる霧島の一ひと言こと一言が勘かんに障さわる。

「実は最後の二枚を交換するまでワンペアだったんだ。あと一息だったよ。実に惜しい」

「それはよかったな」

「これは神様が私に勝てと言っているのかな？」

「うるさい。さっさと続きだ」

　得意げに話す霧島を黙だまらせ、俺はゲーム続行を促うながした。

　咲さきを見る。咲は落らく胆たんした様子もなくゲームを見ている。

　待ってろ。必ず取り返してみせるからな。
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　さすがにＱのフォーカードで負けるとは思っていなかったようだな。

　悔くやしさが顔に出ているよ。

　あの少女のほうがポーカーフェイスはうまかった。

　だがいくらポーカーフェイスがうまくても、私には勝てないよ。

　どんなに運がよくても、な。

　もしも運が悪いと思っているなら、君は大きな間違いを犯している。

　私には君のカードが手に取るようにわかるのだからね。

　もう一度言おう。

　私が君に世間の厳しさを教えてあげよう。

　世間というとても汚きたない、不条理な厳しさをね。
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「くっ」

　これで二回連続の負けだ。

　勝敗数だけなら俺おれが勝っている。だが俺のコインはもう二十枚まで減っている。

　試合に勝って勝負に負けている、そんな感じだった。

　次の勝負。俺はコインを五枚賭かける。霧きり島しまは十枚。

　手持ちのカードは９のワンペアが揃そろっている。決して悪くはない。賭け金はそのままに、ワンペアを残して三枚の交換をする。霧島も賭け金をそのままにカードを三枚交換する。

　向こうの手て札ふだもワンペアなのだろうか。

　交換した三枚のカードを開く。ハートの６とクラブの６がある。これでツーペア。

　霧島の顔を窺うかがう。あいも変わらず余よ裕ゆうの笑みを浮かべている。あれは演技か真実か。

「コール」

　俺は賭かけ金をそのままに一枚を交換する。

「レイズ」

　霧島は賭け金をさらに五枚釣つり上げ、一枚を交換する。

　向こうもツーペアか？　それともスリーカード？

　こちらの残りコインは二十枚。俺は五枚賭けている。霧島が十五枚を賭けているから、この勝負に負ければ終わってしまう。

　勝負に出るにはツーペアは微び妙みような役だ。

　降りるか。

　いや、ダメだ。弱気になるな。ツーペアが揃そろっているんだ。それにもう一枚交換してフルハウスになる可能性だってある。ここは続行だ。

「コール」

　俺は賭け金をそのままに一枚を交換。だがどのカードにも引っかからず、ツーペアのまま。

「コール」

　霧島は今の賭け金で俺を破産に追い込める。だから賭け金をそのままに、カードを一枚だけ交換。一枚だけか……。向こうもツーペアが揃っているのか？　あるいはフォーカード？

　降りれば、五枚の損で済み、勝負を続けられる。

　霧きり島しまは変わらず笑みを浮かべたまま。笑顔だってある意味ポーカーフェイスだ。まったく読めない。

　どうする？　勝負をするか、それとも降りるか。

　勝負をして勝てばコインは四十枚。負ければゼロ。天国か地じ獄ごくか、だ。だが降りれば十五枚が残る。

　……どうする？

　霧島は降りる様子を見せない。ということはそれなりに役に自信があるか、それとも俺おれを降ろさせようとしているかだ。

　……どうする？

　霧島の表情からは何も読み取れない。むしろ俺の決断を待ってるかのようにも見える。

　その笑みが癇かんに障さわる。

　俺が降りるのを待っている。

　降りない。この勝負は降りない。

　勝負だ──

「フォールド」

　勝負を決意した俺をかわすように、霧島は勝負を降りた。

「これでは勝てないからね」

　霧島が持っていたのは２のワンペア。もっとも弱い役だった。それでよくもあそこまで余よ裕ゆうを見せていたものだ。いや、俺と同じようにカード交換をしていたのも、俺を降ろさせるためだけだった。

　くそ。完全に奴やつの手の上で遊ばれている。

「そんなに悲観することはない。この勝負は君の勝ちだよ」

　確かに俺のコインは三十五枚まで増えた。ひとまず危機を乗り越えた。

　だが元手より減っているのは変わらない。

　勝負に何度勝ったところで、咲さきを取り戻さなければ意味がない。

　そのために到達しなければならない百枚には半分もいっていない。




「くそっ」

　またか。ゲーム自体は俺のほうが優勢だった。だが俺のコインは確実に減っていき、また二十枚になっていた。

　俺の勝利は霧島のフォールドによるものばかりで、コインの増額があまり見込めない。

　逆に霧島は俺からきっちりと勝って、コインを一気に増やしている。

　しかし霧島はうまい。

　褒ほめるのは癪しやくだが、こちらの手が強いときはきっちりフォールドして被害を最小限に食い止め、またこちらのカードが勝負の判断に迷うような微び妙みような手のときは、俺おれがフォールドを決断できない微妙な賭かけ金にしてきっちり勝っていきやがる。またこちらをフォールドするように仕向けておきながら実は弱い手のときもあり、またそう裏読みして勝負に出れば本当に強い手のときもある。

　顔には出していないつもりだが、俺の手が読まれている。些細ささいな表情や態度の変化をも見逃さないのだろう。

　咲さきにも勝ったような相手だ。俺の表情を読むことなど簡単なことなのかもしれない。

　ゲームは続く。

　俺のカードはスリーカード。だが霧きり島しまはフォールド。俺の勝ちで五枚追加。

　俺のカードはツーペア。だが霧島はフォールド。俺の勝ちで五枚追加。

　俺のカードはワンペア。霧島は勝負。ツーペアで俺の負け。俺の負けで十枚減。

　俺のカードはフルハウス。だが霧島はまたフォールド。俺の勝ちで五枚増。

　俺のカードは役なし。霧島も役なしだったが、俺がフォールドして俺の負け。五枚減。

　……結果、俺のコインがまた減った。

　ゆっくりと、ゆっくりとだが俺のコインが減っている。

　遅ち効こう性の毒でも飲まされ続けているか、真ま綿わたでじわじわ首を絞しめられているという感じだ。ゆっくりと破産へと導かれている。

「うーん。いまひとつ波に乗り切れないな」

「大きなお世話だ」

「私のことを言ったんだよ？」

　霧島が心外だと言わんばかりに大げさに肩かたをすくめる。その仕し草ぐさ一つ取っても苛いら々いらする。

「少し落ち着いたらどうだ？　ただのゲームだろう？」

「何がただのゲームだ」

　咲が賭かかっている時点で、楽しめるはずがない。

　咲は静かに戦せん況きようを見つめている。だが内心は穏おだやかではないはずだ。

「ああ、彼女が賭かっているんだったな。ゲームが楽しくてすっかり忘れていたよ」

　よく言う。お前が楽しんでるのはゲームなんかじゃなく、俺を嬲なぶっていることだろう。

　霧島は常に余よ裕ゆうの笑みを絶やさない。まだ本気を出していないのかもしれない。いや、むしろ遊ばれている印象が強い。

　まるで本当に俺の手がわかっているかのようだった。

　わかっている？　もしかして本当にわかっているのか？

　確かにこれまで都合がいいほどに、俺のカードが強いときにフォールドし、俺のカードが微妙だったり弱いときには賭け金を釣つり上げている。

　俺は視線を走らせた。周囲には観客がいて、俺たちの勝負を見ている。もしかしてこの中に俺おれのカードを見て、霧きり島しまに合図を送っている奴やつがいる？

　確かに俺は後ろへの注意はしていなかった。

　……俺はカードを自分の体で隠かくすようにして持つ。周囲への注意も怠おこたらず、カードを開く。

　役はワンペア。

　いいだろう。こうなったら文字通り賭かけだ。

　弱い役だが、賭け金を五枚から、釣つり上げて合計十枚で勝負。

「おや、強気に出たね。よっぽどいい手なのかな？」

　俺は取り合わず、カードだけを見ている。

　霧島もレイズし、賭け金を五枚からさらに五枚追加する。

　試されている。

　だがここは勝負だ。このままいく。

　今までの流れなら霧島はフォールドをする。しなくてもここで勝てればコインは二十枚の増加だ。

　ワンペアとはいえ二番目に強いＫの役だ。決して悪い手ではない。

「ショーダウン」

　俺はＫのワンペア。

　そしてゆっくりと見せられた霧島の役は──

　Ａのワンペア。俺の負け。コインは二十枚取られてしまう。

　……Ａのワンペアなんかで、よくもあんな余裕を見せていたものだ。

「仲間なんていないよ。何なら観客に離れてもらおうか？」

　どうしてそれを、などとは聞かなかった。カードを隠かくすように持ち、視線を周囲に走らせた行為をそのまま見られていたのだろう。そんなことを目の前でされれば俺でも気づく。

　逆にそんなこともわからないほど、俺は焦あせっていたのか。

「さて、後がなくなってきたね」

　そんなことは言われるまでもなくわかっている。

　俺のコインはあとわずか五枚。

　今の勝負が一つの賭かけだった。

　そして負けた。

　読まれている。俺の表情や雰ふん囲い気きから、あるいは考えそのものを完全に読まれている。

　俺の考える作戦なんて浅はかだということか。

　イカサマ、だなんて思うのは俺が負けていることの言い訳だ。

　霧島にそんな素振りはなかった。カードを見られていたわけでもない。

　単に俺が弱いのだ。認めるしかない。

　咲さきを見る。

　咲さきは黙だまって俺おれを見ている。

　目を逸そらさずに見ている。

　咲はまだ諦あきらめていない。

　それならば俺だって諦めるわけにはいかない。

「そろそろ諦めて勝負をやめるかい？　今なら被害は少なくてすむぞ」

「とっくに被害は甚じん大だいだ」

「なに少し可愛かわいがったら返してやるさ」

　と、霧きり島しまは隣となりに立つ咲に手を伸ばし、今にも頰ほおを撫なでようとした。

「触さわるな！」

　俺は怒ど鳴なって、霧島のふざけた行為を止める。

　霧島が不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをひそめ、咲に向かって伸ばしていた手で髪かみを思い切り引っ張った。

「！」

　咲の顔が苦痛に歪ゆがみ、バランスを崩くずして床ゆかに膝ひざをつく。綺麗きれいにまとめられていた髪がほどけて乱れた。

「何しやがる！」

「刻也ときや」

　摑つかみ掛からんばかりに席を立った俺を咲が制止する。

「君に私を指さし図ずする権利はないんだよ。今、彼女は私のものだ」

「咲を物みたいに言うな」

「彼女を質しち草ぐさにしている君がそれを言うか？」

　ふざけるな。俺が咲を賭かけたわけでも、賭け金の代わりに手放したわけでもない。お前が無理矢理そうさせたんだろう！

　だが声に出して否定できなかったのは、心の隅すみに図ず星ぼしを突かれたという思いがあるからかもしれない。

「刻也、勝負に負けたのも、自分を賭けたのもわたしがしたことよ。あなたが責任を感じる必要はないわ」

「女性にそんなことを言わせてはいけないなぁ」

　咲の励ましを逆さか手てにとって霧島が揶や揄ゆする。

　だがむかつくことにそれについては霧島の言うとおりだ。

　咲にこんなことを言わせている自分が情けなくて、そして苛いら立だたしい。

「刻也、この人は刻也を怒らせているのよ」

「わかってる！」

　そんなことはわかっている。冷静になれと自分に命じる。

　霧島がそれを見て、また笑う。

　その笑みが、その言葉が、俺おれの神経をささくれ立たせる。

「まだ勝負は終わっていない。続けるぞ！」

「もちろん私は構わないよ」

　カードが淡々と配られる。

　賭かけ金は俺も霧きり島しまも最低ラインの五枚ずつ。俺の残りのコインは全すべて賭け金に使われている。負けはもちろんフォールドもできない。

　これでこのラウンドに負ければ、俺の敗北が決定だ。

　俺はこのまま負けるのか。咲を取り戻すことはできないのか。

　どうする？　どうすれば勝てる？

　考えろ。ただ漫まん然ぜんとゲームをしていても霧島のほうが腕うでは上だ。勝てやしない。

　だが漫然とゲームをする以外何ができるっていうんだ？

　何か。何か手はないか？

　くそ。こんなときに何か『アンティーク』があれば……。




　ガシャッ。




　我に返ると、霧島が倍増させた賭け金のコインを落としていた。

　落とされたコインが俺の元に転がってくる。

「失礼。手を滑すべらせてしまった」

　霧島が詫わびを入れ、俺からコインを受け取る。

　何があった？

　ただ手を滑らせた。それだけといえばそれだけだ。

　だが今の表情は驚きを示していた。

　手を滑らせたことに驚いている？　違う。そんなことに驚いていたわけじゃない。

　何があった？　やっぱり仲間がいて、何かをミスしたのか？

　周囲に目をやるが、別に変わった様子はない。

　霧島を見る。

　先ほどと変わらない余よ裕ゆうを漂ただよわせた笑みだ。

　だが今までの自然なそれではなく、作ったもののように見える。

　だが変わったことはない。

　気のせいか？　そう見えるだけか？　やはりただコインを落としただけか？




　そのとき、フロアの照明が一いつ斉せいに落ちた──




　唐とう突とつなハプニングに観客がざわつき始める。

「お客様、落ち着いてください。どうか動かれませんようお願いします」

　と、携けい帯たい電話の着信を告げるような振動が目の前から聞こえた気がした。

「……電気系統のトラブルのようです。今いま復旧作業に向かうとのことです。貴き重ちよう品ひんをお手元から離さずそのままでお待ちください」

　ディーラーの人の声が暗くら闇やみに響ひびき渡ると同時に、非常灯とうに明かりがつき、辺りを照らした。光度は先ほどとは比べ物にならないが、周囲が見えるようにはなった。

　観客たちの間から安あん堵どの声が漏もれるのがわかる。

「申し訳ございません。復旧するまでの間、しばし休きゆう憩けいをなされてください。場は私が責任を持ちますので」

　ホールの人が霧きり島しまにミネラルウォーターを持ってきた。その一いつ瞬しゆんの死角をつき、ディーラーが俺おれに携帯の画面を見せる。

　そこには「トイレに来い」の一文。

　送信者が誰かは何となく直感でわかった。

　俺はすぐに立ち上がり、つれていくわけにはいかない咲さきに頷うなずいてみせ、そのままトイレに向かった。

　待っていたのは都と和わ子こさんとエリカさんだった。

「この馬鹿が」

　開口一番、都和子さんに頭をひっぱたかれる。

「あれほど相手のいるギャンブルはやめるように言ったでしょう？」

　エリカさんにもたしなめられる。

　謝罪の言葉が浮かんでくるも、それは求められていないようで、エリカさんが続けた。

「あれが例の男よ」

　例の──つまり絶対に負けないギャンブラーだった。そんな相手に俺は無む謀ぼうにも挑戦したというわけか。我ながら呆あきれて物も言えなかった。

「問題はどうやってあいつを負かすかだな」

　事情は説明するまでもなく摑つかんでいる様子だった。おそらくホールの人に聞いたのだろう。

「金を貸してもらえませんか？　それで借りている分を……」

「阿あ呆ほ」

　都和子さんが一いつ喝かつした。

「今さら金を払ったくらいで何とかなるか。勝負に勝たない限り、向こうは咲ちゃんを返してくれないよ」

　そのとおりだった。もう状況は変わっている。百枚はあくまで咲を賭かけてもらうための条件だ。

「で、戦った感想はどうだ？」

「強いです。素人しろうとの俺おれなんか遊ばれてるようなもんです」

「そんなことは聞いちゃいない」

「え？」

「咲さきちゃんを取られて、焦あせりすぎだ。あいつが『アンティーク』を持っているかどうかって聞いてるんだよ」

「あ……」

　そうだった。都と和わ子こさんがここに来た理由はある男──霧きり島しまが『アンティーク』を使ってイカサマをしているかどうかを確かめるためだった。

「何か『アンティーク』を使っていそうな素振りはあったか？」

「……素振りはなかったです。普通にポーカーをしているだけです。仲間もいなさそうでした」

「仲間とのイカサマの可能性は考えて見張らせたこともあるけれど、その様子はなかったわ。必ず一いつ緒しよに来る客はいなかったし」

　エリカさんが霧島の特徴を教えてくれる。

「これまでの状況から言えば、彼はポーカーやブラックジャックといったカードばかりをしているわ。スロットを何度かやっている姿は見つけられたけれど、それは勝てていないようよ。カードの戦法も本当に手て堅がたいわ。危険な状況を避さけるタイミングが絶ぜつ妙みようなのよ。レイズとフォールドを見事に使い分けている」

「わかります。ゲームの中でまったく勝てないわけじゃないんです。ただこっちがいい手だと降りられるし、こっちが悪い手や微び妙みような手だと賭かけ金を釣つり上げてきて、うまく操られている感じで……」

「ということは、ギャンブルに必ず勝つ『アンティーク』というわけじゃないってことか。スロットが駄だ目めってことは、幸運になる『アンティーク』というわけでもない。対人で有効な『アンティーク』ということか……。本当は実際にやり合って確認したかったんだけど、刻也ときやにもわからないんじゃ仕方がない」

　都和子さんは俺とエリカさんの会話と自分なりの推論で、こう答えを導いた。

「あたしが思うに、可能性としては『透視』のできる『アンティーク』だと思う」

「透視？」

「ああ。さっき刻也がフォーカードで勝てそうなときがあったろ？」

「あ、はい」

「あれがおかしかった」

「え？」

　どういうことなのか？　実際に戦っていた俺は何がおかしいかわからなかった。

「お前がカードを見せたとき、二枚のカードが裏返っていた。Ｑのスリーカードしか見えていなかった。だが霧きり島しまはＡのフォーカードで自分の勝ちを宣言していた」

「それのどこが……」

「場にあったのはジョーカーを含めたスリーカード。裏返っていた二枚がＱの可能性もあった。つまりファイブカードの可能性があったってことだ」

「あ！」

　確かにディーラーの人は、俺おれがカードを表にするまで霧島の勝ちを宣言しなかった。それはつまり、あの時点では霧島の勝ちは決定していなかったからだ。

　だが霧島は自分の勝ちを知っていた。

　Ａのフォーカードという強い手だから、勝ちを確信していただけだと思っていた。

　だがそうじゃなかったってことか。

　あの咲さきが負けた理由も、それなら説明がつく。どれだけポーカーフェイスをしても、カードが見られていたのなら意味がない。

「問題はどこまで透視できるかだ。手で隠かくしたくらいで隠せるならいいが、そうでないなら、カードが見られている状態で勝たなければならない」

「……エリカさん。このまま照明をつけないでもらえませんか？」

「見えなくすることはできなくても、見えにくくすることはできるってわけか」

「それくらいはいいけれど、彼が『アンティーク』を使っている決定的な証しよう拠こを押さえない限り、手は貸してあげられないわよ。店側がイカサマを指し摘てきして、何もなかったでは済まされないわ」

　確かにそんなことをすればこの店の信用はがた落ちだ。だからこそエリカさんは都と和わ子こさんに『アンティーク』の確認だけを頼んだのだ。

「今はそれしかないです。都和子さんたちはあいつの『アンティーク』を特定してください。眼鏡めがねは掛けてなかったから、コンタクトみたいなものなのか、それとも別の何かかわかりませんけど」

　カードを見られて勝てるとも思えない。

　だが特定できていない状態で、『アンティーク』を使ったイカサマを指摘もできない。

　ならば、都和子さんたちがイカサマを完全に見破ってくれるまで粘るしかない。

「少しでも粘ろうなんて、ケチなこと考えてるんじゃないだろうな？」

　図ず星ぼしを言い当てられ、言葉に詰まる。

「そんなんじゃ『アンティーク』抜きでも勝てやしないよ。絶対勝ってやるくらいの気持ちでいきな。『アンティーク』のほうはあたしが何とかしてやる。いいな」

「はい」

　都和子さんの発はつ破ぱに俺はケチな気持ちを捨て去る。

　そうだ。逃げ腰ごしになったら勝ち運まで逃げていってしまう。

　カードを見られていても、勝つつもりで行く。

「咲さきちゃんがお前とのことであんなに怒ってくれたんだ。応こたえてやらなきゃ男じゃないぞ」

　わかっている。

　咲が自分の身を代だい償しようにこんな賭かけに乗のったのは　俺おれのことを馬鹿にした霧きり島しまに対して──

　怒っていたからだ。

　だから咲は俺に反はん撃げきの機会を作ってくれたのだ。

「都と和わ子こさん、馬鹿にしないでください。いくら俺でもそのくらいはわかっていますよ」

「わかってればいいんだ」

「ねえ、彼女怒ってたの？」

　戻っていく都和子さんの後をついていったエリカさんの驚いたような声が聞こえ、俺は苦笑した。

　確かにエリカさんにはわからないだろう。

　あの無表情の向こう側に、怒りの感情が隠かくされていたなんてことは。

　あいつと付き合いの長い、俺と都和子さんだからこそわかったことだ。

　そう、俺たちにしか……

「──え？」

　そのとき俺の脳裏に閃ひらめいた言葉があった。




　怒った君もなかなか素す敵てきだね──




　それは霧島が言った言葉。

　どうしてだ？　どうしてあいつには咲が怒っていたのがわかったのだろう。

　咲にポーカーで勝った男だ。あの無表情の向こう側の感情を見抜いたということか。

　……いや、違う。絶対に違う。

　いくらあいつが凄すご腕うでのギャンブラーでも、それはない。

　咲のあの無表情の向こう側にある感情を、会ったばかりの人間なんかにわかられてたまるか。

「じゃあ、どうしてだ？」

　どうしてあいつは咲が怒っていることに気づけたんだ──？




　俺は場に戻る。

　ディーラーの人がそれを待っていたかのようにこう言った。

「照明の修理が思ったより時間が掛かるそうなので、このままでよろしいですか？」

　エリカさんからすでに連絡を受けている様子だった。

「私は構わないよ。どうせあと一ラウンドか二ラウンドで決着はつく」

「俺おれも続けて構わないですよ」

　椅い子すに座り、俺は霧きり島しまを見み据すえた。

　霧島が俺を見つめ返す。

　だが時間は与えなかった。




「あんたの番だ」

　──違う、俺の番だ。




　俺は口にした言葉を、一いつ瞬しゆんの間を空けて心の中で否定した。

「あんたの番だ」という言葉に反応してカードを捨てようとした霧島の手がなぜか止まった。

　まるで後付けした「違う、俺の番だ」という言葉に反応したかのように。

　霧島が改めて俺を見据える。

　俺はその目を真正面から受け止め、そして確信した。

　こいつは『アンティーク』で俺の心を読んでいる──




　　　　　　　　　◆




　私の持つ『アンティーク』──『心しん声せい』。

　それは相手の心の声を聞くことができる能力を持つ。

　こんな子供が『アンティーク』を知っているだけでも驚きだったが、まさか心を読んでいることまで見抜かれるとは……。

　やはり先ほど『アンティーク』のことが聞こえて、思わずコインを倒してしまったのが挙動不ふ審しんに見えてしまったか。

　だがそれがどうした。

　知られたからどうしたというのだ。




　──だからってそれをどう証明しろって言うんだ。




　そのとき少年の心の声が私の中に流れ込んできた。

　……そのとおりだ。

　お前もそのくらいのことは頭が回るみたいだな。そこまで馬鹿じゃなくて助かったよ。お前を馬鹿呼ばわりしたことは撤てつ回かいしてやろう。

　いくら気づいたところでどうしようもない。

　もし指し摘てきされたとしても白しらを切ればいいだけだからだ。

　このカジノにいる人間でどれだけの数が『アンティーク』を知っているというのだ。

　敗北を目前にして、適当なことを言っていると言えばいい。

　こんな子供が何を言ったところで、誰も信じない。

　さあ。それでどうする？

『心しん声せい』の存在を知ったところでお前に勝ち目はない。

　勝機など欠片かけらも残っていない。

　なぜなら心の声を消せるわけではないのだから。




　　　　　　　　　◆




　どうする？

　心の中を読まれているところまではわかった。

　だが、それだけだ。

　それをここで指摘するわけにはいかない。

　今、ここで『アンティーク』のことを叫んだからといって、エリカさんたち店の人は手を貸してくれない。

　イカサマだと誰が見てもわかるようなら話は別だが、そうでない場合はこちらがイチャモンをつけただけになってしまう。

　それで勝負を切り上げられてしまっては、咲さきを取り戻すチャンスすら失われてしまう。

「さあ、続けよう」

　いけしゃあしゃあと霧きり島しまが告げてくる。

　中断していたゲームが再開される。

　俺おれの残りのコインはわずか五枚。賭かけ金は俺が五枚ずつ。

　俺が負けるかフォールドしたらこの勝負が終わることに変わりはない。

　まだ見ていなかったカードを開く。

　……役なしだ。この期ごに及んでこれか。

「！」

　そこで思い出す。

　霧島は心を読むのだということを。

　考えてはいけない。何も考えないようにしなければならない。

　だがわかっていても、思考は止められない。

　一度見てしまった手て札ふだを俺おれの心から消すことは不可能だった。

　俺は顔を上げて霧きり島しまを見る。

　霧島がこれまでで一層色いろ濃こい笑みを浮かべていた。

　勝利を確信した笑みだ。

　手遅れだ。心を読まれてしまった。俺が役なしだということを霧島に知られてしまった。

　迂う闊かつだった。何も考えてはならなかった。考えないようにしなければならなかった。

　手て札ふだを知られてしまった。それも役なしだと。

　どうする？　どうすれば俺が勝てる？　俺が勝つ方法は何だ？　この状況でどうすれば俺は霧島に勝てる。

　そんな方法があるのか。

　役なしで、心を読める相手に勝つ方法はなんて本当にあるのか──




「────！」




　そのとき俺の脳裏に閃ひらめくものがあった。

　わかった。わかったぞ。俺が勝つ方法が！

　霧島が驚いたように俺を見る。俺の心の声が聞こえたのだろう。

　そうだ。今から俺はお前に勝つ方法を実現する。

「オーナーはいますか？　この店のオーナーは！」

　霧島が怪訝けげんな顔をするのを無視し、俺が大声で叫ぶ。

「何か用かしら、坊や？」

　と、奥からエリカさんが姿を見せてくれる。その呼び名から俺とは無関係を装い、その表情からは俺が何をしようとしているのか警戒感が見て取れる。

　もし助けを求めても、きっと無視されてしまうだろう。だが安心してほしい。俺はエリカさんを巻き込む気はない。

「金を貸してくれませんか？　コイン百枚」

「返すアテはあるのかしら？」

「これを。身分証明です」

　俺はカードケースをエリカさんに渡す。彼女はそれを確認して学生証を抜いた。

「払えない場合は取り立てに行くわよ。いいわね？」

「はい。コインは俺が取りに行きます」

「いいわ。こっちよ」

　俺はエリカさんについていって、コインを受け取りに行く。

「随分と危ない橋を渡るわね」

　エリカさんがこちらを見ずに、小声で話しかけてくる。こうして俺おれの申し出に乗ってくれたのは、彼女の最大の譲じよう歩ほだろう。

　俺のほうもこれは一つの賭かけみたいなものだった。この一時的な離席は作戦だ。この間に思いついた俺の勝つ方法を思考し、確定させる。

　この方法で本当に勝てるのか。パズルのピースのように思い浮かんだ勝機を、繫つなぎ合わせる。




　──だいじょうぶだ。勝てる。




　閃ひらめきを確信に変える。

　この方法なら、たとえ霧きり島しまに思考を読まれていても勝つことができる。

　俺は百枚のコインが入った袋を持って、テーブルに戻る。

「……何をするかと思えば。これが勝つ手段だというのか？　試合に負けて勝負に勝つと？　あいにく今さらコイン百枚持ってきたところで、彼女を返しはしないぞ」

　俺はコイン百枚の入った袋をテーブルに叩たたきつける。

「何？」

「あんた認めてたよな？　コイン百枚で咲さきを賭かけるって。約束どおり賭けてもらうぞ、咲を」

「……正しよう気きか？」

　俺の手て札ふだを知っている霧島には信じられないことだろう。だが、

「正気だよ。もちろん勝つチャンスって意味も含めてな」

「くだらん。自や棄けになった人間に何を言っても無む駄だだ。いいだろう。レイズ。この少女を賭けよう」

　ディーラーが俺に賭け金を目で窺うかがう。もちろんこれははったりなんかじゃない。

「レイズ。百枚」

　霧島がカードを交換しようとして、俺はそれを制する。

「待てよ」

「何だ？」

「まだだ。まだ終わっちゃいない」

　咲とコイン百枚を賭け合うのは、俺の勝つ方法ではない。

　これは咲を取り戻すための準備でしかない。

　ここからが勝利の一手だ。

　これまで俺は『ヴィジョン』の映像によって、これから起こりうる死の未来を回かい避ひした。

　だが今回は逆だ。

「さらにレイズだ」

　死の未来を視みるために俺は──

「この俺おれの命を賭かける」

　その瞬しゆん間かん、俺の脳裏にノイズのような痛みが走った──




　　　　　　　　　◆




「命を賭ける、だと？　何を馬鹿な……」

「咲さきの身み柄がらを要求したのはお前だ。命の賭けを認めないなんてことはないはずだ」

「お前……」

　私の『アンティーク』を見破ったくらいで、いい気になるなよ。

「命を賭けるというからには、負けたらこの場で死ぬくらいのことはしてくれるんだろうな？　それとも私に殺せというのなら願い下げ……」

　少年はさっきスタッフがミネラルウォーターを持ってきたグラスを割り、喉のどに押しつける。

「もし俺が負けたら、これで死んでやるよ」

　観客が騒そう然ぜんとする。やめろと口々に言うが、止めようとした反動で喉を切り裂さきかねないため、手は出せない。

「馬鹿げたことを。おい、やめさせろ。このカジノはこんなふざけた真似まねを許すのか？」

「構いませんわ」

　と、このカジノのオーナーの女がそれを認めた。

「もちろん普段ならこんな真似は許さないところですが、先にそちらの少女を賭け金の代わりにしたのはあなたです。それを止められなかったのは我々の落ち度。ですから私の責任で、この勝負を特例で認めます」

　……こいつ、この少年とつながっているのか。

　この『心しん声せい』は不特定多数の心の声を聞けるわけではない。保持者が注意を向けた対象の思考を読むことができるだけだ。

　まさかこんな子供がオーナーとつながりがあるとは思わず、彼女の思考は読んでいなかった。

　だが関係性があるならなおさらだ。命を賭けるなんて馬鹿げている。

「正しよう気きか」

「ええ。もっともできることなら、あなたにフォールドしていただきたいのですけれど」

　……なるほど。そういうことか。

　席を離れるまでは、思考としてまとまっていなかった彼の言う勝機とやらがやっとわかった。

　ここで私がフォールドした場合、私は少女をただで彼に返すことになってしまう。

　これが勝つ策だということか。

　冗じよう談だんではない。こんなくだらない脅きよう迫はくに屈してたまるか。

　命を賭けるなど、ここまで浅せん慮りよで無計画な人間は見るに耐えない。

「いいですよ。続けましょう。責任は取っていただきますよ」

　どうせ私の勝ちは覆くつがえらない。

「私は降りない。こんなことで勝てると思ったら大間違いだ。命が惜おしかったら君がフォールドするんだ」

「あんたこそ、怖かったらフォールドしろよ」

「なに？」

「俺おれが賭かけたのは俺の命、あんたが賭けたのは咲さき。この勝負で俺が勝てば、俺が賭けた命の分はあんた自身が支払うんだ。

　──つまりはあんたの命で払ってもらう」

「！」

　そうだった。この勝負に負ければ私も命を失わなければならないのだ。

　いや、そんなことになるはずがない。

　そうなったら、逃げればいい。

　金を払って、少女を置いて、何なら『アンティーク』も捨てて逃げてしまえばいい。

「それに俺はこれだけで勝とうなんて思ってない」

「なに？」




　──俺のカードはハートの２、ダイヤの４、クラブの５、スペードの７と９。




　少年の心の声が聞こえてきた。

　先ほどまでは勝利の方法を考えないようになるべく思考を止めていた。あるいは単に興奮していただけかもしれない。

　だが今は私に読ませるために、わざと訴えかけているかのようだった。

　一方通行の心の会話。

　思わず口元がにやついてしまう。

　役なしどころか、ろくなカードがない。そんなものでどうやって勝とうというのか。

　私の手であるＡのフォーカードなんてもったいないくらいの手だった。




　──もちろんこれで勝てるとは思っていない。だからこうする。




　と、少年は五枚全部のカードを場に捨てた。

「五枚全すべてですか？」

　ディーラーが確認のために少年に問いかける。

「はい」

　少年は頷うなずき、肯こう定ていする。

　ディーラーは五枚のカードを少年の前に配った。

　だが、彼はこのカードを開こうとはしなかった。

　それが勝つための策というわけか。

　勝つための策というから何かと思えば、カードを見ないだけか？

　馬鹿馬鹿しい。

　確かにカードを見なければ、そこにどんなカードがあるかはわからない。

　つまり私が彼の心を読んでも、彼の役はわからない。

　だが私の役はＡのフォーカード。手て札ふだの中には死神──ジョーカーが笑っている。

　こちらにジョーカーがある以上、彼にファイブカードはない。

　つまり私に勝つには、彼の手はロイヤルストレートフラッシュしかない。

　そんなものを引き当てられるはずがない。

　最後の勝負に限っては、心を読む必要もなかった。




　　　　　　　　　◆




　聞いてるか？

　聞いてるんだろう？

　いいことを教えてやる。

『アンティーク』を持っているのが、そして使えるのがお前だけだと思うなよ。

　俺おれも『アンティーク』を持っている。

　名前は『ヴィジョン』──未来を予見する『アンティーク』だ。

　どうせ心の声で噓うそはつけないから教えてやる。

　この『ヴィジョンは』全すべての未来を視みられるわけじゃない。宝くじの番号も明日あしたの天気もわかりゃしない。だがただ一つ視ることのできる未来がある。

　それは死の未来だ。

　俺は俺の命を賭かけることで、死の未来を予見した。

　そして俺は視た。

　お前に負けた俺が命を落とす未来を。

　そして──

　そのとき負けたカードの役がハートの２とスペードの２のワンペアだったことを。

　わかるか？

　俺はそのハートの２を捨てた。

　つまり、俺がハートの２とスペードの２のワンペアで負ける未来はなくなったってことだ。

　そして今はもう俺おれの勝利はもう確定している。




　　　　　　　　　◆




「なぜだ？　これで五分。お前の勝ちが決まったわけじゃない」

　思わず口に出して聞いてしまったが、もう気にはしない。

　なぜ少年の勝利が確定しているというのだ。

　２のワンペアで負ける未来をなくしただけだろう。これで五分。いや、私のカードを知っていれば、五分とも言えないはずだ。




　──わかってないな、あんたは。




　何がわかっていないというのだ？




　──２のワンペアで負ける未来を変えた。その後、もう俺が死ぬ未来は視みえない。つまり、俺がこの勝負に負ける未来はなくなったってことだ。




　少年の言葉でそれに気づかされる。

　だが、そんなことを信じられるか。

　私は勝利を確定させるためにコールし、もう一枚のＡを、あるいは彼のロイヤルストレートフラッシュを封じるカードを引き当てようとする。だが配られたカードはただのスペードの３だった。

　少年のカードを見る。

　見たい。あのカードを一枚でいいから見たい。そうすれば私が勝てるかどうかがわかる。

　どうなんだ？　あの裏返ったカードの中身は何なんだ？

「ステイ」

　彼はわずかな躊ちゆう躇ちよもなく、自信すら見せてカードの交換を放ほう棄きした。

　これで二回目のカード交換は終了。

　ショーダウンか、フォールドか。

　何を迷っているのか。この私が負けるはずがない。ディーラーから配られたカードがロイヤルストレートフラッシュになるだと？　だが、待て。あのオーナーは少年とつながっていた。このディーラーもつながっていないとは限らない。

　もしかしてさっき席を離れたときに打ち合わせをしてきたのか。

　オーナーの心を読む。だが彼女自身、場に出た少年のカードの中身はわかっていない。そんな心の声は聞こえない。むしろわずかに緊張すらしてカードの中身を気にしている。

　ディーラーの独断か？　いや、こいつもわかっていない。どのような結末でも受け入れ、静かに勝負が決するのを待っている。

　ではこの少年の自信はなんだ？　なぜ命を賭かけて平気でいられる？

「お、お前は怖くないのか？」

「何がだ？」

「命を賭けているんだぞ」

「ああ、怖いさ。だけどこんなことは何度も経験している。腹の据すえ時ってのは理解している」

　こんな子供が何度も命のやり取りを経験しているだと？

　だが、それは噓うそではなかった。

　心の声がそれを否定しなかった。

　心の声に噓は含まれない。

　噓を噓と認識している声が聞こえ、噓が噓だとわかるのだ。

　噓を口に出さずに心にしまいこむことはできても、噓を心に浮かべずしまいこむことはできない。

　なぜなら心以外の行き場所がないからだ。

「それに負ければ失うものがある。命を賭けて取り戻せるなら、いくらでも賭けてやる」

　少年は、私が奪った少女を見つめ、揺るぎない意思と眼めで言った。

「誰にもあいつは渡さない」




　　　　　　　　　◆




「……フォールド」

　霧きり島しまが肩かたを落として呟つぶやいたとき、観客から喚かん声せいが上がった。

　俺おれが咲さきに向かって笑みを浮かべると、咲はちっとも嬉うれしそうな顔を見せず、俺のところにやってきた。

「また無茶なことして」

　さすがに自殺による『ヴィジョン』は視みたことがなかった。

　我ながら無茶で無む謀ぼうなことをしたものだと思う。

　死ねる勇気なんて俺にはないものと思っていたが、どうやらちゃんとあるらしかった。

　二度と使いたくない勇気だ。

「よく勝てたわね」

　咲が五枚のカードをめくり終えて言った。

　それは『ヴィジョン』が視せた２のワンペアよりも弱い唯一の役──役なしブタだった。
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　　　　　　　　　◆




『心しん声せい』を手に入れたときの話だ。

　その不思議な店の女店主は、私が欲しいものをこの『心声』だと言った。

　だが私は別に他者の心の声がわかる道具など欲してはいなかった。

　彼女は私自身が気づかない望むものだとか言っていた。押し売りのような印象も受けたが、金額的には大したものではなかったので、購入することにした。

　しかしこの『心声』を手に入れた私は、やはりどう使っていいのかわからなかった。

　……私は馬鹿ではない。

　この『心声』を使えば、対面する人間の心の声──本心や本音を聞き出すことができるのだから、そういう使い方をすればいい、ということくらいはわかっている。

　ただあいにく、人間嫌ぎらいの私は他者に対して興味がなかった。

　昔から他者とは一線を引いていた。

　それは今も変わらない。

　だから相手の心の声をなどを聞いても意味がなかったのだ。

　店の女店主はこの『心声』は、私が気づいていないだけで実は望んでいるものと言っていたが、到底そうとは思えなかった。

　もちろん試しに使ってはみた。

　だが人の心の声が聞こえても、何一ついいことはなかった。

　隠かくしている本音など聞いても何の得にもならない。

　相手の求めている答えを言えたとしても、社交辞じ令れいがうまくなるだけ。

　相手の求めているものがわかっていても、気が利く程度の評価しか得られない。

　むしろ本音が聞こえてしまう分、相手に合わせることばかりに囚とらわれてしまった。

　それ自体は人受けがよかったが、私自身は空むなしさを覚えるだけだった。

　私は他者の心が求めている答えをおうむ返ししているだけだったからだ。

　確かに事前に答えを知りたがる私には、相手の望むものが何かを知るのはとても楽だった。ただ、そもそも人間関係の形成を望んでいない私には、あまり意味のあるものではなかった。

　結果、『心しん声せい』の有効利用の方法は見つからず、カジノで悪用する程度の使い方しかできなくなった。

　もっともその『心声』もあのカジノに没収されてしまった。

　だが、それでよかったのかもしれない。

　使い方がわからなく、有効利用できないことがわかっても、特別な力を自ら手放すことはできなかった。しかし強制ならば仕方ない。

「霧きり島しまさん」

　電車に乗っての帰宅中、声を掛けてきたのは会社の女性だった。

「こんなところで偶ぐう然ぜんですね」

「ああ、そうだね」

「あ、少し時間があったら相談に乗ってもらえませんか？　先せん輩ぱいのことなんですけど……」

　相談、か。あの『心声』を手に入れてから、相手の考えていることがわかっていた分、それまで適当にしていた受け答えを、相手の望む答えで返してやれるようになった。

　私自身の対人関係における適当具合は同じものだったが、他者が受ける印象は別物らしく、相談が多くなっていた。

　やれやれ。今日は何が聞きたいんだ？

　私は彼女の心の声に耳を傾けた。

　だが、声は何も聞こえなかった。

　そうだった。『心声』は没収されたのだった。

「……あの人、わたしが失敗をしたらいつも怒るんですよ。他ほかの人にはそんなふうにしないのに。それってどうしてだと思います？」

　そんなもの嫌きらっているからじゃないのか？

　いや、待てよ。会社の先輩なら、それは指導ということもある。

　あ、いや、その先せん輩ぱいは確か男だったな。下した心ごころがあるんじゃないのか？

　でも確かその先輩と彼女は交際していたはずじゃなかったのか？

　下心なんて言い方をしたら不快な思いをさせてしまうかもしれない。

　あ、いや、確か一ヶ月前に別れたという話も聞いたような気がする。

　……誰に聞いた？　もし誰からも聞いておらず、私が心の声を聞いていたのだとすればそれを知っていることはおかしい。

　どうだった？

　いや、それよりもこの場合は何て返せばいいんだ？

　わからない。

　わからない。

　ああ、これだ。

　これが嫌いやだったから、私は人が嫌きらいになったのだ。

『心しん声せい』のせいで、余計な人間関係ができてしまった。何が私の望むものだ。こんなものは望んでいたわけではないのに。

「あの、どう思います？」

　答えを催さい促そくされる。

　どうする？

　どう答える？

　いつも心の声をおうむ返しにしていた私には、答えのない問いかけに答える言葉は持ち合わせていなかった。

　私は自分が思っている以上に『心声』に依存していたことを知った。

　この『心声』を手に入れたときの彼女の言葉が蘇よみがえる。

　あの不思議な店の女店主は、私が欲しいものをこの『心声』だと言った。それはこういうことだったのか。

　だがもう後あとの祭りだ。

　適当に答えようにも、どう適当に答えていいかも思い浮かばない。

　私の言葉はどこに行った？




　　　　　　　　　◆




「ま、結果オーライってとこか」

　都と和わ子こさんは、手にした『心声』を放り投げてはキャッチしてにやついていた。

　この『心声』は波は紋もんをモチーフにしたような何重もの円が重なりあったピアスの形をしていた。霧きり島しまの耳に光っていたのはピアスではなく、『アンティーク』だったのだ。

「一時はどうなるかと思いましたよ」

「これに懲こりたらギャンブルなんて手を出すのはやめるんだな」

「でも、咲さきのポーカーフェイスがあれば普通の勝負なら勝てるかも」

「まだ懲りてないのか」

　都と和わ子こさんが俺おれの頭を軽く叩たたいた。

「痛ぇ。というか、元々は都和子さんがあそこに行ったからでしょうが！」

「都和子さんはあのエリカさんってお友達を助けるために行ったんでしょう？」

　俺の揶や揄ゆに、咲さきが反論してくる。

「ん？　あいつは別に友達でもなんでもないぞ。最近知り合っただけだ」

「じゃあ、お友達じゃないのにどうして助けようなんて思ったんです？」

「『アンティーク』が欲しかったからですか？」

「いや、あそこでポーカーやって大負けして、負け分払えなくなったから、代わりに働くってことになったんだ。そしたらたまたま霧きり島しまの話が出てきて、『アンティーク』が関わってるんじゃないかと思って口を滑すべらせちまったんだ。

　いやー、本当に関わっているとは正直思わなかったけどな」

　都和子さんはからからと笑った。

「人のこと欠片かけらも言えないじゃないですか」

「人の振り見て我が振り直せってことさ」

　都和子さんは悪びれもせずにそんなことを言った。

「ま、雨降って地じ固まったし、悪いことばかりじゃなかったろ？　咲ちゃんは刻也ときやのことで怒っちゃうし」

「何のことですか？」

「やだよー、照れちゃって。自分が刻也に似合わないって言われて怒ったんだろ？」

「…………違います」

「咲は俺が馬鹿にされたから怒ったんだと思ってたんだけど……」

「それも違うわ。ただあの人が失礼だったから怒っただけよ」

　そう言うと、咲は不ふ機き嫌げんになって歩くスピードを速めて前に行ってしまった。うーむ。もしかしたら咲が怒ってるかどうかってわかりやすいのか？

　霧島のイカサマを見抜いた最たる要因が実は大したことないのかもと思って、俺は今さらながらに汗あせをかいた。

「ま、咲ちゃんだけじゃなくてお前のほうもな」

　都和子さんが俺に耳打ちしてくる。

「何のことです？」

「誰にもあいつは渡さない、だよ」

「いっ！」

　俺おれは思い切り動揺し、都と和わ子こさんに耳打ちをし返す。

「何でそれを知ってんですか？　あ、『心しん声せい』を使ったんですか？　卑ひ怯きようですよ」

「何が？」

「だってそれは心の中で……」

「お前、思い切り口に出してたぞ」

「え？」

「咲さきちゃんにも聞こえたはずだぞ」

「ええっ！」

　……しまった。興奮して心の声で叫んだつもりが、口に出してしまったようだ。

「あ、あれはただ霧きり島しまに渡すつもりはないという思いが、思わずああいう内容になっただけで……」

「お前に渡さないじゃなくて、誰にも渡さないだもんな。お前独占欲強かったのな？」

「誰にもって別にそういう意味じゃ……」

「ほう、じゃあ誰ならいいんだ？」

「…………」

「別にごまかすことはないだろ」

　心の声は噓うそがつけない。

　でも口に出した声にだってつけない噓もある。

　何も言い返せず、都和子さんから目を逸そらしつつ、俺は斜め前を歩く咲を見る。

　咲の表情はいつもと変わりない。

　勝負の後も何一つ変わりはなかった。

　咲はあれを聞いて、何と思ったのだろうか？

「都和子さん、その『心しん声せい』をちょっとだけ貸してもらえませんか？」

「だめだ」













　　　第三章　小指







　運命の赤い糸、という言葉がある。

　将来結ばれる運命にある男女は、小指と小指が見えない赤い糸で結ばれているというのだ。

　だから出会いも、別れも、どんな関係を経由しても、最後にはその人に辿たどり着ける。

　いや、最後に選んだ人こそが、運命の赤い糸で結ばれた人ということなのかもしれない。

　ただ俺おれは運命という言葉があまり好きじゃない。

　なぜなら誰かに決められているんじゃなく、自分が選んで決めたのだと思いたい。

　でも。

　もしも本当に運命の赤い糸なんてものがあるのだとしたら。

　俺の赤い糸は誰に繫つながっているのだろうか。

　俺はもうその誰かに出会っているのだろうか。




　　　　　　　　　◆




　あの人と別れたの。

　あの人はあたしの全すべてだったの。もう生きて行く自信がない。

　さよなら、友ゆうくん。今までありがとう。




　留る守す電でんにそんなメッセージが入っていたことに気づいたのはほんの数分前。

　携けい帯たい電話の電源を切っていたことが悔くやまれる。

　僕は彼女を探して街を走り回っていた。彼女といっても僕は彼女と恋人関係でもなければ、別れた彼氏でもない。

　親同士が友達の、家が隣となり同士の、生まれたときから十六年来の幼おさななじみ。

　それが僕と彼女の関係性。

　彼女を一ひと言ことで例えるなら「恋多き女」だった。

　といっても浮気をするとか、何なん股またも掛けるとかそんなんじゃなくて、恋をしていないと生きていけない、そんな少女だった。

　恋こそ人生の全てというのが彼女の口癖ぐせ。

　名は体たいを表す彼女の名前は早乙女さおとめ歌か恋れん。

　彼女は恋をして、付き合って、別れてを繰くり返す。

　別れた直後の、この世の終わりみたいな顔をして涙なみだする彼女を慰なぐさめるのはいつも僕の役目だった。

　だけど、今回に限って僕は家を留る守すにして、携けい帯たい電話の電源を切っていた。

　だからこんな電話は初めてだった。

　まさか、とは思う。

　だけど不安を覚えて僕は街を駆かけていた。

　彼女の行きそうなところは大体知っている。

　学校、公園、喫きつ茶さ店、カラオケ、図書館──どれも彼氏との思い出の地。

　歌恋と彼氏の思い出の場所で僕が知らない場所はない。

　おそらく彼氏よりも知っているのではないかと思う。

　全すべては歌恋から聞いた、彼女の恋愛話のおかげ。

　歌恋は彼氏と別れると、思い出の地を巡めぐる習性がある。そして最後に、出会った場所か付き合うことになった場所に行く。

　歌恋が彼氏と出会ったのは、確か街を隔へだてる川をまたぐ橋だった。

　そこに行けば彼女がいるはずだ。

　けれど、あの留守電のメッセージと川をまたぐ橋という組み合わせが不安を搔かき立てる。

　歌恋、馬鹿なことをするなよ。

　もしもどうしてもよりを戻したいのなら僕が何とかしてやるから。

　だから間に合え。間に合ってくれ。

　僕は一心に念じ、歌恋の思い出の橋に辿たどり着く。

　橋の真ん中、手すりの前でたたずむ彼女の姿が見えた。

「歌恋！」

　僕は橋をダッシュで渡り、歌恋を摑つかまえる。

「歌恋、馬鹿なこと考えるな！」

「あ、友ゆうくん」

　歌恋が昔からの相あい性しようで僕を呼ぶ。

　その目はどこかぽーっとして、夢見心地のように見える。そう。数時間前に僕に死を予感させるような留守電を入れたことなんてすっかり忘れてしまったかのように。

　そんな歌恋は僕を見つめ、

「あたしね。新しい恋を見つけたの」

　と、頰ほおを染めて言った。

　脱力して腰こしを落としつつ、僕は素直にこう思った。

　…………ああ。いつもの彼女だ。




　　　　　　　　　◆




　──好きです。付き合ってください。




　放課後、校門の前でいきなり告白をされた。

　それは昨日きのう、橋で出会った少女だった。

　学校から付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんに向かう途と中ちゆうのことだった。

　橋を渡っていた俺おれは、手すりから十数メートル下の川面かわもを見下ろしている少女を見つけた。見つけたというよりは視界に入っただけのことで、もちろん素通りするつもりだった。

　ところが。

　そのとき俺の脳裏にノイズのような痛みが走った。

　そう。『ヴィジョン』が発動し、少女が眼下の川に身を投げる未来の死に様ざまが視みえたのだ。

　唐とう突とつだった。予想だにしなかった。面識のない少女の死が視えるとは思っていなかった。

　以前もまったく面識のない人の「死」がすれ違い様に見えたことがあった。その人を救うことはできなかったが、今回は咄嗟とつさに反応できた。

　今まさに身を投げようとしている彼女の腕うでを摑つかんで、橋に引き戻した。

　彼女はびっくりしたような目で俺を見ていた。

　そんな彼女に死ぬなんてやめるように俺は説得をした。彼女は思ったよりも素直に「はい」と頷うなずいてくれた。

　心配ではあったが、もう死なないという彼女にいつまでも付きっ切りでいるわけにもいかず、俺はその場を後にした。

　実は少し離れた場所で彼女を見ていたのだが、彼女はもう死ぬ様子を見せなかった。しばらくして友人らしき人間も来たので、俺は安心してその場を去り、彼女のことは完全に頭の中から抜け落ちてしまっていたのだが……。

　いきなり告白と来たもんだ。

　予想を裏切るどころか、完全に予想の範はん疇ちゆう外の出来事に俺は何も反応できなかった。

「おいおい、他校の生徒とどうしてそんなことになるんだ？」

　たまたま一緒に帰っていたクラスメイトの新しん庄じように肘ひじでつつかれる。

「命の恩人なんです。あの……お名前聞いてもいいですか？」

「来栖くるす。来栖刻也ときや」

「刻也くん。素す敵てきな名前ですね」

「君の名前は？」

「あたしは早乙女さおとめ歌か恋れんっていいます。歌恋って呼んでください」

「わかった」

　と、新しん庄じようが俺おれに代わって次々に質問し、あるいは質問に答えてくれた。

　話を聞いたところによると、彼女の名前は早乙女歌恋。隣となり町にある高校の一年生。俺よりひとつ年下だった。

　ふわふわしたツインテールの髪かみ、目が大きくぱっちりとしていて童どう顔がんだが、どきりとさせる女性的な魅み力りよくも持っている。お世せ辞じ抜きで、クラスや学校のアイドルになれるほどの美少女だった。

　昨日きのう一目見た制服で、どこの高校かを調べて、こうして待っていたとのことだった。

「で、歌恋ちゃんは命の恩人である来栖くるすに恋をしたと」

「はい。これって運命だと思うんです」

　恋に恋する少女といった感じで、両手を意外に大きな胸の前で組んで俺を見つめてくる。熱視線とはこのことで、あまりに熱すぎる視線に俺は目を逸そらさざるを得なかった。が、その逸らした視線を新庄の一ひと言ことが引き戻す。

「でも歌恋ちゃん。こいつ彼女いるよ」

「え？」

「いっ？」
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　早乙女さおとめさんだけでなく、当の俺おれも驚いた声を上げる。

「誰のこと言ってるんだよ？」

「咲さきちゃんだよ。ほら、バイト先の」

「あいつはまだそんなんじゃねぇよ」

「本当ですか？」

　俺の否定を耳にして、早乙女さんが割って入ってくる。

「彼女さんはいないんですね？」

「え？　あ、いや……」

「よかったぁ」

　彼女は心しん底そこ安心したように吐と息いきする。目が潤うるんだりもしている。

「あ、すいません、ちょっと」

　と、早乙女さんは携けい帯たい電話が鳴ったらしく俺たちに背を向けて何かを確認する。「あ、いけない」と小声で呟つぶやくのが聞こえた。

「今日はいきなり押しかけてごめんなさい。本当はお礼を言うだけのつもりだったんですけど、つい我が慢まんできなくて。でも……あなたのことが好きなのは本心です。返事待ってます」

　と、早乙女さんはぺこりとおじぎをして去っていった。

　何もできず、何も言えず、一方的な相手ペースのまま二度目の出会いは終了した。過ぎ去った嵐あらしを前に、俺は未だに心ここにあらずだった。

「あーあ、知らねーぞ」

　と、新しん庄じようが呆あきれた調子で言ってくる。

「あの様子だとあの子また来るな。つーか、押しに押してきそうだぞ」

「そうなのか？」

「ほぼ確実。面倒なことにならないといいけどな」

「面倒なことって何だよ？」

「咲ちゃんのこと」

「だ、だからあいつはそういうんじゃないって」

「なあ、お前さっき何て言ったか自分でわかってるか？」

「何がだよ？」

　新庄は、会ったこともないのに都と和わ子こさんそっくりのいやらしい笑みを浮かべて言った。

「あいつとはまだそういうんじゃないって、そう言ったんだぞ」

「そ、そんなこと……」

「言った」

　新庄にばっさりと言い切られ、ぐうの音もない。とはいえ、本当に咲はそういうのではなく、まだと言ったかもしれないが、そういう予定があるわけでもない。

「まあ、すげー可愛かわいかったしな。乗り換えても悪くはないんじゃねーの？」

「誰が乗り換えなんて……！」

「ほれ、乗り換えるってことはもう片方には乗ってるんだろ？　あ、変な意味じゃなくてな」

「…………」

　この手の話に関しては新しん庄じようのほうが一枚も二枚も上うわ手てのようだった。




　　　　　　　　　◆




「まだ告白したらダメだって言っただろ？」

「ごめんね、友ゆうくん。でもつい抑おさえきれなくって」

　歌か恋れんは小首を傾かしげて僕を見上げ、両手を胸の前で合わせて謝った。こうして謝られると男は必ず許してしまうという歌恋の必殺技だ。ちなみに歌恋はこれを無意識にやっている。

　歌恋から聞いた制服や鞄かばんから彼──来栖くるす君というらしい──の学校を割り出したのは僕。

　彼女の恋の橋渡しをしてあげるのはいつも僕の役目だった。今回もお礼を言いがてら、お近づきになるように指示したのは僕だけど、告白はしないように釘くぎを刺さしていた。

　断られたら、そのあと近づきにくくなるからだ。

　もっともたとえ断られたとしても、僕が何とかしてあげるのだけれど。

「友くんがいればうまくいくよね？」

「信用してもらえて嬉うれしいよ」

「するよ。だって、いつも友くんにお願いするとうまくいくんだもん」

　正確に言えばいつも、ではない。一度だけ失敗したことがある。最初の失敗だ。

　それは中学生のときだった。

「彼、あたしのことどう思ってるのかな？」

　他人の色いろ恋こい沙ざ汰たに関わるなんてあまり乗り気はしなかったが、歌恋のために僕は彼のことを調べた。

　彼の好きな奴やつ知ってる？　彼ってどんな女の子がタイプ？

　誰が好きなのかはわからなかったけど、タイプ的には歌恋に合っていた。

「いけるんじゃない？」

　いい加減な気持ちと何となく集めた情報で、僕は彼女の背中を押してしまった。

　彼女は告白。そして玉ぎよく砕さい。そいつが好きだったのは別の女の子だった。それ以前に、よその学校に恋人がいたのだ。

　歌恋は号ごう泣きゆうした。

　今まで見たこともないくらいに、哀かなしそうに。

　僕は歌恋を泣かせたことを後悔した。

　どうしてもっときちんと調べなかったのか。

　どうしてそいつの好きな人が歌か恋れんじゃないと気づけなかったのか。

　もっとちゃんと調べていれば。

　そうすれば歌恋が泣くことはなかったのに。




　その日から歌恋は学校を休んだ。

　電話をしても出てくれず、家に行っても部屋から出てきてはくれなかった。

　嫌きらわれたのだと思った。

　僕は歌恋を失うことを恐れ、でもできることなんてなくて、途と方ほうにくれて街を歩いていた。

　そんなときだった。その店を見つけたのは。

　どこをどう歩いていたのかは覚えていない。どこにあった店なのかもうろ覚えで。

　ただ入り組んだ路地裏の奥の奥にある小ぢんまりとした古びた店だったことだけは、かすかに覚えている。

　僕は悩みに悩み、何か歌恋が欲しがりそうなものをプレゼントして仲直りをしようと思い、その店に入ってみた。

　店にいたのは一人の女性だった。

　当時中学生だった僕に、女性の年ねん齢れいを見分ける術すべなんてなかったので、年上の綺麗きれいな女性だったことくらいしか覚えていない。

「いらっしゃい。何をお探し？」

　と、落ち着いた声で呼びかけられた僕は答えに窮きゆうした。

　歌恋は雑貨が好きだったけれど、かわいらしいファンシー雑貨とかいうのが好みで、この店にあるような壺つぼとか、壁掛け時計とかいう年代物の雑貨は好みではない。

「あの、何かもっと可愛かわいらしい雑貨みたいなものはないですか？」

「残念だけど、ここに雑貨は置いていないわ。置いてあるのは『アンティーク』だけ」

　アンティーク──骨こつ董とう品ひんとか美術品の意味だったはずだ。残念だけど、僕の欲しい物はなさそうだった。

　そんな僕の思いを表情で察したかのように、店の女性はこう言ってきた。

「『アンティーク』と言っても、骨董品とか美術品のことじゃないわよ？　力ある古人や魔ま術じゆつ師しが作ったと言われる魔術道具や人間の怨おん念ねんが乗り移ったり自然の霊れい力りよくが宿ったりして力を持った呪じゆ物ぶつと呼ばれるものを指してそう呼ぶの。

　よくあるでしょう？　不幸を呼ぶ石、呪のろいの藁わら人形、死に様ざまが映る三面鏡、とかね？」

「…………」

　よくわからなかったけど、とにかくそんな恐ろしそうなもので歌恋の機き嫌げんが直るとは思わなかった。

　僕は店を出ようと、店の女性に軽く会え釈しやくをして、踵きびすを返そうとした。

　そのとき、彼女の小指にある赤色の指輪に目を留めた。

「これ？」

　店の女性は僕の視線を辿たどり、芸能人が結婚記者会見でそうするように、僕に指輪を見せてくれた。

　それは珍しい指輪だった。束ねて、編み込まれ、複雑に絡からみ合わされた赤い糸が模様のように見え、けれど決して安っぽくはない指輪となっていた。金属や革かわの指輪というのは知っているけれど、こういうのは初めてだった。

「これが欲しいの？」

「欲しいというか、目に留まったというか……」

「そう。それなら仕方ないわね」

　彼女は指から指輪をはずして、僕の小指にそっと通してくれた。

「あの……」

「『アンティーク』は持ち主を選ぶわ。この『赤糸』があなたの目に留まったということは、あなたを惹ひきつけたということ、つまりあなたを選んだのよ」

「『赤糸』？」

「そう。それがこの『アンティーク』の名前」

「はぁ」

「能力は運命の赤い糸を見ることができる。そしてその運命を捻ねじ曲げて、赤い糸を繫つなぎ換えることができるのよ」

　能力？　運命の赤い糸？

　僕にはその女性の言っていることがわからなかった。でも熱に浮かされたように、あるいは夢に見せられたように、その言葉を聞いていた。

「でもね、運命は変わるものよ。『赤糸』で見えた運命が全すべてではないわ」

　彼女はそこで一度言葉を止めた。

　でも話はそれで終わりではなかった。

　彼女はそこで初めて笑顔以外の表情を浮かべた。

　それはどこか遠くのものを見つめた、何かを哀あわれむような表情。

　そして最後にこう付け加えた。

「逆に、捻じ曲げた運命には必ず歪ゆがみが生じる。そして運命は元の形に戻ろうとするもの。もしも運命を捻じ曲げるのなら、それをよく覚えておきなさい」




　店を後にして、通りに出た僕はおかしな光景に目を疑った。

　世界が一変していたと言ってもいい。

　広がる視界に赤い線が引かれていた。

　一本や二本ではない、視界を埋うめ尽くすほどの無数の赤い線が縦じゆう横おう無む尽じんに走っていた。

　どうしたんだ？　ついさっきまでそんなものはなかったはずだ。

　ついさっき──そう、あの店に入る前までは。

　そのとき、僕の頭の中にあの店の女性の言葉が蘇よみがえる。




　能力は運命の赤い糸を見ることができる──




　僕は小指につけてもらった指輪を見た。指輪は視界の赤い線を束たばねたように僕の小指につけられている。

　そして気づく。

　視界に走っている赤い線が、赤い糸であること。

　注意して見てみれば、その赤い糸が道行く人の左手の小指から伸びていることがわかった。

「これが運命の赤い糸ってことか？」

　僕はさらに注意深く観察する。

　目の前の男性の小指から伸びている赤い糸は、隣となりを歩いている女性の小指に繫つながっていた。

　隣を一人歩く女性の小指から伸びている赤い糸は、そのままどこか遠くまで伸びていた。

　後ろを歩くカップルの小指から伸びている赤い糸は、互いに別の方向に向かって伸びていた。

　運命の赤い糸──

　僕の目には、今それが確かに映っていた。

「！」

　そのとき、中学生のカップルが向こうから歩いてくるのがわかった。

　女の子のほうは知らなかった。でも男のほうは知っていた。

　歌か恋れんが好きだった、そして振られてしまった奴やつだった。

　そいつは僕に気づかず、すぐ近くを通り過ぎていく。

　僕はそいつの小指を見た。その赤い糸は、確かに隣にいる女の子の小指に繫がっていた。

　すれ違い様ざまに見たそいつの幸せそうな顔が目に焼きついた。

　歌恋が泣いている今。

　歌恋が落ち込んでいる今。

　歌恋が哀かなしんでいる今。

　そいつは幸せそうな笑みを浮かべて、恋人との時間を過ごしていた。

　これは逆さか恨うらみだ。歌恋が勝手に好きになって、そして振られただけだ。

　そいつに罪があるわけでも、そいつに悪意があったわけでもない。ましてや隣の少女は知りもしない。

　それでも僕は許せなかった。

　僕はそいつの後を追い、二人を繫つなぐ赤い糸を摑つかんだ。摑めてしまったことに対する驚きはまったくなかった。




　そしてその運命を捻ねじ曲げて、赤い糸を繫ぎ換えることができるのよ──




　あの店の女性の言葉が蘇よみがえるより前に、僕はその赤い糸を、二人を繫ぐ運命の赤い糸を引きちぎっていた。

　二人の背中を見送る。

　しばらくして二人のつながれていた手が、ほどけた。

　並んで歩いていた肩かたが、離れた。

　仲なか睦むつまじく交わしていた会話が、途と切ぎれた。

　そして周囲に聞こえるほどの口論が始まり、彼は右へ、少女は左へと道を分かってしまった。

　これは決して偶ぐう然ぜんではない。

　これは『赤糸』の力だ。

　僕にはそれが当たり前のことのように受け入れられた。

　僕の手には、引きちぎった男の赤い糸が握にぎり締しめられていた。




「友ゆうくんにお知らせがあるのー」

　僕の家を訪れた歌か恋れんは、昨日きのうまでのふさぎこみを完全に忘れたかのように、天使のような満面の笑顔を見せてくれた。

　歌恋はドアの陰の死角を手招きすると、それに応こたえて男が一人現われた。

　それは歌恋を一度振った奴やつであり、昨日僕が赤い糸を引きちぎった奴だった。

「あたしたち付き合うことになったの」

　歌恋が言うと、そいつは少し照れくさそうに笑った。

「昨日電話があってね。やっぱりあたしと付き合いたいって。それで付き合うことにしたの」

　僕はそっと歌恋の小指を見る。

　その指には蝶ちよう々ちよう結びで赤い糸が結ばれている。その糸を辿たどれば、隣の男の小指に繫がっていた。

　──もちろん知っていた。なぜならその赤い糸は僕が繫いだからだ。

　昨日切ったこいつの糸を僕は手放さず、そのまま持ってきていた。運命の赤い糸は長さなんて関係ないようで、どこまでも伸びてくれた。

　その糸を持ったまま、僕は歌恋の家に向かった。歌恋のお母かあさんに断り──幼おさななじみだから許されるのだ──、眠ねむっている歌恋の部屋に忍び込んだ僕は、その糸を歌恋の小指に結び付けておいた。

　元々歌か恋れんの小指から伸びている赤い糸はどこに繫つながっているかわからなかった。でも関係なかった。

　今、歌恋に必要なのはそいつだった。

　歌恋の赤い糸は切らなかったので、歌恋の運命の赤い糸は二人の男に繫がっていることになる。でもそれも関係ない。

　だって、昨日きのうまでは二度と見られないとすら思っていた、歌恋の笑顔をこうして見ることができたのだから。

「これからお買い物に行くんだ」

「よかったね、いってらっしゃい」

「うん。行ってきます」

　歌恋はそいつと手をつないで、僕の前から去っていった。

　歌恋の笑顔がまた見られた嬉うれしさと、それと同じくらいの寂さびしさを抱かかえて僕は家に戻ると、おばあちゃんが残念そうな顔で立っていた。

「どうしたの？　おばあちゃん？」

「歌恋ちゃんにいい人ができたんだねぇ」

「そうみたいだね」

「残念だねぇ。あたしは歌恋ちゃんが友ゆうちゃんのお嫁よめさんになると思ったんだけどねぇ」

「それはないよ」

　僕は笑った。

　歌恋は僕をそういう対象に見ていない。

　あくまでも幼おさななじみだ。友達というより、家族みたいなものとして見ているのだ。

　昨日、何となく自分の小指と歌恋の小指を見てみた。

　もちろん僕たちの赤い糸は繫がってはいなかった。

　傍そばにいるのに、二人の赤い糸はどこか遠くに向かって伸びていた。

　まったくの逆方向に。

「友ちゃんのお相手はどこにいるんだろねぇ」

　何気なくおばあちゃんの赤い糸を見てみる。

　おばあちゃんの小指から伸びる赤い糸は、どこにも繫がっておらず、行き場がないかのように地面に落ちていた。

　おじいちゃんを昨さく年ねん亡くしたから、もう繫がる相手がいないのかもしれない。

　何となく僕は自分の小指を見てみる。

　僕の小指から伸びる運命の赤い糸は、どこに繫がっているのだろうか。




　歌か恋れんがそいつと別れたのは三ヵ月後のことだった。

　そのとき、歌恋の小指に結びつけたそいつの赤い糸はほどけていた。

　そして──

　そいつの小指の赤い糸は、僕が別れさせた元彼女と再び繫つながっていた。




　運命は元の形に戻ろうとするもの。もしも運命を捻ねじ曲げるのなら、それをよく覚えておきなさい──




　赤糸を手に入れたときの、あの店の女性の言葉が蘇よみがえる。

　僕は忘れていた。

　歌恋の恋を成じよう就じゆさせたことで、僕の役目は終わったと思い込んでいた。

　僕は急いで歌恋の元に向かい、恋破れた彼女を慰なぐさめた。

　確かに落ち込んでいた歌恋ではあったけれど、告白して振られたときほどのふさぎこみようではなかった。

　一いち途ずな恋を望む彼女は、浮気や心変わりを許さない。

　恋が終わったことに対する落ち込みはあっても、そいつへの未練はなかったのだ。

　けれど、そこは恋に生きる女──早乙女さおとめ歌恋。

　彼女はすぐに新しい恋を見つけた。

　僕は歌恋の小指と、歌恋の新しい恋の相手の赤い糸を結びつけ、その恋を成就させる。

　もしも糸がほどけてその恋が終われば、次の恋の成就のためにまた糸を結びつける。

　もちろん歌恋は何も知らない。

　知らなくていい。

　僕は歌恋の幸せそうな笑顔が見られればそれでいい。

　歌恋の次の恋のお相手は来くる栖す刻也ときやという男らしい。

　それならば、僕はそいつのどこかに繫がっている赤い糸を断ち切って、歌恋の小指に結びつける。

　僕は恋のキューピッド。

　歌恋だけのキューピッド。




　　　　　　　　　◆




「刻也」

「え？　な、何だ？」

「何かあったの？　何だか上うわの空だったから」

「べ、別に何でもない」

「そう。だったら集中して仕事をしなさいよ」

　咲さきはそれだけ言うと、ぼーっとしていた俺おれに軽く釘くぎを刺さして商品整理に戻っていった。

　やれやれだ。店が暇ひまなこともあって、どうしてもあの件のことを考えてしまう。

　あのこと──つまり告白のことだ。

　自じ慢まんじゃないが、告白されるなんて生まれて初めてのことだった。まったくもって自慢じゃないが、こんなことは慣れていない。

　いずれは返事をしなくてはならない。

　そのとき俺はどうすればいいのだろう？

　何となく咲のことを目で追ってしまう。

　いつもと変わらない、接客に一生懸けん命めいな小さな背中が見える。俺に何があったかなんてまったく気づいていないのだろう。

　と、そこで我に返る。

　別にこの件と咲とは何の関係もない。……ないのだが、新しん庄じようの奴やつが余計なことを言ったから、何となく気になってしまう。

　もしもこのことを知ったら、あいつはどう反応するのだろうか。

　少しばかり興味が湧わく。ちょっと話をして、意見の一つでも聞いてみようか。いやいや、たぶん無表情で「何でわたしにそんなことを聞くの」と、返されるだけだ。

　わかりきった答えに俺はちょっとした興味本位の質問を取りやめる。

「刻也ときや」

「え？　な、何だ？　別に何でもないぞ」

「お客様」

「客？　ああ、客か。め、珍めずらしいな。一週間ぶりの客だな」

「違うわ」

「違う？　十日ぶりだったか？」

「そうじゃないわ。刻也にお客様」

「は？」

　俺は入り口のほうに目を向け、ぎょっとする。

　そこに立っていたのは、さっき俺に告白してきたあの少女だった。彼女──早乙女さおとめさんは、俺を見つけると嬉うれしそうに手を振ってきた。

　予想外の登場に俺は思い切り動揺しつつ、慌あわてて彼女の元に駆かけ寄った。

「あ、え？　何でここに？」

「刻也くんがどんなところでアルバイトしてるのか見たくて来ちゃった」

「き、来ちゃったって……」

「迷めい惑わくでしたか？」

　俺おれを見上げる早乙女さおとめさんの目がみるみる潤うるんでいく。

「い、いや、そういうんじゃないんだけど……」

「よかったぁ」

　泣きそうだった顔は、安あん堵どで満面の笑みに変わった。本当にくるくる表情の変わる子だ。

「けど、どうしてここを知ってるのかな？」

「後をつけちゃいました」

　……無む邪じや気きな顔で恐ろしいことを言う。まあ、ストーカーと呼ぶには悪意がなさそうなので、そんなふうには思わないが。

　と、背中に悪お寒かんが走る。

　誰かさんの視線を強く感じたが、金かな縛しばりにあったかのように振り向くことはできなかった。

　だが早乙女さんは俺に向けられた突き刺さすような視線には欠片かけらも気づかず、店内に入ってくる。

「へー、雰ふん囲い気きのあるいいお店ですね。あたし雑貨が好きなんです。何か買っていこうかなぁ」

　持っているバッグにつけられたキャラクターものの小物を見る限り、彼女の雑貨好きは本当だろうが、この店に彼女の好みに合うものはなさそうだった。だが、早乙女さんはそんなことはお構いなしで店内を見て回る。その隙すきに、咲さきが俺に耳打ちしてくる。

「刻也ときや、誰？」

「が、学校の人だよ」

「ふーん。制服が違うわね」

「！」

　しまった。咲はうちの高校の女子の制服がどんなものか知っているのだった。

「あ、あー、近くの学校の人ってことだよ」

　俺は慌あわてて言い直す。事実ではあるが、言い直したせいで我ながらなぜか噓うそ臭くさく聞こえてしまった。何というか言い訳をしているような気分だ。

「白を基調としているなんて趣味が悪いわ。それに黒が一切ないし」

　確かに早乙女さんの学校の制服は白のブレザーに赤と白のチェック柄がらのスカートだった。だからといって趣味が悪いとは思わない。単に咲が異様なまでの黒好きというだけだ。

　と、店内を見ていた早乙女さんがこちらにやってきて、俺を素通りして咲の前で止まった。

　何でそっちに行っちゃうの？

　そう思ったが時すでに遅し。俺は目を背け、そちらに顔を向けることができなかった。

「いらっしゃませ」

　咲がいつもの平へい坦たんな声音で接客をする。

　さっきの俺の中ちゆう途と半はん端ぱな説明で気になるところだろうが、本人に誰であるか聞こうともせず、興味を見せるわけでもない。それがただの客だろうが、俺おれの知り合いであろうが、客は客だということだろう。何というプロフェッショナル。

　だが、今はそのいつものような平へい坦たんさが恐ろしい……。

　ところが、早乙女さおとめさんは普通の客ならたっぷり五秒は怯ひるむ咲さきの無表情接客にも臆おくせず、話しかける。

「お店の方ですか？」

「はい。そうです」

「アルバイトさんですか？」

「はい。そうです」

「刻也ときやくんと同じ？」

「……はい。そうです」

　それを確認すると、早乙女さんは振り返り、俺に向かって呼びかける。

「ねぇ、刻也くん。このお店、アルバイト募集してるんですか？」

「ど、どうして？」

「あたしもここで働きたいなぁ」

　や、やめてくれ。お願いですからやめてください。

「ねぇ、刻也。アルバイトは募集していたかしら？」

　お、俺に聞くな。都と和わ子こさんに聞いてくれ。

「……刻也？　ふーん。呼び捨てなんですね」

「はい、そうです」

「あなた、刻也くんとどういった関係ですか？」

　何てことを聞くのだろう。しかも俺にではなくどうして咲に聞いてしまうのだ。

「わたしは……」

　咲は逡しゆん巡じゆんしたように、間を空ける。

　俺のほうを一いつ瞬しゆん見る。視線を感じて、逸そらしていた目をちらりと咲に向ける。

　咲は一瞬だけ繫つながった視線をはずして、こう答えた。

「……アルバイト仲間よ」

　まあ、そうだろうな。何も間違ってはいない。そのとおりだ。

「そう。よかった」

　早乙女さんはその答えを聞いて、にっこりと微笑ほほえんだ。

「何がよかったの？」

　その様子を見て、今度は咲が尋たずねる。

「ええ。よかったわ。だってあたし刻也くんのこと……」

「ちょっと待った！」

　何を言おうというのか。いや、何を言うかなんて明白だ。そんなこと咲さきに……というか、他ほかの人の前で言うことではない。

　俺おれは早乙女さおとめさんが余計なことを言う前に、その手を引っ張って店の外に連れ出した。

「……あの、もしかして迷めい惑わくでしたか？」

　外に連れ出された彼女は申し訳なさそうに顔を曇らせる。もしかしなくても迷惑なのだが、素直に反省しているので文句も言えない。悪気はないんだよな、きっと。

「あ、いや、そういうこともないんだけど」

「……よかった」

　彼女は安心したように笑った。正直言って、その笑顔はかなり可愛かわいかった。笑顔だけじゃなく、普通にしていてもだ。

　だからこそ、俺は聞かずにはいられない。

「なあ、何で俺なんだ？　命を助けてあげたからか？　ああいうのは別に俺じゃなくても助けるものだぞ」

「違います」

　早乙女さんははっきりと否定した。

「確かにあれがきっかけでした。でもそれだけじゃないんです。助けられただけですぐに人を好きになったりしません。……運命を感じたんです」

「運命？」

「はい。信じてくれないかもしれないけど、あたしそういうのがわかるんです」

　直感とかビビビッと来たとかそういうやつか。女の子ならではだな、などと考えている俺の予想を裏切るように、彼女はもう少し現実的なことを言った。

「この指輪が教えてくれるんです」

「え？」

「昔、好きな人に振られて落ち込んでいたときに幼おさななじみの子にもらったんです。それからは、運命の人がわかるようになったんです」

　俺は彼女の小指を彩る指輪を凝ぎよう視しした。

「それは本当に運命とかがわかるの？」

「はい」

　俺の頭にはやはり『アンティーク』という単語が浮かんでいた。

　運命の相手がわかる『アンティーク』。存在してもおかしくはない。

　不思議な力を持つ道具と聞いて、『アンティーク』を想像しないことは俺には不可能だった。

「どうかしましたか？」

「あ、いや……ちょっと見せてくれる？」

　見てわかるものでもないが、俺は指輪を見せてくれるように頼んだ。

「いいですよ」

　だが彼女は言葉とは裏腹にそっと手を背中側に隠かくしてしまった。

「？」

「明日あした、あたしとデートしてくれたら見せてあげます」

　早乙女さおとめさんは悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべて、そんなことを言った。
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　まいったな、歌か恋れんの奴やつ。

　帰るように言ったのに、来栖くるす君の後をつけてきた僕の後をつけてきたんだな？

　彼が一人になったときを見計らって、彼の運命の赤い糸を切ろうと思っていたのに、これはとんだ誤算だ。

　まあ、今店に入っていって、どさくさに紛まぎれて切ることもできるけれど、できればそれは避けたい。歌恋に赤い糸が見えるわけではないけれど、なるべく彼女の前でそれはしたくなかった。

　こんなことならバイト先に向かう途と中ちゆうに無理にでも切っておけばよかった。

　けれど、彼の小指から伸びた赤い糸は、後をつける僕のほうには伸びていなかったのだ。無理やり前に出ていってもよかったけれど、街中は他人の赤い糸もあちこちから走っているので、間違う恐れもある。

　できるだけ無関係な人の赤い糸は切りたくなかった。ましてや間違えた赤い糸を歌恋に結びつけてしまったら話にならない。

「まあ、チャンスはいくらでもあるか」

　とりあえず静観しようと、外から店の中を覗のぞいていると、来栖くるす君が歌恋を連れて店の外に出てきた。僕は慌あわてて物陰に身を潜ひそめる。

　来栖君はともかく、歌恋も僕のことにまったく気づかない。それどころか、歌恋は腕うでを引っ張られている状況が嬉うれしいのか、笑顔のままだ。

　……恋は盲もう目もくとはよく言ったもんだ。アルバイト先に押しかけるなんて迷めい惑わくだってわからないんだよな、歌恋は。

　あれがわざとや計算じゃないと付き合いの長い僕にはわかる。彼女は純粋に来栖君に会いたかっただけで、それ以外は考えていない。けれど、それがわからない他人の来栖君は歌恋を嫌きらってしまうかもしれない。

　歌恋の行動が度を越える前に、なるべく早く糸を結びつけないとな。もっとも一度嫌ったところで結びつけてしまえば、何の問題もないのだけれど。

　さすがに人目を気にしたのか──もっとも人通りはほとんどないのだけど──、店から出てきた二人が、店の裏手のほうに回っていく。

　僕は二人の姿が見える位置に移動しようとした。

　と、店からもう一人誰かが出てきて、もう一度物陰に隠かくれ直す。

　それは店の中にいた少女だった。彼女は辺りをきょろきょろと見回すと、歌か恋れんたちが入っていった店の裏手の道をそーっと覗のぞき始めた。

　店の外から覗いていただけなのでよくわからなかったけれど、歌恋の登場に興味どころか表情の変化一つ見せなかった彼女も、本当は二人のことが気になるようだった。

　そういえば、学校の前で来栖くるす君の友達が恋人らしき人がいるとか言っていたっけ。彼女がその子なのかな？

　一応僕はその子の小指の赤い糸を見ようとした。

　その糸が来栖君と結びついているのだとしたら、悪いけれど切らせてもらわなければならない。

　と、背後にいきなり気配を感じた。

　僕は慌あわてて振り返ると、一人の女性が背中越しに僕を覗き込んでいた。

　声を出さなかったのは奇き跡せきに近い。びっくりしすぎると案外声は出ないものらしかった。

「うちの店の前で何をやってるんだ？」

　その女性は、二十代後半くらいの大人おとなの女性だった。別に威圧的ではないのだけれど、自分のやっていることに後ろ暗さがあるから、何となく決まりが悪い。

「……って、うちの店？　あなたはあの店の関係者ですか？」

「そうだよ。付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんのオーナーの摂せつ津つ都と和わ子こ。何だい？　刻也ときやの知り合いか？」

「あ、えっと」

　どう説明しようか迷う。

　来栖君の友達だと言ってしまうと、呼ばれたときが面倒だ。僕はまだ彼とは面識がない。やはり正直に歌恋のことを話すべきか。できればここに僕が来たことは歌恋に知られたくないのだけど、歌恋には彼がどんな人か調べようと思ったとか言えば、丸く収まるか。

「いえ、来栖君のというよりは、その来栖君を好きになった子の幼おさななじみなんです」

「刻也を好きに？」

「あ、はい。それでどんなところで働いているのかなって思って」

　その摂津さんという名前のオーナーさんは「へー」と頷うなずき、少し皮肉げに唇くちびるの端はしを釣つり上げてこう言った。

「それで、その『赤糸』で二人を結びつけてやろうって思ったわけか」

「────！」

　今度こそ、本当に声も出なかった。

「やっぱりわかってて使ってるみたいだね。まったくこんな子供にこんなもの売りつけてタチの悪い奴やつだ」

　彼女は独白し、未だに驚きから復活できない僕を見下ろす。

「『アンティーク』を知ってるのが意外かい？　いいことを教えてやるよ。この『付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てん』はね、その『アンティーク』の偽にせ物ものを扱ってる店なのさ。あたしが集めているのは本物だけどね。……ねえ、よかったらそれをあたしに譲ゆずってくれないか？」

　僕は咄嗟とつさに手を背中に隠かくす。

「そうかい？」

　彼女は肩かたをすくめるだけで、強引に奪おうとはしなかった。

「も、もしかして来栖くるす君も『アンティーク』のことを知っているんですか？」

「当然だろ？」

　彼女は本当に当たり前のことのように言った。

　だけど、僕にとっては大誤算だ。

　彼に近づいて運命の赤い糸を断ち切ってしまおうと思っていたけれど、彼が『アンティーク』のことを知っているなら、僕の不ふ審しんな行動に気づかれてしまう恐れがある。

　のこのこ店に入っていったらどうなっていたことか。

　少し作戦を練り直さないといけない。

　もっともその前にここをどう乗り切るか、だ。

　摂せつ津つさんには、僕が来栖君の赤い糸を断ち切って歌か恋れんに結ぼうとしていることがばれてしまった。ごまかさなくては、彼に伝えられて警戒されてしまう。

「ま、好きにすればいいさ」

「……は？」

　意外な言葉に気の抜けた声を出してしまう。

　彼女は僕を止めるわけでなく、来栖君に伝えにいくでもなく、僕を放ったらかしにした。それどころか好きにすればいいときた。

「ど、どういうことですか？」

「ん？」

「何を考えているんですか？　僕を放っておくだなんて」

「まあ、強ごう盗とうするわけにもいかないからね。それともそれを素直に渡してくれる気になったか？」

「それは……」

「だろう？　まあ、いいさ。手に余るようならうちに持っておいで」

　彼女はいずれそうなると確信しているかのような余よ裕ゆうを持ち合わせていた。

　だけど、いずれ手に入ればいいというその考えすら僕には理解できなかった。

「僕が何をしようとしているかわかっているなら、普通は止めるんじゃないんですか？　それとも何か裏があるんですか？」

「別に何もないさ。その『赤糸』は、その場しのぎ程度のものだからね。気にするほどのものじゃない。聞いてないのか？　運命は変えることができる。けれど運命は元に戻ろうとする力を持っている。そんな『赤糸』程度じゃ運命を変えることなんてできやしないんだよ」

「それは、聞きましたけど……」

　彼女はさっきのように皮肉っぽく口の端はを釣つり上げて、「それに」と続けた。

「そんなものごときであいつの運命を捻ねじ曲げられるなら誰も苦労はしないさ」

　その言葉の意味するところを僕は理解することができなかった。
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「何でこんなことになったんだろう？」

　待ち合わせ場所の駅前の時計台の下に立ちながら、俺おれは自問した。

　日曜日。普段ならバイトに向かっている時間だった。

　そのバイトは休みをもらってきた。

　都と和わ子こさんには電話で学校の用事とだけ伝え、特に詮せん索さくされることもなく了承をもらった。

　咲さきには、何も話していない。

　なぜと言われても困るが、何だか話しづらかったのだ。

　浮気をする男というのはこういう気持ちになるのだろうか。……って、別にこれは浮気でもなんでもない。早乙女さおとめさんが『アンティーク』を持っているのではないかという疑惑を確かめるために仕方なく、会うことになっただけだ。

　それに、浮気も何も俺と咲はそういう関係ではないのだから、別に俺がいつ誰と会おうが俺の勝手である。

　……俺は誰に言い訳をしているのだろう。

　馬鹿馬鹿しくなって考えるのを止やめた。

　けれど、『アンティーク』の件は本当で、彼女が運命の相手がわかる『アンティーク』を持っているというのなら、それによる身の破滅を防いでやらなければと思う。

『アンティーク』で不幸になっていく人をただ見過ごすことは、俺にはできない。

　それに、本当に彼女が運命の相手がわかるというのなら……本当に彼女にとってのそれが俺なのか確かめたくもある。

「何してるんですか？」

「わあ！」

　下から覗のぞき込みながら声を掛けられ、俺はびっくりして声を上げた。

　いつの間にやってきていたのか、早乙女さんがそこにはいた。

「き、来てたんだ」

「はい。たった今。何を一人でぶつぶつ言ってるんですか？」

「ぶつぶつ言ってた？」

「はい」

「あ、いや、何でもない。独り言」

「刻也ときやくんも？　あたしもよく独り言言っちゃうんですよ。それでいつも友ゆうくんに笑われるんです」

「友くん？」

「幼おさななじみです。あたし、いつも彼に頼りっぱなしなんです」

「へー」

「あ、でも友くんは本当にただの幼なじみなんですよ。変な誤解しないでくださいね」

「ああ、そう。わかった」

　別に誤解も何もしていなかったが。

「えーと。それじゃそろそろ行こうか。どこか行きたいところある？」

「刻也くんの行きたいところでいいです」

「行きたいところ？」

　と、言われても正直困る。このお出かけは彼女から言い出されたことだから、別に俺おれに希望はない。とはいえ、それを言ってしまっては何だか情けない。

「お昼食べた？」

「ううん、まだです」

「じゃあ、とりあえず何か食べようか？」

「はい」

　俺たちはひとまず駅前のファーストフード店に向かうことにした。




　……よく喋しやべるな。

　昼食を取りながらの彼女への印象はそれだった。

　自分の好きなものや趣味、そして俺への質問、他ほかにも学校のことや昨日きのうのテレビのこと。

　間が持つのはひとえに彼女のおかげだった。話題を探す必要もなく、彼女から話が出てくるし、彼女が話してくれる。沈黙が続くことは三秒となかった。

　それに前も思ったが、本当に表情がくるくるとよく変わる。

　楽しい話をしているときは笑顔になり、不満なことを喋るときは拗すねたような表情になる。テレビの泣いたシーンの話が出れば、思い出して泣きそうな顔になる。そしてまた楽しい話をして笑顔になる。

　あいつとは大違いだな。

　と、いつも無表情で、必要以上のことをあまり話さない咲さきのことを思い浮かべながら、俺おれは内心苦笑した。

「そんなにおもしろかったですか？」

「え？　何が？」

「刻也ときやくん、笑ったから」

「あ、ああ。うん、おもしろかったよ」

　何の話をしていたのかわからなかったけど、別のことで笑ってましたとも言えず、話を合わせておいた。

「さて、これからどうしようか？　ちょっとお店とか見に行く？」

「はい、行きたいです」

　さっきの話で彼女が買い物好きなのはよくわかった。特にかわいい小物が置いてある雑貨屋にはよく行くらしい。駅前のビルの中にお気に入りの店があるそうだ。

　俺と早乙女さおとめさんはファーストフード店を出て、駅ビルに向かった。

　駅ビルの中の雑貨屋はとても繁はん盛じようしていた。置いてある品物も携けい帯たい電話のストラップや、髪かみを止める色とりどりのゴムやらアクセサリー。キャラクターものの文房具やら何やらと品数も豊富だ。

　どこぞの店とは大違いだ。

　そういえば付つく喪も堂どうはどうなっているだろう。まあ、日曜だからといって繁はん盛じようするわけでもなく、いつもどおり暇ひまだろうし、あいつ一人でも問題なくこなせるはずだ。

「刻也ときやくん」

「ん、何？」

「これ似合いますか？」

　早乙女さんがピンクの髪留めをつけて俺に見せてくれる。

　褒ほめ言葉なんて慣れていないので、似合うよと無難に返しておく。

「これはどうですか？」

　今度は白と水色のストライプのリボンだった。髪に当てて、似合うか聞いてくるので、やっぱり似合うよと返しておく。

　彼女は嬉うれしそうに笑って、他ほかの雑貨も物色し始める。彼女が手にするのはピンクとか水色とか明るい色のものやキャラクターものの雑貨が多かった。

　咲は絶対に選ばないだろうな。

　咲がピンク色の髪留めをしている姿を想像して苦笑する。似合わないとは思わないが、らしくない。

　そういえば、以前財さい布ふの『アンティーク』のせいで、こういったかわいらしい雑貨に合いそうな服やら何やらを咲に擬ぎ似じプレゼントしたことがあったっけ。

　本物のプレゼントで機き嫌げんを直してもらったけれど、あのときは本気で怒らせたよな。

　でもあれはあれで結構似合っていたようにも思う。もちろん本人には言っていないが。

　と、たまたま目に入ったペンダントを手に取る。

　古い異国の文字のような造形のペンダントだった。咲さきが好きそうだな、なんて考えてしまう。

「そういうのが好みなんですか？」

　早乙女さおとめさんが俺おれの手にしたペンダントを覗のぞき込んでくる。

「いや、なんとなく。早乙女さんの趣味じゃないかな？」

「そう、ですね。あたしはそういうのより、もっとかわいらしいほうが好きです」

「そっか」

　どうやらあいつとは好みが真ま逆ぎやくのようだ。

「でも刻也ときやくんが似合うって言ってくれるならこういうのもつけてみます」

「いや、そういうつもりじゃないんだ。うん、確かに早乙女さんはピンクとかのが似合うと思うよ」

　俺は元あった場所にそのペンダントを戻した。

「次のお店に行きましょう」

　早乙女さんが思いついたように言い、俺は彼女に引かれるようにして店を後にして、隣となりの本屋に入った。

「本屋に用があるの？」

「あの、ちょっと雑誌を」

　本屋に用というよりは、あの店を出たかったのかな？　誰か知り合いがいたとか。

　早乙女さんは適当にファッション系の雑誌を広げて、俺に見せてきた。

「あたし、このブランドが好きなんです」

「へー」

　はっきり言って洋服のブランドなんてまったくわからなかった。咲は色が黒というこだわりを持っているが、ブランドとかは気にしているのだろうか。

　と、雑誌の隣の棚たなに特集コーナーがあって、自己啓けい発はつ系の本の山が目に入った。

「これであなたも○○になれる特集」

　と銘めい打うったそれは、咲がよく買っている類たぐいの本だった。

　咲が読んでいたものを見つけ、苦笑する。

「こういうのよく読むんですか？」

「いや、俺はあんまり読まないよ。漫画か雑誌くらい」

「そう、ですか」

「ああ、ごめん。こういうの興味ないよね？」

　俺は慌あわてて棚に本を置いた。普通の高校生がこういうのを愛読しているはずもない。咲くらいのものだろう。店に帰ったら特集やってることを教えてやろうかな。

　……まあ、これ以上変な方向にがんばられても困るのだが。

「見たい本がなかったから、他ほかのところ行きましょうか？」

「ああ」

　特集が来週までという情報をしっかり頭に収め、俺おれは早乙女さおとめさんと本屋を後にした。
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　結局、昨日きのうのうちに来栖くるす君の糸を歌か恋れんに結びつけることができなかった。

　アルバイト終わりの彼を尾行したけれど、僕の『赤糸』に気づかれていたらと思うと、手出しできなかった。

　けれど、昨晩歌恋に来栖君とデートをすると聞かされた。

　こんなことなら昨日のうちに何が何でも結びつけておくんだった。初デートでお別れなんて歌恋に哀かなしい思いをさせるわけにはいかない。

　そして僕は、このデート中に来栖君の赤い糸を歌恋の小指に結びつけることにした。

　幼おさななじみとその片思いの相手のデートを尾行するなんて、まったく何て有意義な日曜日の過ごし方なのだろう。

　待ち合わせ場所に先回りして二人が来るのを待っていた僕は、まず来栖君の姿を見つけることになった。

　これはいきなりチャンス到来だ。

　歌恋が来る前に彼の赤い糸を断ち切って手に入れておけば、待ち合わせ場所にやってくる歌恋に結びつけるのは簡単だ。そうすればもう尾行なんてしなくてすむ。

　僕は待ち合わせの時計台にひとり立っている来栖君の背後に回る。

　だいじょうぶ。彼が気づく様子はない。

　時計台は待ち合わせ場所に最適で、日曜日の午前ともなれば人が多い。他ほかの人の赤い糸も混じって見えてしまうというマイナス面があることは確かだけど、今は僕の姿を隠かくしてくれるプラス面のほうが大きい。

　僕は目を凝こらして、来栖君の小指から伸びる赤い糸を選別する。

　間違って切ってしまうのはいいけれど、間違って歌恋に結びつけるわけにはいかない。

　どこの馬の骨とも知らない奴やつの赤い糸を歌恋に結びつけたとあっては、男がすたる。確実に来栖君の赤い糸を切らなければならない。

　歌恋がまだ来ていないことを確認すると、僕は来栖君に向かって歩き出そうとし──

　気づく。

　僕の他にもう一人、彼を背後から見つめる姿があることに。

「あれは……」

　確か来栖くるす君のアルバイト先にいた少女だった。

　見張りをさせている？

　まずい。見つかるわけにはいかない。

　僕は逃げるようにその場を離れた。




　その後、歌か恋れんと来栖君は合流し、軽く食事を取ってから、ビル内を見て回っていた。

　僕はその後をつけているのだが、その間には一人の少女が常に割って入っていた。ボディガードのつもりなのか知らないが、結局僕は彼女の後をつけているようなものである。変質者に間違われないか不安だ。

　とにかく、彼女は決して二人から離れようとしなかった。

　これでは来栖君の赤い糸を歌恋に結びつけることができない。大きな誤算だった。

　このままでは歌恋が来栖君に振られてしまうかもしれない。

　……僕の脳裏に歌恋のあのときの泣き顔が蘇よみがえる。

　それだけは何があっても阻そ止ししなくてはならない。

　歌恋にあんな泣き顔はもう二度とさせない。

　それが僕の誓ちかい。

　こうなったら、まずは彼女の赤い糸を僕に結びつけて味方に引き込んでしまおうか。騒さわぎを起こすわけにはいかないのだから、それが一番手っ取り早くて確実だ。

　僕はひとまずポケットに入れていた『赤糸』を小指につける。

　その瞬しゆん間かん、僕の視界に運命の赤い糸が縦じゆう横おう無む尽じんに広がる。

　僕は前にいる少女の小指を──その赤い糸を視界に捉とらえようとした。

「！」

　途と端たん、彼女が僕に気がついて振り向いた。

　しまった。気づかれていた。焦あせっていたのかもしれない。まずい。騒がれては歌恋たちに気づかれてしまう。

　僕は咄嗟とつさに彼女の手を引き、商品棚だなの陰に隠かくれた。

「静かにするんだ。僕のことを知らせるなよ」

「……誰ですか？」

　彼女は無理やり商品棚に引っ張り込まれたというのに、何事もなかったかのように落ち着いた表情で静かに問いかけてきた。その静かな雰ふん囲い気きに、僕のほうが吞のまれそうになる。

　だけど、そういうわけにはいかない。

　こうなることすら予想していたというのなら、それでもいい。

「とぼけるな。あのオーナーから聞いているんだろう？」

「何のことですか？」

「……君はあの骨こつ董とう品ひんの店の子じゃないのか？」

「付つく喪も堂どう骨董店のことですか？　だったらそうですけど、あなたは誰ですか？」

「本当に僕がわからないのか？」

「どこかでお会いしましたか？　もしお客様だったらすみません。お客様の顔を覚えていないなんて、わたしとしたことが迂う闊かつだわ」

　なんてとぼけたことを彼女は言った。

「いや、そうじゃなくて……」

「……そうじゃないなら、誰ですか？」

　あのオーナーは何も伝えていなかったというのか？　確かに好きにすればいいと言っていた。本当に放っておく気だったのか？

　だったら僕のこの行為は完全な勇いさみ足で、まったくの無意味になる。

　まずい。不ふ審しん者しや扱いされて人を呼ばれたりしたら困る。

「あなたは誰ですか？」

「そ、その、僕は来栖くるす君と一緒にいる子の幼おさななじみで」

　他ほかにどう答えていいかわからず、結局馬鹿正直に答えてしまった。

「あの子の友達？　それがどうしてここに？」

「そ、そういう君こそどうして僕の邪じや魔まを？」

「邪魔？　何のこと？」

「いや、歌か恋れんたちの後をつけて僕との間に立つようにしてたから……」

「見ていたの？」

「み、見てたというか、目に入ったというか」

「たまたまよ」

「たまたま尾行？」

「た、たまたま出かけていたら、アルバイトをさぼった刻也ときやを見つけたから何をしているかなと思っただけよ」

「……もしかして、彼のことが心配だった？」

「！」

　一いつ瞬しゆん怯ひるんだように間まを空けた彼女は、ずいっと僕に顔を近づけてこう言った。

「違います」




　完全に見失ってしまった。

「そっちにはいた？」

「いないわ」

　僕が舞まい野のさんと話している間に歌か恋れんたちの姿を見失ってしまった。目標は同じなので手分けして探したのだけれど、二人は見つからない。

　ビルは五階建て。店の数は数える気にもなれないほど。電話をするわけにもいかないので、フロアを移られたら正直探し出す自信はなかった。

　舞野さんは興味がないのか、焦あせっているのか、表情ではよくわからない。

　まあ、結局のところ尾行をしていたくらいなのだから心配なのだろう。ただそれにしては……。

「その格好はやめたほうがいいと思うけど」

「何が？」

「いや、だからね、その格好、目立つよ」

　全身黒ずくめなのはそれほど大きな問題はないのだけど、顔を隠かくすためか広いつばと顔の前にレースのある帽ぼう子し、さらにサングラスという徹底ぶり。徹底しすぎていったいどこの貴婦人かというような格好で、かえって目立っている。

　歌恋たちの待ち合わせ場所にいたときにはこんな帽子やサングラスはしていなかったので、最初は僕を威圧するためかと思っていたのだけど、そうではないらしい。

「目立つ？」

　彼女は何を言っているのかと小首を傾かしげ、
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「この本のとおりにしたのだけど」

　と、ポケットから手の平サイズの本を取り出して、しおりのあるページを確認し始めた。そのタイトルは「これであなたも探たん偵ていになれる」であり、章題には「湯ゆ煙けむり慕ぼ情じよう下町セレブ貴婦人探たん偵てい事件簿ぼ編」と書いてあった。どこのサスペンス特集だろう。

　というか、本気なのだろうか。それともそこまで焦あせっているのだろうか。

「でも探偵マニュアルを見ていたってことは、やっぱり尾行していたんだね？」

「！」

　一いつ瞬しゆん怯ひるんだように間まを空けた彼女は、やはりさっきと同じように、

「……違います」

　と、表情一つ変えずに否定した。

　うーん、読めない。僕の考えすぎなのだろうか。

「でも彼のことが心配なんだろう？」

「あなたこそ彼女が心配なのでしょう？」

　と、彼女が返してきた。彼女は皮肉を言うような人には見えない。

　彼女から見れば、僕も焦っているように見えるらしかった。確かに焦っているのだろう。早く赤い糸を結びつけてやらなければならない。

「そりゃね、早く見つけないと」

「どうして？」

「僕の幼おさななじみはちょっと頼りなくてね。陰ながら見守っていてやらないとダメなんだ」

「見守ってどうするの？」

　まさか本当のことを言うわけにもいかない。『赤糸』のことを知らないのなら、わざわざ言うつもりもない。

「見守るだけだよ。何かあったら手助けするけどね」

「手助けって？」

「困っていそうだったらこっそり見つからないように手を貸すとか、かな」

「二人がうまくいくように？」

「そう。二人がうまくいくように」

　そして歌か恋れんが幸せになるように。

「君は違うの？」

「わたしは……」

　僕の意地悪な質問に、彼女は答えに窮きゆうしてしまった。

「君は僕とは逆みたいだね」

「そういう……わけじゃ……」

　彼女はごまかそうとするけれど、それを否定することそのものを許せないように、歯切れが悪く、最後まで言い切れない。

　本当に僕とは逆だ。少しだけ、彼女に同情してしまう。だって僕は歌か恋れんと来栖くるす君を結びつけようとしているのだから。

「あなたはどうしてこんなことをしているの？」

「さっきも言っただろ？」

「それだけ？」

「それだけ」

「本当に？」

「本当に」

「見守ってどうするの？」

「だから別にどうもしないさ。それで歌恋が幸せになれば、それでいい」

「そういうものなの？」

「そういうものなの」

　残念だけど、君が期待しているような答えを僕は持ち合わせていないよ。

　心の中で付け加える。

　そう。これは愛だの恋だのというものではない。

　強しいて言えば友情、家族の情に近いものがある。

　ただその思いがどんな友達よりも、どんな家族よりも少しばかり強いだけだ。そしてどうにかできる力を持っているだけだ。

　もしも僕が『赤糸』を持っていなければ、ここまでのことはしなかったかもしれない。

　けれど、僕は力を持っている。

　彼女を幸せにする力を持っている。

　だったら、その力を行使することは僕の使命だった。ましてそれが僕の望みと合致するのならば。

「幼おさない頃からずっと一いつ緒しよだった。親同士の仲がいいから、何をするにもいつも一緒だった。幼いときに同じ時間を過ごせば過ごすほど、愛だの恋だのって気持ちはなくなっていったよ」

「やっぱりあったんじゃない」

「……幼よう稚ち園えんくらいの頃だよ。プロポーズした」

「結果はどうだったの？」

「結婚式までしたかな？」

　幼い頃の、淡い記き憶おく。

　すっかり忘れていた、記憶の片かた隅すみにすら残っていなかった懐なつかしい思い出。

　どうしてこんなときにそんなものを思い出してしまったのだろう。

　自分で言っておいてあれだけど、確かにあの頃の僕は歌恋が好きだった。歌恋も僕のことが好きだった。

　子供たちは大人おとなになり、本当の恋を知り、僕との思い出のそれが恋愛ごっこだと気づいた。いや、気づくどころか覚えてすらいないだろう擬ぎ似じ恋愛感情。決して本気ではなかった。本気であったとしても、忘れてしまう程度の無む邪じや気きな本気。

　でも確かにそこにはあったはずの恋愛感情。

　いったい、いつからその気持ちはなくなってしまったのだろう。

　……いや、何を考えているのだろうか。

　僕と歌か恋れんの間に恋愛感情なんてない。僕は確かに歌恋が好きで、誰よりも大切に思っている。でもそれは恋愛感情なんかじゃない。

　僕はただ歌恋の幸せを願っている、これはただそれだけの気持ち。

　では僕はどうして歌恋の幸せを願っているのだろう。

　泣き顔を見たくないから？

　そうだ。それだけだ。

　友情のような家族愛のような情愛と過去に犯した過ちに対する贖しよく罪ざい。

　それだけでしかない。

　それ以外にはない。

　考えてはいけない。

　深く考えてはいけない。

「帰るわ」

　と、舞まい野のさんがその場から離れた。

「いいの？　歌恋と来栖くるす君が付き合ってしまうかもしれないよ」

　邪じや魔ま者ものが去ろうとしているというのに、僕は何を余計なことを言っているのだろう。

　これで心変わりなんてして留とどまると言い出したらどうするのだ。

　でも舞野さんは静かにかぶりを振った。

「だってあなたみたいな気持ちでは後を追えないもの」

　それはつまり。

「彼のことが本当に好きなんだね？」

　舞野さんはその問いにも静かにかぶりを振った。

　ごまかそうとしている、とかではなかったと思う。けれど、否定ではなかった。

「よくわからないの」

「わからない？」

「ええ。確かにわたしにとって刻也ときやは特別よ。でもわたしの中にあるこの気持ちがそういうものなのかは、わからない」

　舞野さんはまるで自分の気持ちを自分で確かめるように、静かに言葉を紡つむぐ。

「彼は気づいていないけれど、彼はわたしのために多くのものを犠ぎ牲せいにしている。でもわたしは彼を失ったらきっと何も残らない。生きてさえいけないのかもしれない。だからわたしは負い目を感じたり、恐れを感じているだけなのかもしれない。彼を特別だと思っているこの気持ちの根源は、つまりそれだけのことなのかもしれない。

　──ごめんなさい。変なことを言ってしまったわね」

　そこには彼女にしかわからない何かがあるようだった。

「あなたは優しい人ね」

　彼女は寂さびしげに目を伏せ、聞き間違いかもしれない消え入りそうな声を残して言った。

「わたしもあなたみたいに思えたら、よかったのに。……ただ彼の幸せだけを願えたら」

　舞まい野のさんはそう言い残して、去っていった。

　今はまだ何も言ってやれないけれど。

　もしも歌か恋れんが来栖くるす君と納得して別れられる日が来たのなら、彼女に教えてあげたい。

　彼だけの幸せを願えない──彼と自分の二人の幸せを願ってしまっているのなら。

　君の中にある想いへの答えはもう出ているんだよ、と。




　　　　　　　　　◆




　それから適当にビル内を歩き、待ち合わせの場所でもあった駅前の時計台にやってきた。

　時間は夜の七時。ちょうど夕飯時だ。

　そろそろお別れするか、それとも晩飯くらい誘さそうか、公園とかでも行くか。

　何にせよ、肝かん心じんの指輪を見せてもらって、『アンティーク』の話をしなくてはならない。

　彼女から話をしてくれるのを待っていたんだけどな。

「一つ聞いていいかな？」

「いいですよ」

「例の話。運命の人がわかるってことだけど……」

「その前にあたしから聞いてもいいですか？」

　彼女は俺おれの質問を遮さえぎって、問いかけてきた。

「いいよ。何を？」

「告白の返事です」

「あ……」

　そうだった。それをすっかり忘れていた。

「刻也ときやくんから話してくれるのを待ってたんだけどな」

　返事待ってます、という言葉を彼女は律りち儀ぎに守っていたのだ。『アンティーク』の話よりも前に、そのことを話すべきだった。

「もう一度言います。好きです。刻也ときやくん、あたしと付き合ってください」

「ごめん」

　俺おれは素直に断った。

　客観的に見て、早乙女さおとめさんはとても可愛かわいい子だったけれど、やはり彼女に対してそういう気持ちにはなれなかった。迷いも、惜おしいという気持ちもなかった。

「だと思いました」

　彼女は笑っていた。泣いたりはしなかった。

「おかしいなぁ。運命の人だと思ったんだけどな。いつもそう。運命の人だって思っても、うまくいかない」

　鈍どん感かんな俺にもわかる。それは遠回しに、自分には運命の人がわからないと言っている。

　彼女は『アンティーク』を持っていない。

　右手の小指を彩るそれは、ただの指輪だ。

　でも彼女は噓うそをついていたわけじゃないと思う。本当に俺を運命の人だと思ったのだろう。その気持ちは嬉うれしかったし、文句を言う気も起きなかった。

　そして掛けてやれる言葉もない。

「じゃあね」

「はい」

　彼女は素直に頷うなずいて、俺の前から去っていこうとした。

　けれど、一度だけ立ち止まって、振り返る。

「一つだけお節せつ介かいです」

　彼女はやっぱり笑顔のまま、こう言った。

「女の子と一いつ緒しよにいるときは他ほかの女の子のこと、考えないほうがいいですよ」

　俺は何も言い返せなかった。

　気づかれていたのか、と思ったわけじゃない。言われて初めて気がついたのだ。

　早乙女さんと一緒にいながら、何かあるたびにあいつのことを思い浮かべていたことに。




　　　　　　　　　◆




「フラれちゃった」

　夜遅く、家にやってきた歌か恋れんは泣き笑いの表情でそう言った。

　結局、一度見失った歌恋を見つけることはできず、来栖くるす君と歌恋の赤い糸を結んでやることはできなかった。こんなことなら、警戒されていたとしても糸を結んでやるんだった。

「あたしの自じ慢まんは、運命の人だって思った人とは必ず一度は付き合うことができてたんだけど、その記録も途と切ぎれちゃったなぁ」

「ごめん」

「ううん、友ゆうくんは悪くないよ。でもやっぱり素直に友くんに頼ればよかった。いつもと違って学校も違うし、友くんと接点のない人だから自分で何とかしようとしたんだけどね。馬鹿だな、あたしじゃ何もできないのに」

　それも少し感じていた。

　来栖くるす君にお礼を言ったとき。アルバイト先に行ったとき。今日のデート。

　いつもは僕に任せている歌か恋れんが、今回は自分で動いたのだ。

　そんなふうに気を遣つかわなくていいのに。

　僕にだけは、遠えん慮りよなんていらないのに。

　僕は歌恋を家に入れてやり、部屋の中で待たせた。歌恋の大好きなあったかいココアを淹いれて部屋に行くと、歌恋はやっぱり泣いていた。

　……二度目だ。僕の失敗でまた彼女を泣かせてしまった。

　この表情を見たくなくて、彼女の恋の手助けをしようとしたのに。

　僕は何で同じ過ちを繰り返しているのだろう。

　舞まい野のさんに気を取られて、歌恋を放っておいてしまった。

　僕にとって誰が一番大切なのかは、何よりも明白なのに。

「歌恋」

　僕のベッドに座って泣く歌恋。

　僕は抱だきしめてやることもできず、隣となりに座って、ココアをただ持っていた。

　歌恋はココアの甘あまい香りに顔を上げる。そっと渡すとそれを手に取って、ふーふーと息を吹きかけ、一口だけ飲んだ。

「おいしい」

　彼女は目の端はしに涙なみだを残しながら、屈くつ託たくなく笑った。

　なぜこの世界には彼女を傷つけるものが存在するのだろう。

　僕がどれだけ彼女を大切に思っても、僕がどれだけ彼女を大切にしても、世界が、そして他人が彼女を傷つける。

　歌恋の小指から伸びる、決して切れない、決してほどけない赤い糸はどこに繫つながっているのだろう。

　探し出してやりたい。

　歌恋の本当の運命の赤い糸の先にいる、その誰かを。

「歌恋、探しに行かないか？」

「？」

「歌恋の運命の相手って奴やつだよ。歌恋、小さい頃に言ってただろ？　運命の人がわかるって」

「そんなこと言ってたね。でもそれは噓うそ。そんなのわかんないよ。わかってたら……」

「僕も手伝うよ。二人で探しに行けば見つかるかもしれない」

　何度も探しに出たことがある。

　歌か恋れんがこうして泣くたびに。

　歌恋が恋を失うたびに。

　僕はもう二度と歌恋を泣かさない誰かを探しに出る。

　でも途と中ちゆうで他人の赤い糸に紛まぎれて、いつも見失ってしまうのだ。

　だけど、歌恋と一いつ緒しよならきっと見つかるはずだ。

「友ゆうくんは優しいね。いつもいつもあたしのことを考えてくれる」

「当たり前だろ」

「どうして？」

「だって……」

　いつものように、僕は歌恋の幼おさななじみだからと続けようとして、その言葉を吞のみ込んだ。

　歌恋が静かに僕を見上げていた。

　そんな瞳ひとみで見られたことは一度もなかった。

　それはいつもとは違う答えを求めている瞳だった。

　どくんと心臓が高鳴る。

　ダメだと思った。真っ先にそう思った。

　今までずっと目を逸そらし、けれどずっとそこにあり続けたもの。

　それを歌恋が求めていた。

　口にしてしまったら、封印の魔ま法ほうが解けてしまう。

　誰にも見えないように。

　僕にすら見えないように封印していたものが蓋ふたを開けてしまう。

　だけど、歌恋が待っている。

　それが欲しくて待っている。

　いいのかい、歌恋？

　それは聞いてはいけないんだよ？

　それは知っては戻れないんだよ？

　ただ彼女の傍そばにいて、彼女を守ることで、満たされていたはずのもの。

　それなのに。君が、そして僕が、もっとずっと深い奥底を探し当ててしまったら、きっと足りなくなってしまう。

　それでもいいのかい？

「どうして？」

　いいよ、と返事をするように、歌恋がもう一度だけ聞いてきた。

　だから僕はその言葉を口にした。




「……僕が誰よりも君のことを好きだからだよ」




　魔ま法ほうは解けてしまった。

　君を守る人じん畜ちく無害の王子様は魔法が解けて、君をただ求める野や獣じゆうになってしまった。

　けれど──

　彼女はそんな野獣に寄り添って、体を預けてくる。

「やっと言ってくれたね。ずっとずっと待ってたんだよ」

　彼女の手が、そっと僕の手に重ねられる。

　歌恋を泣かせてしまったあの日──『赤糸』を手に入れた日。

　機き嫌げんを直してもらうために買って、枕元に置いておいた僕からのささやかな贈おくり物。

　いつも右手の小指につけてくれていたその指輪が、今は左手の薬指についていた。

　あの女の人の言葉が蘇よみがえる。




　運命は変えられるものよ──




　そして気づく。

　彼女の小指から伸びる赤い糸は、確かに僕の小指に繫つながっていた。




　遠い昔、蓋ふたをして。

　長い間、目を背けて。

　何重にも、噓うそで塗ぬり固めて。

　それでも浮き上がってくる度に。

　諦あきらめて、忘れて、ごまかして。

　もうどこに行ったかもわからなくなってしまっていた僕の想い。

　でも──

　捨てなくてよかった。

　壊こわさなくてよかった。

　殺してしまわなくてよかった。

　今ならはっきりと言える。

　今ならはっきりとわかる。

　昔よりも強く。

　昨日きのうよりも強く。

　君が誰よりも好きだということを──




「昨日きのうのあれ、なかったことにして」

　それは次の日のこと。

　言われたのは僕。

　言ったのは歌か恋れん。

　今朝けさ方がた、家に帰った歌恋がもう一度僕の家に訪れて言った予想もしなかった言葉。

「──え？」

　その言葉は意味を理解する前に、僕を貫つらぬいてどこかへ行ってしまった。

　だから理解することができなかった。

　呆ぼう然ぜんとする僕の前にいるのは、いつもの歌恋。

　誰かに恋する少女のそれで、幸せそうな天使の笑み。

　その笑みは誰に向けられているものなの？

　僕じゃないの？

　開けられた家のドアの脇わきから出てきたのは──

「もう一度やり直そうって言ってくれたの」

　歌恋が自殺すら考えた、別れたはずのあの人。

　今朝ね電話があってねすごく謝ってくれてねもう一度やり直そうって友ゆうくんのことも話したのよでもそれでもあたしのことが好きだって愛してるって言ってくれたのそれによく考えたらやっぱり友くんは恋人っていうより幼おさななじみなのでも大事なのは変わらないよ友くんのことは大好きだよでもやっぱり恋人っていう感じじゃないのだからごめんねこれからも幼なじみとして一いつ緒しよにいようね。

　歌恋はそんなことを言っていた。耳に入っても、心には届かない言葉を。いや、心には届いていた。

　ただ僕の心はすでに壊こわれてしまっていたという、ただそれだけのこと。

　だから、昨日の夜左手の薬指にしていた僕の贈おくった指輪はいつものように右手の小指に移っていたのが見えても、僕の心は動かなかった。

「……友くん？」

「……ああ、わかったよ」

「ホント？」

　歌恋は笑った。とても嬉うれしそうに。

　僕と別れられたことを、とても嬉しそうに──そして幸せそうに。

「本当だよ」

　わかっていたことだ。

　僕と歌恋は幼なじみだって。

　自分で言っていた。

　そこには恋も愛もないって。

　そのとおりになっただけだ。

「じゃ、あたしもう行くね」

　歌か恋れんは僕をそこに置いて、彼の元に向かおうと踵きびすを返した。

「歌恋」

「なぁに？」

　僕はそっと手を持ち上げて、小指を差し出した。

「僕は歌恋の幼おさななじみでいつづけるよ。約束だ」

　歌恋はやっぱり嬉うれしそうに笑って──恋人ではないという僕の言葉に何の痛つう痒ようも感じない無む邪じや気きな笑みで、僕の左手の小指に自分の左手の小指を絡からめてきた。

「大好きだよ、友ゆうくん」

「僕もだよ、歌恋」

　僕たちは大好きな幼なじみという約束を交わして、そして別れた。




　僕の足元には一本の赤い糸が残っていた。

　それは歌恋の赤い糸。
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　昨日きのう、確かに僕の小指に繫つながっていた運命の赤い糸。

　今日、すでに僕の小指に繫がっていなかった運命の赤い糸。

　わかっていたことだ。

　僕と歌か恋れんは幼おさななじみだって。

　自分で言っていた。

　そこには恋も愛もないって。

　そのとおりになっただけだ。

　でも。

　僕は確かに歌恋のことが好きだった。

　蓋ふたをしたままだったらよかった。

　目を逸そらしたままでいられたならマシだった。

　忘れていたままなら平気だった。

　けれど、僕は自分の気持ちに気づいてしまった。

　手に入れた喜びを知ってしまった。

　失う辛つらさを知ってしまった。

　──そして、耐えられなかった。

　僕は足元に残っている歌恋の運命の赤い糸をそっと拾い上げる。

　僕の小指にそれを結びつける。

　昨日を思い出すかのように、それを結びつける。

　けれど──

　もう僕が歌恋と恋人になることはない。

　なぜなら、この運命の赤い糸は、もう誰にも──歌恋の指にも繫がっていないからだ。

　僕は約束の小指を絡からめたときに、歌恋の運命の赤い糸を引きちぎっていた。

　歌恋はもう運命の相手と自分を繫ぐ赤い糸を持っていない。

　約束は守るよ。

　僕は歌恋の幼なじみであり続ける。

　決して恋人にならない。

　決して結ばれることはない。

　そして。

　──決して許しはしない。




　歌恋。

　僕を失った歌恋。

　そして恋を失った歌恋。

　恋がなくては生きていけない君を僕は幼おさななじみとして一生守ります。

　だから。

　だからどうか。

　誰よりも一番不幸になってください。




　　　　　　　　　◆




　早乙女さおとめさんと別れたその日、帰宅前にある場所に立ち寄る。

　ある場所なんて、特別な言い方をしたけれど、俺おれが立ち寄る場所なんてひとつである。

　付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てん。

　カランカランと耳慣れた音に迎えられ、俺は店に入る。

「おかえり」

　まるで俺が来ることをわかっていたかのように、咲さきが当たり前のように迎えてくれた。

「ああ、ただいま」

　それを俺も当然のように受け入れ、店の椅い子すに腰こしを掛ける。

　何となくすることもなくて、咲の接客姿を見ている。まあ、客なんていないのだから、接客も何もないのだけれど。

「どうしたの？」

「いや、別に」

　視線を感じて問いかけてくる咲に、俺は特に理由を答えない。

　理由なんてないのだからどうしようもない。

「……何かあったの？」

「いや、何もないよ。いつもどおり」

「そう。何も変わらないのね」

「ああ。何も変わらない」

　色々あったような気もするけれど、結局俺は何も変わらなかった。

「お前こそ何かあったのか？」

「どうして？」

「いや、何となく」

「何もないわよ。いつもどおり」

「そっか。いつもどおりか」

　閉店作業に取り掛かろうとする咲が、俺に一声掛けてくる。

「暇ひまなら手伝えば？」

「今日は休みなんだけどな」

　俺おれは一ひと言こと文句を口にして、片付けに取り掛かる。

　咲さきは本日の売り上げの計算を始め、あっという間まに計算を終えてレジを閉める。

　俺は店のドアの鍵を締め、電気を消していく。

　明かりが消え、ふっと寂さびしげな空気が辺りを支配する。

　それは何でもない、いつもどおりの、かけがえのない風景。













　　　第四章　秘密







　人には誰でも胸の内に隠かくしている密ひそかな想いがある。

　誰もそれを暴いてはいけない。

　けれど、だからこそ、人はそれを知りたくなる。

　それが自分にとっての大切な人の想いであるならなおさらだ。

　けれど、だからこそ、大切な人の想いを暴いてはいけない。

　矛む盾じゆんする二つの想い。

　人はそんな矛盾を抱かかえて生きている。

　でももしも──

　誰にも知られることなく、その密かな思いを知ることができたなら。

　そんな欲求に勝てる人はどれくらいいるのだろうか。

　そして俺は、そんな欲求に勝てるのだろうか。




　　　　　　　　　◆




　付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんの郵便受けにそれが入っていたのは今朝けさのこと。

　匿とく名めいの封筒。

　宛あて名なは舞まい野の咲さき──わたしだ。

　消けし印いんがなかったから、きっと差出人が自ら投とう函かんしたのだろう。

　刻也ときやと都と和わ子こさん以外に、わたしに手紙を出す人なんて、わたしには思い当たらなかった。

　でももしも差出人が刻也と都和子さんだったのなら、わざわざ手紙なんて出さずに直接渡すことだろう。

　だからわたしには差出人にまったく心当たりがなかった。

　わたしは封筒を開けてみる。

　中には一枚の手紙と一つの指輪。

　手紙を読んで、差出人が誰なのか、そして中身の指輪が何なのかを知ることとなる。

　その指輪は『アンティーク』。

　手紙にはこの『アンティーク』の能力とわたしにこれをもらってほしいと書いてあった。

　その人と出会ったのは、つい先日のことだった。

　幼おさななじみの人をとても大切に思い、自分の奥底にしまった恋心よりもその幼なじみの幸せを願っていた優しい人。

　あの二人がどうなったか、わたしは知らない。

　ただ刻也と差出人の幼なじみの少女の間に何もなかったということしか知らない。

　ただ素直に思う。

　この『赤糸』なんてもう必要ないと思えるくらいに、幸せになったのだと。

　もしもそうでないのなら。

　ただ素直に願う。

　彼に幸せになってほしいと。

　彼女の幸せだけでなく、自分の幸せも叶かなえてほしいと。

　それは純粋な思いではなく、わたしを重ねた不純な思い。

　誰かの幸せが、誰かを不幸せにすることくらいは知っている。

　わたしはとてもよく知っている。

　それでも誰もが幸せになることを願わずにはいられない。

　いつかきっとわたしの選択も間違ったものではないと。

　みんなが幸せになるためのものだと、思えるように。

　この『赤糸』の能力は運命の相手に結ばれている赤い糸を見ることができるというもの。

　ただそれだけのもの、だそうだ。

　あの人は噓うそをつくような人ではなかった。これは本物の『アンティーク』なのだろう。そしておそらく、刻也ときやと幼おさななじみの少女が結ばれなかったことからもわかるとおり、二人は赤い糸で結ばれていなかった。

　あの人はそれを知ってしまったから、幼なじみのために何とかしてあげたかったのだろう。

　あの人がどんな決意をしたのかはわからない。けれど、『アンティーク』に頼らないというのはいいことだと思う。

　都と和わ子こさんが言うように、『アンティーク』は人を滅ぼしてしまうものだから。

　この『アンティーク』は他愛たわいのない能力ではあるけれど、そうならない可能性がないわけではない。

　手に持った『赤糸』は、文字どおり赤い糸を編みこんだような珍しい指輪だった。持った印象でわかるけれども多少の伸縮ができるもので、わたしの小指にでもぴったり合いそうだ。

　何気なく自分の小指を見てみる。

　この指から伸びる運命の赤い糸はいったい誰に結びついているのかと。

　ふとある人の顔が思い浮かぶ。

　慌あわててかぶりを振る。

　当たり前のように思い浮かんでしまうことがとても気恥ずかしい。

　そうとは限らない。

　彼にはわたしと違って多くの出会いがあり、多くの人が周りにいる。

　その中には彼のことを好きになる人ももちろんいるだろう。

　逆に、彼が好きになる人だってきっといるだろう。

　こうして一いつ緒しよに働いていることは特別でもなんでもなくて、同じ学校の人のほうが一緒にいる時間も長くて、色んなことを楽しめる。

　つい先日それを実感した。

　きっと彼の運命の赤い糸は他ほかの人と結びついているのだろう。

　ただもしかしたらという思いが少し芽生える。

　そして想像する。

　わたしのこの指から伸びる運命の赤い糸が、彼と結びついている様さまを──

　そう思ったときわたしはすでに自分の小指に、『赤糸』をつけてしまっていた。

　な、何をしているの？　わたしったら。

　我に返ったわたしは慌てて『赤糸』をはずそうとして、

「おい、どうした？　もうバイト始まるぞ」

　と、わたしの部屋のドアを開けられた。入ってきたのは刻也だった。

　刻也がわたしを見る。

　わたしが刻也ときやを見る。

　合わさった目線がずれて──

　刻也の目線がわたしの小指──『赤糸』をつけた左の小指に移る。

　わたしは咄嗟とつさに左手を背中に隠かくす。

　でも刻也はわたしの小指を見てしまっていた。

「それ……」

「何でもないの。ただの指輪よ」

　わたしは平静を装い──こういうとき表情が変わらないというのは便利ね──、慌あわててごまかす。

「その指輪どうしたんだ？」

　でも刻也は見逃してくれなかった。

　さすがに今まで多くの『アンティーク』に関わってきただけあって、一目でこれが怪しいと見抜いたのかもしれない。

　でも刻也はこの『赤糸』が『アンティーク』だと知らない。ここはごまかすしかない。

　そう思ったとき、わたしは床ゆかに手紙が開きっぱなしになって置かれていることに気づく。

　その手紙にはこの『赤糸』の名前や能力が書かれている。

　わたしは慌ててそれを拾い集め、胸に抱だいて隠した。
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「その手紙……」

「勝手に見ないで」

「あ、いや……すまん。え？　指輪……？」

「もらっただけよ。いいから放っておいて」

　わたしは刻也ときやを部屋から追い出して、ドアを閉めた。

　閉めてから、失敗したと頭を抱かかえる。

　今の挙動は明らかに不ふ審しんだった。

　いつも平静なわたしらしくもなく、動揺が行動に出ていた。

　手紙も慌あわてて隠かくさなければ刻也は気にもしなかったかもしれない。わたしの動揺が、逆に刻也の目を手紙に向けてしまった。

　もしかしたら手紙の文面も一部見られてしまったかもしれない。

　これが『アンティーク』だと知られてしまったら、刻也はその能力を気にするだろう。

　もしもこの『赤糸』が、運命の相手に結ばれている赤い糸を見ることのできる能力だと知られてしまったら。

　もしもわたしがそんなことを気にして『赤糸』をつけてしまったと知られたら。

　……とても恥ずかしい。

「何としてでも隠さなきゃ」

　刻也はわたしのことを感情の動かない無表情女だと思っているかもしれない。

　だけどわたしにだってあるのだ。

　平静を装えないくらいに、恥ずかしいと思ってしまうことくらいは。




　　　　　　　　　◆




　部屋から追い出された俺おれは、しばらく呆ぼう然ぜんとドアの前に立っていた。

　咲さきがバイトに遅れるなんて珍しいこともあるものだと、部屋に呼びにきた。

　いや、まだ開店前なので正確には遅れていないが、いつも十分前には下に来て、特に必要もないが準備をしているのが咲だった。

　けれど、今日に限っては遅かったので、何をしているのかと呼びにきたのだ。

　それはいい。

　それはいいが……。

　咲は部屋で左手の小指に指輪をつけていた。

　それもとても大切なもののように、じっと見ていた。

　俺が入ってきて、びっくりして慌てて隠した。

　それも──もらっただと？

　誰からもらったというのか。

　あいつに指輪をあげるような奴やつがいるということか？

　都と和わ子こさんじゃない。あの手紙、ちらっと見えたが文字は男のそれだった。でもあいつに手紙を添えて指輪を送るような奴なんているのだろうか。

　俺おれはあいつの交友関係を知らない。というよりないものと思っていた。あいつの交友関係は俺と都和子さんくらいのもののはずだった。

　だがふと気づく。

　以前、猫ねこ好きの小学生の麻あさ美みちゃんとは俺の知らない間に友達となっていた。

　そう考えれば、あいつだって学校に行っていないというだけで普通に生活している以上、俺の知らない交友関係があってしかるべきだった。

　そういえば以前、美容師の人と仲良く喋しやべっている姿を目もく撃げきしたことがある。

　もしかするとあの後も足しげく通っているとかあるのだろうか。

　まさかあの指輪はあのときのカリスマ美容師からもらったとか。

　ありえない話ではない。

　確かあのときもリップとかをもらって、その日のうちにつけていたはずだ。

　気になる。

　あいつはいったい誰にあの指輪をもらったのだろう。

　と、咲さきが準備を終えて部屋から出てきた。

「刻也ときや、まだいたの？」

「あ、ああ。すぐ用意できるかと思って」

　俺は言いながら、こっそり咲の左手を見た。その小指にはもう指輪はしていなかった。

　普段つけるほど大事にしていないってことか？

　いや、逆か。普段つけて汚よごしたり傷つけたくないってことか？

「あ、あれ？　指輪はずしたのか？」

　俺おれはさりげなく指輪のことを指し摘てきしてみた。

「ええ」

「そ、そうか。まあ、あんまり似合ってなかったな。あの糸を編んだみたいな変なやつ」

　咲はキッと俺を睨にらみつけるように見み据すえた。

「そのことはもう言わないで」

　お、怒ったのか？　今のはもしかして怒ったのか？

　指輪が変だと言われて怒るなんて、やっぱりあれは相当に大切なものなのか？

　そのことはもう言わないで──

　咲の言葉が思い出される。

　それは俺に指輪のことをどうこう言われたくないってことか？

　俺おれは呆ぼう然ぜんとバイトに向かう咲さきの背中を見送っていた。




　　　　　　　　　◆




　危あぶなかったわ。

　あんなところで迂う闊かつに指輪の造形を口にされたら、起きてきた都と和わ子こさんに聞かれて、気づかれてしまうかもしれない。

　都和子さんは人の手に『アンティーク』が渡るのをひどく嫌きらう。

　それは人が『アンティーク』によって身を滅ぼす姿を何度も見ているからだ。

　わたしもこれまで迂闊に何度か『アンティーク』に触ふれてしまって、命の危険にさらされたことがある。

　いくらこの『赤糸』が他愛たわいのない能力だからといって、わたしがつけていたことを知ったら、あまりいい顔をしないはずだ。

　それに刻也ときやも随分と怪しんでいるみたい。

　わたしとしたことが思わず声どころか表情にまで力が入ってしまった。平静でいなければ余計に怪しまれてしまう。

　わたしにもらってほしいとあったけれど、この『赤糸』の指輪は、都和子さんが起きてきたら、刻也が見ていないところですぐに渡してしまおう。

　刻也に気づかれたら、わたしが『赤糸』をつけていたことがわかってしまう。

　都和子さんはいい顔をしないだろうし、やっぱり能力を知られてしまったら恥ずかしい。

　部屋に忍び込むような真似まねはさすがにしないと思うけれど、念のために肌はだ身み離さず持っておくことにしようと思う。

　わたしは落としていないことを確かめるように、ポケットの中の指輪にそっと触れた。




　　　　　　　　　◆




　咲は無意識にポケットの中に手を入れていた。

　以前、接客のときにポケットに手を入れていたら怒られたことがある。

　そんな咲が無意識に触れてしまうほど、その指輪は大事なものなのだろう。本当に、誰にもらったというのだろうか。

「どうした、刻也。難しい顔をして」

　と、開店後にやっと起きてきた都和子さんが声を掛けてきた。

　腰こしまで一直線に伸びているきれいな黒くろ髪かみが寝ね癖ぐせで台無しだ。この人ももっと身なりに気を遣つかえば、高い指輪の一つや二つ持っていろんな男が言い寄ってくるのではないだろうか。

　さりげなく都と和わ子こさんの指を見てみたが、指輪なんてものはついていなかった。

「ん？　あたしの指に何かついているか？」

　目ざとく都和子さんが俺おれの視線を見抜いた。

「いや、逆に何もないなと思って」

「はあ？」

「いや、咲さきが指輪をつけてたもんで」

「お前があげたやつか？」

「俺じゃないですよ」

「ああ、お前はペンダントだったな」

「何でそれを！」

　俺が以前、咲にペンダントをあげたことは都和子さんに話してなかった。それはお詫わびというか何というか、色々理由があったのだけれど。

　って、そんなことはどうでもいい。

「だめだなー。ペンダント一個で満足しているようじゃ、次は指輪とか畳たたみ掛けないと」

「やっぱりそうなんですかね……」

　あいつもペンダントより指輪のほうがよかったのだろうか。それで俺じゃない誰かにおねだりしたとか。あいつが「指輪ほしいな」とかおねだりする姿なんて想像もつかない。いや、俺に想像がつかないということは俺にしていないというだけであって、他ほかの奴やつにはしているのだろうか。

「何だ？　何かあったのか？」

　いつもの俺だったら「別に指輪をやる理由なんてないですよ」とか言い返すところだった。拍ひよう子し抜けしたように都和子さんが聞いてくる。

「いや、だから咲の奴が指輪をしてたんですよ」

「自分で買ったんじゃないのか？」

「いや、たぶん違うと思います。赤かったから」

　咲の趣味は黒だ。指輪で真っ黒というのはないだろうが、シルバーで石が黒なら申し分ないだろう。石がないやつなら一部黒が入っているとかそういうのが好みのはずだ。

　だがあの指輪は赤だった。咲が自分で買ったとは考えにくい。おそらく相手はまだ咲の好みがわかっていないのだろう。

　だが、咲はそんな趣味ではない赤い指輪ですら大事そうに見ていた。

　きっともらったことだけで嬉うれしかったのだろう。

「へー。誰かからもらったのかねぇ」

「都和子さん、誰からか心当たりありませんか？」

「ほー。気になるのかね？」

　と、それまで大した興味を見せていなかった都と和わ子こさんが急ににたりといやらしい笑みを浮かべて、俺おれを覗のぞき込んできた。

「べ、別に気にはしてませんよ。ただ興味があるだけです」

「ほーら、気にしてるじゃないか」

「だから興味ですって。都和子さんは気になりませんか？　あいつにプレゼントする奴やつがいるって」

「気にはなるけど、まあ、咲さきちゃんも年頃だしな。そういうのの一つや二つあってもおかしくないだろ？」

「いや、おかしいでしょ。あいつの場合は」

「自分だって色々あったくせに」

「うっ」

　先日のことはなぜか都和子さんにも知られていた。学校の用事と噓うそをついてデートでバイトを休んだことは、今もねちねちいじられている。

「俺のことはともかく、あいつはそんな交友関係もないでしょうし」

「でもお客って線もあるだろ？」

「客？　客なんてろくに来ないじゃないですか」

「お前喧けん嘩か売ってんのか？」

　思わず口を滑すべらせてしまったが、本心でもあった。確かに咲は看かん板ばん娘むすめみたいな位置づけといえばそうともいえる。だがお得意様がいるような店ではないのだから、都和子さんが言うようなことはないはずだ。

「お前は知らないだろうが。平日の昼とかに来る客ってのはいるんだぞ？　まあ、毎日とかじゃないし、買っていく客はあまりいないけどさ」

「平日の昼……」

　確かにそれは俺が入ったことのない時間帯だった。

　そういえば平日の昼にあいつが店でどうしているかなんて、考えたこともなかった。

「ま、それは例えばの話で、平日夜だって土日だって、何度か来てれば顔見知りにもなるさ。お前がどうかは知らないが、咲ちゃんは客の顔をちゃんと覚えてるぞ」

「そうなんですか？」

「ああ。前に道で会った客に挨あい拶さつしてたぞ。……まあ、その無表情っぷりに相手はもの凄すごく引いてたけどね。あはは」

　今まで気づかなかったけど、咲をそういう目で見る客もいたってことか。

　俺にはまったく思い当たる節ふしはなかった。

　むしろあの咲の接客なら絶対にリピーターはないと思っていたからだ。

「やっぱ気にしてるじゃないか」

「だ、だから気にしてませんって」

「無理しちゃって」

「無理なんてしてません。あいつが誰から指輪をもらおうと関係ありません！」

「だったら仕事をさぼってそんな話しないでくれる？」

「！」

　背後からの冷めた声にぞっとした。

　咲さきは無表情で俺おれを睨にらみつけ──これは凝ぎよう視しというより睨むといったほうが正しい──、ぞんざいに言うと店のカウンターに戻っていった。

「ありゃー、お約束なぐらい間が悪いねー。素直に気になるって言って聞いちゃえば？」

「だからそんなことありません」

　いや、そんなことあるけどさ。

　くそぅ。これでますます聞きづらくなってしまった。
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　ああ、これでますます言いづらくなってしまった。

　遅かった。都と和わ子こさんが起きてきていたことに気づかなかったなんて迂う闊かつだわ。

　今はまだ『アンティーク』と知られていないからいいけれど、もしも知られたらわたしが『赤糸』をつけていたことも同時にばれてしまう。

　これでは『赤糸』のことを都和子さんに伝えられない。

　関係ないとかごまかしていたけど、刻也ときやはほぼ『アンティーク』と疑って掛かっているわ。もちろんその予想は間違っていない。

　でも刻也も、いくら『アンティーク』だと疑っているからって、都和子さんに相談するなんて卑ひ怯きようよ。

　わたしが『アンティーク』を悪用するとでも思っているのかしら。

　これがそんなに危険なものだったら、わたしだって自分でつけたりしないで、とっくに都和子さんに渡している。最初はそうするつもりだったし。

　もちろん変な能力のせいで何度か刻也にも迷めい惑わくを掛けているから、疑う気持ちもわからないではないけれど。

　でもどうしよう。

　捨てるわけにもいかない。かといって、わたしが持っていて、それを偶ぐう然ぜん都和子さんに見つけられたらそれはそれでよくない。

　そうだ。彼と同じように都和子さん宛あての封筒に入れて郵便受けに入れておこうかしら。

　ああ、ダメよ。刻也にすでに見られているから、もし都和子さんが刻也に見せたらすぐにわたしが送ったとわかってしまう。となると、その辺に置いておいて都と和わ子こさんに見つけてもらうこともできない。

　本当にどうしよう。

　……そうだ。倉庫に入れておけばいいんだわ。

　この家には本物の『アンティーク』を保管している地下倉庫がある。そこにこっそり置いておけばいいんだわ。あそこは基本的にわたしも刻也ときやも入ったらいけないことになっているから、刻也が見る心配もない。

　問題は倉庫の鍵を手に入れられるかどうかね。

　鍵の置き場所は知っている。

　あとは都和子さんに見つからないようにすればいい。

「それにしても……」

　なぜか今日は珍しくお客様が三人も来てくれた。

　それはいい。お店が繁はん盛じようするのは決して悪いことではないわ。もっとも誰一人何一つ買っていかなかったけれど、まずは来客してもらうだけでも大きな一歩ね。

　でも、何で刻也はいつもの気の抜けた接客ではなく、ものすごく真剣な顔でお客様を見ていたのかしら。それこそまるで睨にらみつけるかのように。

　もしかしてわたしの真似まねをしているつもりかしら。

　失礼ね。わたしはそんなふうにお客様を睨んだりしていません。

　まあ、いいわ。とにかく倉庫に行くことにしよう。
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　まあ、いい。とにかく倉庫に行くことにしよう。

　今さら咲さきに真正面から聞くことなんてできやしない。であればこっそり聞くしかない。

　倉庫にはあの『アンティーク』が保管されているはずだ。

　そう。心の声を聞くことができるというあの『心しん声せい』という『アンティーク』が。

　直接聞くことができない以上、心の声を聞くしかない。

　それが俺おれの導き出した最良の結論だった。

　問題は倉庫には出入り禁止だということだ。都和子さんに見つかったらこっぴどく叱しかられることだろう。

　それどころか、『心声』を使ったなんてばれたら咲にも怒られるだろう。

　俺はバイトが終わったと同時に、店の片づけを咲に任せて居間に入る。

　都和子さんは自室に戻っているのか今はいない。

　鍵の隠かくし場所は知っている。居間にあるタンスの左側一番上の引き出しの一番奥。

　俺おれは咲さきと都と和わ子こさんの気配を全神経で探りながら、引き出しの中をまさぐる。

「あった」

　俺は鍵を手に入れると、すぐにタンスの引き出しを押し込み、何食わぬ顔で倉庫へと向かった。

　つい先日、偽にせ幽ゆう霊れい騒さわぎがあった地下だが、今日このときばかりは怖いものなどなかった。

　あるとすれば咲か都和子さんがやってくることだ。

　時間を掛けてはいられない。

　俺は急いで地下のドアの前に立つと、鍵穴に鍵を差し込んだ。

　ドアを開けて滑すべり込むように中に入り、電気をつける。

　俺の知っている『アンティーク』以外にも、随分とたくさんの『アンティーク』が所狭しと積まれていた。店を見てもそうだが、都和子さんには片付け能力が欠如している。

『心しん声せい』は波は紋もんのようなピアスの形をしている。サイズはとても小さいので、あるとすれば壁際の簞笥たんすの中にある可能性が高い。

　この簞笥がそもそも『アンティーク』の可能性もある。触さわってしまって大丈夫だろうか。だがのんびりしている暇ひまはない。

　俺は迷いを振り払って簞笥の引き出しを開けまくり、『心声』を探した。

　形状は知っている。見落とさないように、けれども急いで俺は簞笥の引き出しの中を探す。

「あった」

　俺は『心声』を見つけると、すぐにポケットに入れて倉庫を出て鍵を締めた。

「ふー」

　俺はほこりをはたいて、ポケットの中のピアスを確認する。

　よし。確かにある。何とかここまでは成功した。

『心声』は手に入れた。

　後は誰にも見つからないように『心声』を持っていくだけだ。
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　後は誰にも見つからないように『赤糸』を隠かくすだけだ。

　わたしは居間にあるタンスの右側一番上の引き出しの一番奥にあるスペアの鍵を手に入れ、地下へと降りていった。ちなみに左側の引き出しにマスターキーが置いてある。

　つい先日、偽幽霊騒ぎがあった地下だけど、今日このときばかりは怖いものなどなかった。

　あるとすれば刻也ときやか都和子さんがやってくること。

　時間を掛けてはいられない。

　もしも万が一、見つかってしまったら掃そう除じをしにきたと言えばいい。この前来たときにだいぶ汚よごれていたから。

　でも誰にも会わないに越したことはない。

　わたしは足早に地下へと降り──

　何かとぶつかった。

　思わず悲鳴があがりそうになったけれど、目の前を見て、別の意味で悲鳴を上げた。

「刻也ときや？」

「咲さき？」

　どうして刻也がこんなところにいるの？　まずいわ。何でここに来たのか追及されてしまう。うまくごまかさないと。

「な、何で刻也がここにいるの？」

　ああ、いけないと思っているのに自分から話題を振ってしまった。落ち着けわたし。平静と無表情を心がけるのよ。

「い、いや、ちょっと地下室の片付けでもしようかなと」

「地下室を？」

「あ、いや、もちろん中までと思ったわけじゃないぞ。その途と中ちゆうの通路だぞ。この前、降りたときだいぶ汚きたなかったからさ」

「そう。奇き遇ぐうね。わたしもよ」

「お、お前も？」

「もちろん中に入ろうなんて思っていないわよ。その証しよう拠こに鍵なんて持っていないし。疑うのなら居間に戻って見てみる？」

　ああ、どうして余計なことを言っているの、わたしは。

　これじゃ、スペアの鍵がないことがばれてしまう。

「か、鍵？　鍵って地下倉庫の鍵のことか？　あ、いや、いいよ。鍵なんて見なくても。だ、誰もここに入ろうなんて思うわけがないさ」

「そうよね。鍵なんて見なくても、ここに入ろうなんて思うわけないわよね」

「でも都と和わ子こさんに見られたら誤解されかねないからそろそろ戻ろうか」

「ええ、そうね。戻りましょう」

　迂闊うかつだったわ。まさか刻也が掃除をしているなんて。

　そんなの予想できるはずがないじゃない。

　今日の接客といい、何で今日に限って刻也はやる気を見せているのかしら。

　何にせよ、掃除は刻也が済ませてしまったみたいだから、これでもうここには来られなくなってしまった。

　別の理由を考えることもできたけれど、二度もここに来る理由として信しん憑ぴよう性せいが高いものなんてない。

　この『赤糸』、本当にどうすればいいのかしら。
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　この『心しん声せい』、本当にどうすればいいのか。

　家に帰った俺おれは、目の前に『心声』を置いて真剣に悩んでいた。

　持ってきたはいいものの、やはり『アンティーク』を使うこと、それで咲さきの心を覗のぞこうとしていることに抵抗があり踏ん切りがつかない。

　こんな盗ぬすみ聞きみたいなことをしていいのだろうか。

　やはりここは使わずに倉庫に返そうか。

　だがせっかく持ってきたのに、それはもったいない。

　この『アンティーク』は命に関わるような危険なものでもない。

　それに別に悪用しようというわけではない。

　ただちょっと咲があの指輪を誰からもらったかを聞くだけだ。

　面と向かって聞いてもいいのだ。本当はそうしてもいいのだが、すでに関係ないとか言ってしまったから、聞きづらいだけなのだ。

　どのみち聞いてしまうのなら、聞きづらいやり方より聞きやすいやり方のほうを取るだけだ。

　だが、もしもあのプレゼントされた指輪を咲がとても喜んでいたとしたら。

　俺はどうするのだろう。

　どうもこうもない。

　よかったなと言ってやる。それだけだ。似合ってるなと言ってやる。それだけだ。

　それをはずせなんていう資格もない。

　いや、はずしてくれることなんて別に望んでいない。

　俺がしたいのはそんなことでは決してない。

　じゃあ、俺は何がしたいんだ？

　咲に指輪を送った奴やつを知って、俺はどうしたいんだ？

　そうか。きっと俺はあれが『アンティーク』だと無意識に思っているのかもしれない。

　もしも万が一、咲が気づいていないだけで、あれが『アンティーク』だったとしたら大変だ。

　またあいつが何か変なことに巻き込まれていたとしたら、俺が何とかしてやるのはあいつのためでもある。

　そうだ。これはあいつのためだ。

　俺は自分に言い聞かせて、『心声』というピアスを──

　耳に突き刺さした。

「いてぇ！」

　文字どおり針はりに身を貫つらぬかれた激痛が耳を襲おそった。

　俺おれは部屋をのた打ち回りながら、痛みに耐えた。

　ピ、ピアスってこんなに痛いものなのか。

　ピアスに関しての知識などゼロに等しかった俺は、この痛みを甘あまく見ていた。

　耳たぶはつねってもそこまで痛くないから痛覚があまりなく、ピアスの針で刺さしてもさほど痛くないのかと思っていた。

　だがよく考えてみれば痛いのは当たり前だ。耳たぶを針で貫くのだから痛くないはずがない。世の中のピアスをしている人はよくもここまでしてオシャレをするものだ。

　手についた血をティッシュで拭ぬぐい、絆ばん創そう膏こうをつける。

　ちょうどピアスを隠かくすのにも適している。

　耳がずきずきと痛むが、そのうち痛くなくなるだろう。

　それにこの痛みが、咲さきの心の中を覗のぞこうとする自分への罰ばつだと思えば、逆にありがたいものだった。

　そんな罪悪感を抱かかえながら、俺は往おう生じよう際ぎわの悪いことにしつこく自分に言い聞かせていた。

　これは決して俺のためじゃないのだ。




　　　　　　　　　◆




　これは決してわたしのためではないのだ。

　この『赤糸』でわたしの運命の赤い糸が誰と結ばれているかを確認するのは、決してわたしのためではないのだ。

　わたしのような女と結ばれる人がいたら、きっとそれは不幸。

　この『赤糸』をわたしに託たくした彼のように、わたしは相手の立場に立って、その人が幸せになるように教えてあげるの。

　わたしなんかと結ばれないほうがいいですよ、と。

　それを確かめるために、わたしはわたしの赤い糸のつながっている先を見るのよ。

　──けれど、わたしは『赤糸』をつける決心がつかなかった。

　どうしても想像してしまうのだ。

　この小指から伸びる赤い糸が、刻也ときやに結びついている様さまを。

　そうしたら教えてあげるのだろうか。

　わたしなんかと結ばれないほうがいいですよ、と。

　そんなことができるのだろうか。

　そして逆のこともまた、どうしても想像してしまう。

　この小指から伸びる赤い糸が、見知らぬ誰かに結びついている様さまを。

　そのときわたしはどう思うのだろうか。

　その運命を受け入れることができるのだろうか。

　そしてこうも想像してしまう。

　刻也ときやの小指から伸びる赤い糸が、他ほかの誰かに結びついている様を。

　他の誰か──わたし以外の誰か。

　刻也とわたしはそういう関係ではない。そしてそういう関係になりたいと思っているわけでもない。はっきりとは、だけれど。

　ただ一つ確信して言えることは、今の関係でいられたらいいということ。

　この付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんで、わたしと都と和わ子こさんと、そして刻也と、三人が一いつ緒しよにいて──三人だけで一緒にいて、長い時間を過ごせたらいいと思っている。

　でも『赤糸』は、今ではないにしても、いずれどうなるかを見ることができてしまう。

　運命は変えることができるかもしれない。

　でも変えることなどできないのかもしれない。

　わたしの、そして刻也の小指から伸びる赤い糸が、何か大切なものを壊こわしてしまいそうな気がする。

　けれど、知りたい気持ちがあることは確かだ。

　もしもわたしの運命の赤い糸が刻也に結びついていたら……。

　もしもわたしの運命の赤い糸が他の誰かに結びついていたら……。

　もしも刻也の運命の赤い糸が他の誰かに結びついていたら……。

　わたしはどうするのだろう。
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　今日一日『心しん声せい』をつけていたことで、大体使い方はわかった。

　例えば授業中に先生に指されたとき、先生は答えを頭の中に思い描えがいている。それが『心声』を通して俺おれに聞こえてくる。俺はその答えをなぞればいいだけだった。

　他にもクラスメイトに昼飯に何を食べるかと聞かれたとき、何が食べたいのか聞くと何でもいいと口では言っていた奴やつが、実際は金がないから購こう買ばいのパンですませたいと思っていた。俺はそれを汲くんで購買に行こうと言い、そいつを満足させた。

　つまり無む尽じん蔵ぞうに心を覗のぞけるわけではなく、相手が考えたことだけが伝わってくる代しろ物もののようだ。

　むしろそれは俺としては助かった。

　俺おれは別に咲さきの心の全すべてを覗のぞきたいと思っているわけではない。

　俺が知りたいのはあくまであの指輪の贈おくり主のことだった。そしてそれをもらった咲の想いがどうなのかを知りたかった。

　それにしてもこうして実際に使ってみると、この『心しん声せい』の便利さを実感する。

　手放したくないと思う人間の気持ちもよくわかった。

　そして改めて『アンティーク』が人の心にもたらす毒をも、実感した。

　あまり長く持っているときっと手放せなくなってしまう。

　事を早く済ませて、すぐに返そうと思った。

　それに耳の痛みも、慣れるまで長くは我が慢まんできそうになかった。

　穴を開けた耳たぶがじんじんと鈍にぶい痛みを発し続けていた。

　さっさとはずしてしまいたい。

　俺は学校を終えて、付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんに向かった。




　店に入り、まずしたのは咲の左手の確認だった。

　今日も指輪をつけてはいなかった。

　やはりポケットに入れているのだろうか。それとも俺が来る直前までつけていたのだろうか。

　と、咲が俺をじっと見ているのに気づく。

「ど、どうしたんだ？」

「その耳、どうしたの？」

　い、いきなりばれたのか？

　俺は思わず耳を触さわり、走った痛みに「いてっ」と思わず叫んでしまう。

「怪け我が、してるの？」

「あ、ああ。ちょっと引っかいちゃってな」

　学校でも聞かれたのだが、怪我をしていることにしている。絆ばん創そう膏こうをしているため、それを疑われることはなかった。

「だいじょうぶ？」

「ああ、平気だ」

「血が滲にじんでるわよ。絆創膏替える？」

「いや、だいじょうぶだって」




　──本当にだいじょうぶかしら。刻也ときやはすぐやせ我慢するから。




　咲の言葉に重なるように、その心の中の思いが聞こえてくる。

　別にやせ我慢をしているわけではない。でも心配してもらっていることがわかり、罪悪感がもたげた。

　やはり早く事を済ませたほうがいい。

　このままでは余計なことまで聞こえてしまいそうだ。

　俺おれは昨日きのうの夜に考えてきたシナリオを頭の中で反はん芻すうし、何でもない世間話のように口にした。

「やっぱり指輪つけてないのか？」

　咲さきはやはり触ふれてほしくないらしく、いつもの無表情をことさら意識したようにして振り返る。

「だからつけていないわ」




　──やっぱり指輪のことを疑っているのね。




　咲の言葉と心の声が重なって聞こえる。

「あ、いや、何つーか。その指輪を見たときに、俺が似合ってないみたいなこと言ったろ？　それを気にしてつけてないんじゃないかと思ってさ」

「別にそんなんじゃないわ。つける必要がないからつけていないだけ」




　──指輪のことを探ろうとしているのかしら。




「仕事中にはつけないようにしてて、いつもはつけてるのか？」

「いいえ。あれから一度もつけていないわ。あなたが見たときは何も知らないで、つけてしまっただけよ」




　──それは噓うそだけれど。




　咲の心の声が聞こえて、顔に出そうになる。

　やはり咲は噓を言っている。ということは、やはり普段俺の見ていないところでは指輪をつけているということか。

　もしかしたらその指輪の贈おくり主の前ではつけているということなのか。

　ダメだ。余計なことを考えている場合ではない。

　さあ、ここからだ。

　これで指輪のことを考えるようになった。

　後は誰からもらったか考えるような言葉を口にすればいい。

　咲が話してくれればその声を聞けばいい。

　お茶を濁にごしたり、噓を言うならその心の声を聞けばいい。

　俺おれは感情を顔には出さず、何でもないことのように続ける。

「あれ、珍しい指輪だったよな？　買った奴やつの性格が出てるっていうか」

「買った人の性格……」




　──名前も知らない、でも自分よりも相手のことを想えるとても優しい人。




　名前も知らないということはやはり客なのか。

　だがそんなことはどうでもいい。

　咲さきが思ったように、自分よりも咲のことを第一に考える優しい男なのだろう。あの無表情で初対面では誰もが物怖おじしてしまう咲に対しても、分け隔へだてなく優しくしてくれる、そんな男なのだろう。

　たぶん咲もそんなところに惹ひかれたのかもしれない。

　これでいい。

　俺は知りたかっただけだ。

　それ以上のことは望んでいない。

　それ以上のことを聞く気にはなれなかった。

　あいつが指輪をもらった相手が、そういった男であるのなら、俺が言うことは何もない。

　決してもやもやした気持ちが晴れたわけではないが……。

「ねぇ、刻也ときや。随分この指輪のことを気にしているみたいだけど……」

「いや、いいんだ。お前に指輪をやった奴がどういう奴か気になっただけで、優しい奴なら、うん、それでいい」

　思ったよりも上手うまく回らない口を何とか動かし、俺はやっとのことでそれだけを言った。




「……どうして優しいと知っているの？」




　しまった。咲の心の声に答えてしまった。

「あ、いや……」

　咲はじっと俺を凝ぎよう視しすると、つかつかと俺に歩み寄ってきた。

　逃げることもできず、ただそこに立っていた俺の前に立ち、咲は俺の耳の絆ばん創そう膏こうを引き剝はがした。

「痛っ！」

　咲は手にした絆創膏を手の中で握り潰つぶし、俺を見み据すえた。

「それ『心しん声せい』よね？」

「…………」

「どういうこと？」

「…………」

「──それでわたしの心を盗ぬすみ聞きしていたと言うの？」

　咲さきの心の声が聞こえない。

　きっと考えるよりも早く言葉が口をついている。

　きっと平静でいられないくらいに、怒っている。

「最低」

　咲の平手が俺おれの頰ほおを打った。
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　思わず手が出てしまっていた。

　それくらいわたしは心を乱してしまっていた。

　刻也ときやがわたしを疑っているのはわかっていた。

　この『赤糸』を見たときから、わたしが『アンティーク』を隠かくし持っているのだと疑っていた。

　それは事実だ。それについて追及されても文句は言えない。

　でもこんな真似まねはひどすぎる。

　確かにわたしも『赤糸』を使って、自分の、そして刻也の運命の相手を見ようとした。昨日きのうも少し悩んだ。でもそれはやめた。

　怖かったのもある。

　でもやっぱりそんな盗み見みたいな真似はよくないと思ったからだ。

　それなのに刻也はそれと同じようなことをした。

　わたしに直接聞かないで、『心しん声せい』を使って、心を盗み聞きするような真似をするなんて。

　確かにわたしも言葉を濁にごしていた部分はある。

　素直に話さなかったわたしがいけなかったとも思う。

　でも。

　もしも刻也が本当にわたしを心配して聞いてくれたのなら、わたしだって答えていた。

　この『アンティーク』のことを。そして悪用する気なんてなかったことを。

　もしも刻也が本当にわたしを心配して手放すように言ってきたら、わたしだって応こたえていた。

　この『赤糸』に執しゆう着ちやく心しんなんてない。いつだって都と和わ子こさんに渡すことはできた。

　でも刻也はどちらもしなかった。

　刻也はずるい。

　わたしの心の中を覗のぞこうとしていたなんて。

　見られてしまったのだろうか。

　聞かれてしまったのだろうか。

　あのとき。

　刻也ときやが見てしまったあのとき。

　わたしがなぜこの『アンティーク』を使おうとしていたかを。

　そしてこの『赤糸』で何をしようとしていたかを。

　もしもそうだとしたら。

　もしもそれが知られてしまっていたとしたら。

　もうしばらく顔も見たくない。

　だって。

　だってそんなの。




　……恥ずかしい。
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　さすがにここまで自己嫌けん悪おに陥おちいったのは久しぶりだった。

　アルバイトもせずに店を出て、家にも帰らずふらふらしてやっと頭が冷えた。

　本当に。

　何日ぶりかに頭が冷えた気がした。

　俺おれはいったい何をしていたのだろう。

　あいつが俺の知らない指輪をしていたのを見たその瞬しゆん間かんから、俺の頭はまともじゃなかったらしい。

　今なら素直に思える。

　俺は何て馬鹿なことをしていたのかと。

　心の声を盗ぬすみ聞きするなんて、どんな理由があっても許されることじゃない。

　よく携けい帯たい電話を勝手に見るとか、手帳を勝手に見るだとかで賛否両論あるが、これは明らかに否以外の何物でもない。

　ぶたれた頰ほおがまだ痛い。

　けれど、こんな痛みでは罪悪感をわずかも減らしてくれなかった。

　本当に俺はどうしてしまったのだろう。

　あいつが俺の知らない奴やつからもらった指輪をしていたくらいで、何でここまで平静でいられなくなってしまったのだろうか。

　以前なら気にもしなかったような気がする。

　以前なら何でもないことのように聞いていた気がする。

　以前ならこんな真似まねはしなかったような気がする。

　いつからこんなふうになってしまったのだろうか。

　いったい俺おれはどうしてしまったのだろうか。

　だがそんな理由探しは後回しだ。

　とにかく、今は咲さきに謝ろう。




　バイトの終わりの時間に合わせて、俺は付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんに戻った。

　咲はやってきた俺を見ても、表情一つ変えない。それどころかすぐに目を逸そらし、閉店作業に戻ってしまった。

　意識的に俺を避けているのがわかる。

　痛い。そんな真似をするくらい、咲が傷ついたのだと思う。俺を嫌きらってしまったのかもしれない。

　だけど、自じ業ごう自じ得とくだ。俺が傷つく権利はない。

　俺は意を決し、もう一度咲に呼びかけた。

「話がある」

　咲は片づけをやめたが、やはりこちらを見てくれない。

　怒っているのだろう。離れていても顔が紅潮しているのがわかる。あの咲が、である。

「咲」

　深呼吸のような大きなため息の後、やっと咲が答えて顔を上げる。

「何？」

　咲の目線がまっすぐ俺を見み据すえ、少しだけ横に移動する。

「もうはずしてる。だから心配しないでいい」

　俺は『心しん声せい』をはずしていることを咲に伝えようと耳たぶを触さわろうと──

　咲の顔色が一いつ瞬しゆんにして変わった。

「バカ。何してるのよ」

「え？」

「こっち！」

　咲は俺の腕うでを摑つかむと、居間に引きずりこんでわけのわからないままの俺を座らせた。

　咲はすぐにキッチンに行って何かをガタガタと探し始める。

「あの、話が……」

「そんなのは後」

「でも今すぐ……」

　咲は何かの箱と氷を手にして戻ってきて、正座をしている俺の前に立った。

「大人おとなしくしてて」

　咲さきが両手で俺おれの頰ほおを挟はさんで動こうとした俺を止める。

　俺はその手をはずしてとにかく謝ろうとしたが、そのとき走った激痛に顔を歪ゆがめた。思わず自分の耳に触ふれてしまったのだと気づいたときに、自分がどんな状況かを悟さとった。

　じんじんと火傷やけどみたいな痛みがあったのはこのせいだった。頰を張られた痛み──それに伴う罪悪感の痛みだと思っていた。

「すごい腫はれてる。消毒しなかったんでしょう？」

　どうやら『心しん声せい』で開けた耳の穴が化か膿のうしているようだった。後で聞いた話だが、ピアスの穴を開けるには専用の器具があり、できることなら専門医で正しい施せ療りようをしてもらわなければならないらしかった。

　自じ業ごう自じ得とくもここに極まれり、だ。

「うまく消毒できないわ。横になって」

　有無を言わせず、咲は俺の頭を持って俺を横倒しにした。

　俺の頭がやわらかいものの上に乗る。

　膝ひざ枕まくらをされているのだとわかり気恥ずかしくなったが、俺の顔は咲の体の逆側に向いているし、耳は別の意味で赤くなっているので、気づかれる心配はなさそうだった。

　消毒液をしみこませたガーゼが俺の耳に当てられる。
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　とても染みたが、自じ業ごう自じ得とくだと歯を食いしばる。

　その後、咲さきはタオルにくるんだ氷で耳をそっと冷やしてくれた。

「しばらくじっとしてて」

　咲に言われ、俺おれはそのままの状態でじっとしているしかなかった。

　カチカチと時計の音だけが部屋に響ひびき渡る。

　麻ま痺ひしてきたのか、耳の痛みは少しずつ引き、それに呼応するかのように俺の焦あせりもゆっくりと引いていった。

「ごめんな、咲」

　俺が背中を向けたまま謝ると、咲は小さく嘆息した。

「まだ許したわけじゃないから」

「許してもらったわけじゃないと思っている」

　またしばらく無言の時間が流れ──

　咲が一度だけ嘆息し、ゆっくりと話し始めた。

「あの指輪はね、あなたが思っているとおり『アンティーク』よ」

「え？」

「『赤糸』っていう『アンティーク』。あの指輪をつけると運命の赤い糸が見えるの。この前、刻也ときやのところに来た子がいるでしょう？　その幼おさななじみの男の人が持っていたの。たまたま会って話をしたくらいなのに、どうしてかわからないけれどその人はそれをわたしに託たくしたのよ。もしかしたらこの店が『アンティーク』の偽にせ物ものを扱っているって気づいたのかもね」

　どういうことだ？　何だか俺の知らない話ばかりが出てきたぞ？

「……それから、別に自分のものにしようとか、悪用しようとかはしてないわ」

「…………」

「……ただ、よくわからなくて、本当に何となくつけてしまったっていうか」

「…………」

「……『心しん声せい』で何が聞こえたかは知らないけれど、一応念のために言っておくわね」

「…………」

「……だから、別に、運命の相手とか……気にしてたわけじゃないんだから」

　消え入りそうな声で、咲はやっぱりわけのわからないことを言い続けた。

「な、なあ。あの指輪はプレゼントされたんじゃないのか？」

「プレゼント？　まあ、もらったからプレゼントといえばそうでしょうけど、心配しなくてもすぐに都と和わ子こさんに渡すわよ。元々そのつもりだったし」

「……は、はは……あはははははは」

　バカらしくなって笑いがこみ上げてきた。

　こみ上げてきた笑いはもう止まらなく、俺は咲の膝ひざの上で腹を抱かかえて笑った。

「ちょっとヤダ、刻也ときや、動かないで。くすぐったい」

　咲さきが文句を言うが、俺おれは構わず笑っていた。

　全部俺の勘かん違ちがいだったのだ。

　咲はプレゼントをもらったのではなかった。あの指輪も大事そうに見ていたのは、きっと他人から託たくされた『アンティーク』だったからだ。

　色々と理解しきれない部分もあったが、それだけははっきりした。

　それだけがはっきりしただけで、後のことはどうでもよくなった。

「これで満足？」

「え？」

「聞きたかったんでしょ？　『心しん声せい』を使ってでも、あの『赤糸』の能力とわたしがあの『アンティーク』をどうしようとしているかを。でも本当にあの能力に興味があったとかそういうんじゃないのよ。本当よ」

「いや、俺が聞きたかったのはそういうことじゃない」

「え？　じゃあ、何が聞きたかったの？」

「俺が聞きたかったのは、あの指輪をお前が誰からもらったのか……いや、お前があの指輪をもらって嬉うれしかったかどうかってことだけだよ」

「は？　どうしてそんなことが聞きたかったの？」

「どうしてもだよ」

　咲は意味がわからないとでもいうように黙だまり込んでしまった。

「もしも、もしもだぞ」

　余計なことを突っ込まれそうな間まを埋うめたくて、そして安心したくて、俺は精一杯平静を装って、何でもないことのように言う。

「もしも指輪がほしくなったら、他ほかの奴やつなんかからもらわないで俺に言えよ」

　咲はしばらく黙って答えなかった。

　よくよく考えたら随分と恥ずかしいことを言ってしまったのではないだろうか。

　咲は俺が少し不安になってしまうくらいの間を空けて、

「もしもわたしが本当に他の人からプレゼントされた指輪をしていたら刻也はどう思う？」

「…………」

　咲が『心声』を持っていないのをいいことに、俺は黙秘権を行使した。
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　刻也は何も言わなかったけれど。

　わたしには心の中で刻也が何と言ったか聞こえたような気がした。

『心しん声せい』が耳についているのではないかと疑ったくらいに。

　わたしには『心声』なんてなくても刻也ときやの考えていることくらいわかるのだ。

　だから──

「咲さき、今……」

「こら」

　刻也の顔がいつの間まにか首をひねって上を向いていたので無理やり手で向きを変える。

「咲、今笑って……」

「笑ってないわ」

「でも……」

「わたしは怒っているのよ。また盗ぬすみ見するつもり？」

「あ、いや、すまん」

　刻也は素直に謝って、大人おとなしくされるがままに向こう側を向いた。

　自分ではわからなかったけれど。

　もしかしたら今、わたしは笑っていたのかもしれない。

　危なかったわ。

　もしも見られていたら、あるいは『心声』を今も持っていたら、きっと刻也にはわかってしまったはずだ。

　許すつもりはしばらくなかったけれど。

　刻也がわたしのことを気にかけていたということを知って。

　わたしが他ほかの人にプレゼントをもらったのだと思って動揺したと聞いて。

　たぶんそれがヤキモチと言われるものだと気づいて。

　わたしの心はもう刻也を許してしまったのだと──

　でも教えてあげない。

　わたしが刻也を許したことを教えてなんてあげない。

　いつもわたしのほうが調子を狂わされているから、たまには逆もいいわよね。

　今日みたいな刻也を見ているのがちょっと楽しくて、そして嬉うれしい。

　そんなイジワルな思いが芽生えてしまったから。

　もう少しだけ反省していてもらわないと。

　わたしは表情を変えないから。

　きっと刻也はわたしが許したことに気づいていないはず──

　でも一ひと言ことだけ。

　さっきの申し出にだけは答えてあげる。

「しょうがないから、刻也の言うとおりにするわ」
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　きっと咲さきは俺おれが何で動揺していたのか気づいていないはず──

　なぜなら。

　俺だって正しい理由なんてわかっていないのだから。

　何でこんなに俺が動揺してしまっていたのかも。

　何で咲の指輪のことをこんなに気にしてしまっていたのかも。

　今はもうどうでもよかった。

　考えればわかるのかもしれない。

　けれど、考えるのをやめた。

　今は余計なことを考えず、この安あん堵どに身を委ゆだねていたい。

　そう。俺は安堵していた。

　あの指輪が誰かからの贈おくり物でなかったと知ったからではなく。

　あの指輪を咲が喜んでいたわけじゃなかったと知ったからでもなく。

　馬鹿なことをした俺を、こうして咲が許してくれたことに、俺は一番安堵していた。

　何も言わなくても。

　たとえ表情に出なくても。

　俺にはそれがわかった。

　他ほかの奴やつにはきっとわからないだろうけど。

『心しん声せい』なんかなくたって、俺にはわかるんだ。

　そう、俺にだけは、わかるんだ。

　安堵と頰ほおに感じる温ぬくもりに、そして時々俺の頭を撫なでる咲の手の優しさに誘さそわれて。

　急激な睡すい魔まが俺を襲う。

　心休まらず、昨日きのうもろくに眠ねむれなかった俺に、その睡魔に逆らう術すべはなかった。

　俺はあっという間に眠りに落ちていった。

　だから咲が最後に何と言ったのか、もう俺には聞こえなかった。

　とても大事なことのような気がしたが、もう俺の耳には届かなかった。

　──最後に咲は何と言ったのだろう。










　　　あとがき




　付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんもついに四巻を迎えました。

　前巻から少し間まが空いてしまいましたが、何とかお届けできてよかったです。めでたいめでたい。

　めでたいといえば先日姉あねに子供が生まれ、ついに僕も名めい実じつ共におじさんになりました。それにしても、あー、姪めいっ子はかわいいなー。無条件降伏です。

　姪っ子が字を読めるようになったらいつか僕の本を読んでくれるでしょうか。それまでは何とかしがみついてがんばっていきたいと思います。




　さて決意も新たに、各章の簡単な紹しよう介かいと雑談を。




・影

　刻也ときやは去年のクラスメイトと再会するが、あまり彼女のことを覚えていなかった。そこにはその存在を薄うすめてしまう、ある小こ瓶びんが関わっていた……といった話です。

　結構難産な話で、何度も書き直しているうちに当初予定とはまったく別物の話となってしまいましたが、これはこれでいい感じに仕上がったと思います。

　オープニングの幽ゆう霊れい話と咲さきをもう少し絡からめて、咲の○がりな感じをもっと出そうかと思ったのですが、本編のバランスを考えるとこのくらいがちょうどかなと。三巻の猫ねこ話といい、咲の隠かくれた性格を小出しにしていくのが作者の密ひそかな楽しみです。




・ギャンブル

　相手の罠わなにはまり、あるものを賭かけてカジノでポーカー勝負をしなければならない状況に追い込まれた刻也ときや。相手の持つ『アンティーク』とは……といった話です。

　僕は競馬や競輪も競きよう艇ていもしませんし、宝くじも買いません。サッカー好きな面もあって、唯一買うのがｔｏｔｏです。ＢＩＧな感じに○億円ほど一気に当たらないかとちょこちょこと買っていますが、刻也と同じく運はない模様。地道に生きていきます。




・小指

　運命の赤い糸を視みることができ、またその赤い糸を繫つなぎ換えることができしまう『アンティーク』。刻也と運命の出会いを果たして恋に落ちた少女とそれを見守る彼女の幼おさななじみ。そしてそれを前にした咲は……といった話です。

　できあがったものはこんな感じですが、目指したのは確かに純愛小説です。




・秘密

　咲の元に一通の手紙と共に贈おくられてきた指輪。咲がその指輪をつけているところを目もく撃げきしてしまった刻也は……といった話です。

　いつものすれ違い話ですが、今回はいつもと少し違って刻也のほうの混乱がメインです。




　といった感じでお届けしました。

　皆様にお楽しみいただけたら幸いです。




　さて、それではいつものようにこの場を借りてお礼を。

　いつもお世話になっている担当の高たか林ばやしさん、『アンティーク』のデザインが天下一品のタケシマサトシさん、この本の出版にあたりご尽力いただいた皆様、そして何よりこの本をお手にとっていただいた読者の皆様。

　今回も本当にありがとうございました。それではまたお会いしましょう。


御お堂どう彰あき彦ひこ
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御お堂どう彰あき彦ひこ

『王道楽土』で第７回電撃ゲーム小説大賞[image: ＜]選考委員奨励賞[image: ＞]を受賞。写真はプレゼント用に購入のナイスな置時計。もしも目覚し機能がついてたら光線で起こされそう。もちろん可愛い姪っ子用ではありません。この良さがわかるだろう同年代のおじさん用。
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イラスト／タケシマサトシ

11月11日生まれ。背景屋。今の住まいに引っ越しをして一年経ちますがまた次の借宿を探してます。回線だけ引いて山奥に引っ越したい。










“不ふ思し議ぎ”取とり扱あつかいます




付つく喪も堂どう骨こっ董とう店てん4








御お堂どう彰あき彦ひこ
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